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昭和56年度の新収作品について

On　the　New　Acqu｛sitions　1981

　昭和56年度の新収作品は，絵画4点，素描1点，版画34点で，このうちモーリス・

ドニの絵画《花束を飾った食卓》（P・1981－2），素描《池のある屋敷》（D・1981－1）

およびリトグラフ《化粧する娘》（G・1981－3）は，今夏当館で開催された特別展「モ

ー リス・ドニ展」を記念し，画家の令息ドミニク・モーリス・ドニ氏より寄贈された

ものである。またウジェーヌ・ドラクロワのリトグラフ「ゲーテ『ファウスト』によ

る連作」（G・1981－4～21）と「シェイクスピアrハムレット』による連作」（G・

1981－22～34）の二つは当館協力会の寄贈になる。ここにドニ氏ならびに協力会に対

し深甚なる謝意を表する。

　購入作品中ヘーラルト・ダウの《シャボン玉を吹く少年と静物》（P・1981－1）は，

在世中レンブラントと名声を争ったこのレイデン派の細密画家の画風をよく示す小品

で，ダウの絵画に対して大きな愛好を示したスウェーデンの個人収集にあったもので

ある。またセーヘルスとスフートの合作《花環の中の聖母子》（P・1981－3）は，前記

ダウとほぼ同時代にアントウェルヘンで活動した静物，殊に花卉，の専門画家ダニエ

ル・セーヘルスの作風を窺うべきもので，聖母子は同じアントウェルペンの宗教画家

コルネリス・スフートによって描かれた。このような合作は各種の専門画家による分

業の行われた17世紀のネーデルラントでは決して珍らしいことではなかった。以上の

ダウおよびセーヘルス　スフートの作品は，17世紀オランダおよびフランドルの静物

画の好箇の作例であり，またともに板絵であることも貴重である。さらにアルフレッ

ド’シスレーの《ルーヴシエンヌの風景》（P・1981－4）は，当館所蔵の松方コレクシ

・ンに従来欠けていたシスレーの作品を補う意味をももつ新収で，画家34歳壮年期の

佳作である。

　版画の購入は，アンドレア・マンテーニャのエングレーヴィング《海神の闘い》左

半（G・1981－2）と，レンブラントのエッチング《病人たちを癒すキリスト》（G・

1981－1）の2点で，両大家の代表作であるのみならず，西洋版画史上屈指の名作とし

て知られるもので，ともに現在入手しうる最上のステートと良好な保存状態を示す。

版画部門の充実は昨年度のデューラー作品の購入に引き続き，当館が今後特に意欲的

に取り組みたいと願う課題である。　　　　　　　　　　　　　館長　前川誠郎
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1．絵画

lU　ヘーラルト・ダウ

《シャボン玉を吹く少年と静物》

　ヘーラルト・ダウは，言うまでもなくレンブラントの弟子である（1628－31年）。彼

は師の作風を引き継ぎつつ，やがて微細な描写による室内画に専念して，レイデン派

の細密画の祖となり，メッツー，ミーリスなどの弟子を育てた。

　本作品は，一見して，「ヴァニタス」画と知られる。少年の吹くシャボン玉，背後

に見える燭腰，砂時計，羽根飾りの付いた帽子，画面手前に描かれた瓢箪は，いずれ

も，「ヴァニタス」を表わすものとしてしばしば用いられる。ただし，通常の「ヴァ

ニタス」画とはやや異なり，シャボン玉を吹く少年は翼を具えている。カリット画廊

でのダウ展のカタログ筆者は，この少年を天使と見，この作品には，単なる「ヴァニ

タス」の表現だけではなく，宗教的意味合いが隠されているとする（註）。その際注

目されるのは，手前の机の上の瓢箪と籠と布が，この画家の《アトリエの画家》（1635

年作）の画中画「聖家族のエジプト逃避」の画面に，そっくり同じ形，同じ配置で描

かれているということである（挿図）。前述カタログの筆者は，この「聖家族のエジ

プト逃避」における籠と布を，キリストの墓とキリストを包む布を暗示するものと見

て，キリストの復活を示すものとし，そこから，本作品にも，「死」と共に「復活」と

いう意味がこめられていると結論する。

　制作年は，1635年という確実な年記を持つ，前述の《アトリエの画家》との関連か

ら，1635’36年頃とされるが，そうであるとすれば，ダウのこの種の室内＝静物画の，

（部分）
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そしてレイデン派の細密画の，比較的早い時期の作例とすることができよう。

　保存修復状態に関して触れておくならば，本作品は，画面上半分，とりわけ画面右

上部に損傷が見られる。赤外線及びX線調査，切片採取調査ののち，1979年に修復が

なされたが，前述の，少年の翼の部分は，かつて塗り隠された（18世紀に？）ものが，

その際発見され，原状に戻されたものである。　　　　　　　　　　　（有川治男）

　（註）　Tenρai’lting，s　bJ・Gerard　l）o〃（exhibition　catalogue）、　David　Carritt　Ltd．，　London，1980，　pp．

　　15－17．

121ダニエル・セーヘルス　コルネリス・スフート

《花環の中の聖母∫㌧》

　ダニエノレ・セーヘルスはヤン・ブリューゲルとともに171tt紀フランドルの代表的な

花のII珂家に数えられる。1605年頃から画家としての修業に入ったことが知られ，1610

年頃にはヤン・ブリューゲルのアトリエでその指導を受けたものと推定される。その

後イエズス会に入り，1625－29年にはローマに滞在。帰国後は没年までアントウェル

ペンで重要な花の画家として多数の作品を残した。セーヘルスの作品は，イエズス会

を通じて広く貴顕の人々の知るところとなり，当時の神聖ローマ皇帝やイギリス国王

までもが，アントウェルペンの彼のアトリエを訪問したことが占記録より知られてい

る。

　コルネリス・スフートは1618－19年に初めてアントウェノレヘンの画家組合にその名

が登録される。スペイン，次いで1624－28年にはローマ滞在。ルーベンスの弟子であ

ったという確証こそないものの，その明らかな影響のもと，バロック的感覚をもって

大画面の宗教画を数多く制作した。

　静物画は、17世紀のヨーロッパにおいて初めて重要な絵画ジャンルのひとつとして

認識されるようになった。花を主題とした作品もそうした趨勢の中で大きな成功を収

め，とりわけネーデルラントでは多くの画家が花を主題とする作品を制作した。カト

リック国スヘインからの独ウニを果たしたばかりのオランダでは，この主題も宗教性を

脱した純粋な静物画として描かれることが多かったが，カトリック側にとどまったフ

ランドルでは，この新しい絵画ジャンルと宗教主題が結びついて，静物画的要素をも

った装飾性の強い宗教画が成立した。すなわち，宗教主題の周囲に花環を配した作品

が多数制作されたのである。その宗教主題は多様であったが，とりわけ好まれたのは

聖母子である。花環には，恐らく聖母子に対しての献花といった意味が込められてい
　　　　　　　　　　　　ヴアニタス
たと思われるが，また，時に虚栄の訓戒を伝えるものとして描かれることもあったよ

うである。
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　このような作品は，17世紀フランドルにおいて繰返し描かれたものであるが、そう

したもののうち，今日知られる最も古い作例は，1608年の年記をもつヤン・ブリュー

ゲルとヘンドリック・ファン・パーレンの手になる《花環の聖母子》（ミラノ，アン

ブロジアーナ美術館）である。この作品は，アンブロジアーナ図書館の創立者として

知られ，『聖画論』などの著作をも残しているミラノの大司教フェデリゴ・ボロメオ

のために制作されたものであろうと推定されているが，それは，同司教に宛てられた

1608年2月1日付の手紙で，ブリューゲルが言及している作品が，まさに，このミラ

ノに所蔵されている《花環の聖母子》であると考えられるからである。この手紙によ

り，我々は，花環と聖母子を組合わせるという新しい形式が，このミラノの大司教の

構想に基づくものであることを知ることができる。ところで，この手紙の書き手が花

の画家として著名なブリューゲルであることは，このような作品における花環のモテ

ィーフの重要性，あるいは花環を受け持つ画家の優先性を示唆するものとは言えない

だろうか。花環のモティーフに組合わせられる聖母子が，例えば，ルーベンスのよう

な大家の手に委ねられることもあったが，基本的には花が主であり，あくまで「花の

絵」と見倣されていたことは留意されるべきであろう。セーヘルスもまた多くの画家

の協力を得ており，エラスムス・クエリヌス，シモン・ド・フォスなどの名を挙げる

ことができるが，とりわけ重要な協力者としてコルネリス・スフートを指摘すること

ができよう。セーヘルス，スフート両者による作品としては，《花環の中の聖イグナ

ティウス・ロヨラ》（1643年，アントウェルペン王立美術館）を代表作としてあげる

ことができる。スフートもまた，イエズス会に属していたことが知られ，そうした意

味でも二人の手になるこのような形式の作品は多数にのぼったと考えられよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幸福輝）

（3）　アルフレッド・シスレー

《ルーヴシエンヌの風景》

　1871年パリ・コミューンの間に，シスレーはパリの西方約30キロの地にある小村ル

ー ヴシエンヌに移り住み，以来1874年夏からの4か月にわたるイギリス旅行を挾んで，

同年暮までを同地で過ごした。

　勿論この間も，ここを拠点としながらもモネやルノワールとともにアルジャントゥ

ー ユでセーヌ河の風景を描いたり，マルリーの森に出かけて制作するなど，彼の足跡

はイル＝ド＝フランスの各地に及んでいるが，しかし1873年はほとんどルーヴシエン

ヌにいて，この村落や周辺での制作に没頭している。このルーヴシエンヌ時代がこの

画家にとって，最初の充実期となったことはいうまでもない。
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　本作品は，1873年にこの小村周辺の風景を描いたものである。画面中央から少し左

寄りに中心をとり，そこに向って一本の小径が斜めにとり入れられ，その小径を辿る

添景の二人物を通じて見るものの視線は奥にいざなわれる。前景のくさむらや草原こ

しにひろがる木立の森，遠い地平線や空の広がりが，実に的確に遠近感をもって表現

されている点で，空間の秩序に深い関心を抱いていたこの画家の初期の作品傾向をよ

く示している。色彩は本作品の場合非常に地味に抑えられているが，若い緑や上の肌

色，薄く雲に覆われた空などの微妙な色どりをとらえるヴァルールの正確さによって

清新さがあり，自然のもつ静かさや詩情がよく写し出されている。出舎道を行く背後

から描かれた人物は、17世紀オランダ風景画においてその型が定着し，フランスでは

コローやバルビゾン派に広く好まれたモティーフであった。シスレーのこの風景画は

構成としては伝統に根ざしながら，その1固々の対象の表現において印象派らしい色彩

と筆触をみせている．

　ll1松方コレクションの中には　森へ行く女たち，マルロットの村の道》（1866年）

や　サンーマメス，六月の朝’（1884年）などシスレーの代表作が含まれていたが，

当館の松方コレクシ。ンにはシスレーは1点もない。印象派絵画のコレクションとし

ても充実を期したい当館が，敢えてシスレーを購人した理由の一端も，そこにある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富山秀男）

II．版画

山　レンブラント・ハルメンスゾーン・ファン・レイン

〈（病人たちを癒すキリスト（百グルデン版）》

（B・74・Hind　23611，　MUnz　217，　Hollstein　7411）第2ステート　日本紙刷り

　レンブラント版画中もっとも有名な作品で，「百グルデン版」（Hundred　Guilder

Print）」の別称で知られる。この名は文献上にはConrad　von　Uffenbach，　Mθ戒W咳gε

Reiseti　durch～Viedersachseti，　Holland　und　Enge〃and（Ulm，1753）中に，1711年3月1

日のこととして，David　Bramenなる人の許でレンブラントの版画を多くみたが，「百

グルデン版」はなかったこと，その名はかつて競売でそれだけの値がついた故である

こと，また他にも《エッケ・ホモ》（おそらくB．76）が「三十グルデン版」，《十字架

降ド》（おそらくB．81）が「二トグルデン版」とそれぞれ呼ばれていることなどの記

述があるのが初見とされる（註1）。またこの値は画家の生前にすでに付けられたと

の説もある（註2）。因みに記せば，1639年レンブラントがアムステルダムの売立て

で見たラファエルロの《カスティリオーネ伯の肖像》（現ルーヴル美術館）の価格は，
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

3500グルデンであった（註3）。

　本作品については2種のステートが知られるのみで，その区別は第2ステートにお

き右端の騒馬の頭と首に斜横の平行陰影線が加えられたことである。第1ステートは

ロンドン，アムステルダム，ウィーン，パリ等に9点が知られ，ホルスタイン型録

（White－Boon）によればこれらのうち6点が日本紙刷りである（註4）。またミュンツ

の引くコピエの証言によれば，第2ステートは約25点の存在が知られると言い（註5），

ホワイトは17点を見た由を記している（註6）。

　ミュンツがサスキア（1642年残）との関係や下絵素描の様式から，本図の制作年次

を1642－45年とみる以外は，多くの研究者は完成時を1649年ころとし，それに先立つお

よそ10年の推敲の期間があったと考える。例えばキリストの裳に認められるペンティ

メントから推して，画家はキリストをもうすこし高く位置させることをも考えたよう

である。しかし上記9点の第1ステート以前の試刷りは全く知られていない。また関

係の下絵素描については研究者によってその数を異にするが，ミュンツはベルリンの

《病人たちの習作》（HdG　56，　Benesch　l　88，描図1）と，ルーヴルの《盲目の老人》

（HdG　641，　Benesch　185，描図2）との2葉のみを認めている（註7）。

　パリの国立図書館所蔵の第2ステートの一葉の裏面に1665年ころと思われるH．F．

Waterloosの短詩が四つ記され，それによると本図は新約マタイ伝第19章の全文に亘

って取材されたものと言う（註8）。即ち

1・ガリラヤを去ってヨルダンの彼方ユダヤの地に赴いたイエスは，彼に従った大勢
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　の群衆を癒した（1－2）。

皿・バリサイ人たちと離婚の可否について問答した（3－12）。

皿・イエスの按手を受けるため子供たちが連れて来られた。弟了Lがそれを［Lめようと

　してイエスに箸められた（13－14）。

IV・富’める青年と酪駝の比喩（16－30）。

以上を構図から見ると，1は右半に当り，皿では問答の形を避けてパリサイ人たちを

左半後方に置いている。皿が左半前方の場面で，幼児を抱いて進み出る若い母親を，

イエスの左に立つ禿頭のヘテロが制止しようとしている。IVの富める青年は左半の中

央に左手で頬杖をついて坐る人物がそれに当ると思われ，比喩の酪駝は画面右端後方

に見える。

　全体は市門外の城壁の傍の緩かに三段をなすテラスを場としている。左後方パリサ

イ人たちの免る欄「に沿って坂が右の市門の方ヘドりてくる。キリストはその坂道の

入lIの石柱を右にして“f二つ。光は右方から来り，左へ行くに従って末広がりの形をな

して明度を強めて行く。しかし光のアクセントは中央のキリストにおいて最高の調子

を保つ。キリストの衣の裾には，その右に脆いて両手を合わせて祈る老女のシルエッ

トが写っている。レンブラントは本図において灰色の中間調を基本として明暗を描き

分けているが，白部を多く残して最も明度の高い左端のパリサイ人たちの群に比して，

むしろキリストに一層強い光が当っているかに思えるのは，キリストおよびその周辺

の人物たちにおけるハーフトーンの絶妙な効果である。

　本図の保存は極めて良好。キリストの右一ドに裸の腕を露わにして両手を合わせて祈

る男の頭一E後方に紙の認‘’：ちが認められるが，これはブレスに際しレリーフ状に飛び

出た雁皮紙の繊維の1本をおそらく除去しようとして生じたものと思われる。この種

の強い繊維は他にも紙背に認められる。前記9点の初版中6点，また殊に再版の初期

のものにレンブラントは好んで日本の雁皮紙を用い，銀色に近い白から暖い金色にま

で至る変化の妙を尽した色調を出すべく試みている。現存する第1，2ステート（併

せて約25，6点）の各葉は、色調，インクの付け方，光の当て方等すべて相違し，本図

の極めて柔かでかつ調和ある全体の効果は，ベルナー商会の［上書によれば大英博物

館所収の日本紙刷り第2ステート2点中の一葉に近いと言う（註9）。なおボストン

の型録によれば，雁皮紙は，1643，44年の2回東インド会社によって日本からオラン

ダ本国へ輸入されたことが確認されると言う（註10）。　　　　　　　　（前川誠郎）

註

　1．L．MUnz，　A　Critical　Cata／ogue　of　Rembrandt’s　Etchings，　London，1952，　vol．H，　p　p．　213－－214．

　2．MUnz，　op．　cit．，p．100；Ch．White，　Rembrandt　as　an　Etcher，　London，1969，　Text．　pp．5556．

　3・Rembrandtの素描Ba／dassare　Casti．glione　（Benesch　45　1，Albertina）の書込み参照．
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4．Ch．White／K．G．Boon（ed．），　Ho〃ste’n’s　Dutch　and　Flemish　Etchi’18s．．．，　vol．　XV川（Rembrandt）、

　　Amsterdam，1969，　pp．39－40．

5．MUnz，　oρ．cit．，p．100．

6．Ch．White．　The　Late　E’ぐノli〃gs　oゾ’Rembrandt　（exhibition　catalogue），　British　Museun1，　London，

　　1969，p．10．

7．MUnz、　oρ．　cit．，p．10L

8．MUnz，　oρ．　c〃．，p．102．

9．国立西洋美術館購入作品資料

10．Re〃ibrandt：Exρeri〃iental　Etcher　（exhibition　catalogue），　Museum　of　Fine　Arts，　Boston，1969，

　　P．180．

（2）　アンドレア・マンテーニャ

《海神の闘い》

　今日マンテーニャの真作と認められる銅版画は，《キリストの埋葬i’　）《キリストの

復活》，《酒樽のあるバッカナーレ》，《シレノスのいるバッカナーレ》，《海神の闘い》

（左右両図），《聖母子》の7点だけであり，しかも刷り，保存共に優れたものは非常

に少ない。昨年当館で行われた「ヨーロッパ版画名作展」には，《海神の闘い》右半

図が出品されたが，本購入作品はそれに連続する左半図である。この主題については，

ギリシャの歴史家ディオドーロス（前1世紀）著『世界史』中の「魚食の民」につ

いての一節と関連づける説，古典的発想によるルネッサンス時代の創作，あるいはマ

ンテーニャ自身の着想とする説がある。《海神の闘い》の制作年については，本図左

方の老女のかかげる標牌下段の数字（文字）を1461，1481，1493と読む諸説がある。

しかし，ティーツェ＝コンラートはこれを数字ではなくギリシャ語あるいはヘブライ

語と考え，マントヴァにあるパラッツォ・ドゥカーレ内のカメラ・デリ・スポージの天井

に描かれた《オルフェウス伝》（1473年頃）との様式的近似から，同時期の作と推定

している。いずれにしても，デューラーがこの右半分を模写したのは1494年であり，こ

れが推定年代の下限となる。本購入作品は，隅の一部に補修があるものの，今n残る

《海神の闘い》の中でも，刷り，保存共に異例に良好なものである。　（八重樫春樹）

（3）　ウジェーヌ・ドラクロワ

「ゲーテ『ファウスト』による連作」

「シェイクスピア『ハムレットaによる連作」

　1789年，ドイツ人のアロイス・ゼネフェルダーによるリトグラフの発明は，版画史

上画期的な出来事であった。この技法の特質はなんといっても，チ・一ク，ペン，筆

の効果をそのままに再現でき，しかも多量の印刷に耐えることであったろう。そのた

め，リトグラフは急速な発展を遂げ，19世紀の半ばまでには創作版画の一1三流となった
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が，この技法により早くも優れた作品を生んでいた主な芸術家としては，ドーミエ，

ドラクロワ，そしてゴヤがあげられる。

　ドラクロワの130点ほどの版画作品のうち100余点がリトグラフであり，主として

シェイクスピア，スコット，バイロン，ゲーテなどの文学作品から題材を得ているが，

中でも傑出しているのは，今回蔵品に加えられた『ファウスト』と『ハムレット』の

両連作である、

　ドラクロワは，1825年にロンドンを訪れ，そこでたまたま『ファウスト』の上演を

見て深い感銘を受け，帰国後すぐにその場面を描いたリトグラフの制作にとりかかっ

た。彼の書簡によると，1827年12月には17枚が完成した。この連作は，翌年《ゲーテ

の肖像》1葉が加えられてパリのCh．モットのもとから発売された。売行きは芳しく

はなかったが，この作品を見た原作者のゲーテは，「ドラクロワ氏は，私自身が生み

出した諸場面をとりあげて，私の想像力を凌駕した」と述べている。

　当館新収のセットは初版で，2版以後のセットは《弟子を受け入れるメフィストー

フェレス》が含まれないが，デルテイルによれば，初版印刷直後に同図の版石が失わ

れたかあるいは破損したためと推定される。

　ニハムレット』の連作も，やはり1825年のロンドンでの観劇に直接の霊感を得たも

のであるが，当時，スコット，バイロンなどのイギリス文学，とりわけシェイクスピ

アは，ドラクロワをはじめロマン主義の画家たちに恰好の題材を提供している。シェ

イクスピアの戯曲を版画化したものでは，ジェリコーの『オセロ』も有名である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス7レ　ご，フ　
ドラクロワは1825年に『マクベス』の一・場面を，掻き落としの技法を駆使したリトグ

ラフに表わしている。この『ハムレット』の連作は，1834年から1843年までの10年を

かけて制作され，パリのヴィランによって出版された。これらの作品の多くには，入

念な素描による習作が用意されている。本新収作品は初版で，13場面で完結している

が，その後の版にはくくハムレットとオフィーリア》，《オフィーリアの歌》，《オフィー

リアの墓の中のハムレットとレイアティーズ》の3点が追加された。　（八重樫春樹）
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　　　　　　　　新収作品目録

Catalogue　of　the　New　Acquisitions　1981

この［1録は，1＾国、㌧二西洋美術館年報No．15」に収載分以後，昭和56年4月からll召和57

年3月までに当館予算で購人した作品および寄贈作品を含む．作品番号のPは絵画、

Dは素描，Gは版画を示す．寸法の表示は縦×横の順である，

This　supplement　follows　the　Museum吟s　Annual　Bulletin　No．15．1981．　It　contains

all　the　works　purchased　or　donated　between　April，1981　and　March，1982．　The

number　tailed　to　each　item　indicates　the　Museum’s　inventory　number：Pis　for

painting，　D　for　drawing　and　G　for　print．
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購入作品　5点　　Purchased　Works

ダウ，へ一ラルト
レイデン　　1613年　　　　1司　　1629年

DOU，　Gerard
Leiden　l　613－id　l　629

シャボン玉を吹く少年と静物　　　1635－36年頃

汕彩板　48×39．7cm　／1三卜’の机の縁に署・名

P・1981－1

STILL－LlFE　WITH　A　BOY　BLOWING　SOAP－BUBBLES　　　c．1635－36
0il　on　panel　　48×39．7　cm　　Signed：（7Z）0レ

PRovENAcE：Sparre　Collection（probably　acquired　in　France　in　the　eighteenth　century）；

G．A．　Hagemann，　Bjersj6holm，　Sweden：His　daughter．　Fru　Anne－Lise　Lembke：David

Carrit　Ltd．，　London．

Ex田BITIoN：Stockholm，1884；Ten　pa〃～tings　by（］erard　Z）ou，　David　Carrit　Ltd．，

London，1980，　cat．　no．3．

BIBLIoGRAPHY：W．　Martin，　Het　leven　e〃de　werken　van　Oθrr’t∠）αイ＿，Leiden，190L

no．267（W．　Martin，（7erard　Dou，　London，1902，　no．194）；C．　Hofstede　de　Groot．

Acatal・gue顧・〃ne・）f・th・　・n・・’emine・τ伽・h　P・i・ters・）f・the・e・ente・・功・・η卿・

London，1908，　vol．1，　p．391，　no．136；Granberg，1〃ve／ltaire　8ψntiral　des　trtisors　d’a〃

en∫〃～de，　vol．　II，　pl．56；W．　Martin，　Gerard　Z）o〃（Klassiker　der　Kunst　XXIV），

Stuttgart／Berlin，1913，　p．88．

P・1981－1

セーヘルス，ダニエル

アントウェルペン　1590年　　1司　1661年

スフート，コルネリス

アン1・ウェルペン　1597年　　い1　1655年

SEGHERS，　Daniel
Antwerpen　l590－id．1661

SCHUT，　Cornelis

Antwerpen　l597－id．1655

花環の中の聖母子　　　17ill：紀前半

油彩　板　　77×53．5cm　　右ドの台座に署名　裏面にパネル製作者組合を示す城門と画家組

合を示す両T・’を組み合わせたアントウェルヘン市の焼印

P・1981－3
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P・1981　3　　Seghers　　Schut

17



GARLAND　OF　FLOWERS　WITH　MADONNA
First　half　of　the　seventeenth　century

Oil　on　panel　　77×53．5cm　　Signed：∠）a’iiel　Seghers・SOCtis．．1ESし1　Brand　of

Antwerp　on　the　back　of　the　paneL

PRovENANcE：Count　of　Sch6nborn　Collection，　Schloss　Pommersfelden（Katalog　der
gra　7ich　von　Schb’nbo〃i’sch〈～〃Bilder－Galerie　zu」Po〃〃nersfelden，1857，　no・277）；Auction

of　Pommersfelden　Painting　Collection，　H6tel　Drouot，　Paris，17－24　May　1867，　cat．

no．216；J．V．　Novok，　Praha．1899（catalogue　by　Theodor　von　Frimmel，　no．78，　repr．）；

Galerie　Nathan，　ZUrich．

BIBLIoGRApHY：G．F．　Waagen，　Kunstwerk朋∂1伽∫〃er　i〃Dθ〃’∫c〃a〃d，　vol．1，　Lelpzlg，

1843，　P．143；　A．　Siret，　Z）ictionnaire　historique　et　raisonnti　des　pei〃tres　de　toutes　les

∂coles，　Berlin，1924，　vol．　II，　p．431．

P・1981－3

シスレー，アルフレッド

パリ　1839年　 モレ　シュル　ロワン　1899年

SISLEY，　Alfred

Paris　l839－Moret－sur－Loing　1899

ルーヴシエンヌの風景　　　1873年

油彩　カンヴァス　　54×73cm　　右ドに署名年記

P・1981－4

LANDSCAPE　AT　LOUVECIENNES　　　　l873
0il　on　canvas　　54×73　cm　　Signed　and　dated：Sisley　73

PRovENANcE：Maurice　Leclanch6，　Paris；Auctlon　Maurice　Leclanch6，　H△tel　Drouot，

Paris，6　November　1924，　no．95，　acquired　by　Allard　at　25，000　francs；Allard，

Paris；Lord　Clark，　London；Wildenstein＆Co，；Mrs．　A．L　Leopold　Williams，　London；

David　Carrit　Ltd．，　London．

ExHIBITIoN：Sisley，　Galerie　Paul　Rosenberg．　Paris．　November　l904，　no．24；．4　（fred

Sisley，　David　Carrit　Ltd．，　London，　June－July　1981，cat．　no．4．　repr．

BIBLIoGRApHY：F．　Daulte．，41／red　Sisley，　eatalog〃e　raiso〃τ6　de　1’re〃vre　peiM，　Lausanne，

1959，no．91，　repr．

P・1981－4

レンブラント・ハルメンスゾーン・ファン・レイン

レイデン　　1606年　　．アムステルダム　　1669年

REMBRANDT　HARMENSZ．　VAN　RIJN
Leiden　1606－Amsterdam　l669
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P・19811　Dou

i””

P・19814　sislev
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病人たちを癒すキリスト（百グルデン版）　　1649年項
工・・チング、　ドライホイント、エングレーヴ・ング併用　和紙　　28×38．6cm　　第2ステート

G．1981－1

CHRIST　WITH　THE　SICK　AROUND　HIM，　RECEIVING　LITTLE　CHILDREN
（THE’HUNDRED　GUILDER　PRINT’）　　　　c．1649
Etching，　drypoint　and　engraving　on　Japanese　paper　　28×38．6cm　　　Second　state

（Bartsch　74．　Hind　23611，　MUnz　217，　Hollstein　7411）

PRovENANcE：C．G．　Boerner，　DUsseldorf．

G・1981－1

マンテーニャ，アンドレア
イーゾラ・ディ・カルトゥーラ　1431年　　マントヴァ　1506｛ド

MANTEGNA，　Andrea
Isola　di　Cartura　1431－Mantova　1506

海神の闘い（左半図）　　1494年以前

エングレーヴィング　　紙　　　27．6×329Cm

G・1981－2

THE　BATTLE　OF　THE　SEA　GODS（thelefthalf）　　befbre　1494
Engraving　on　paper　27．6×32．9　cm　（Hind　V，　p．15．　no．5）

PRovENANcE：R．M．　Light＆Co．，　Inc．，　Santa　Barbara，　California．

G・1981－2

寄贈作品　34点　　Donated　Works

ドニ，モーリス

グランヴィル（マンシュリ1↓）　1870年一・パリ　1943年

DENIS，　Maurice

Granville（Manche）1870－Paris　1943

花束を飾った食卓　　　1904年

油彩　カルトン　　17．5×37．6cm

昭和56年度　ドミニク・モーリス・ドニ氏より寄贈

P・1981－2
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TABLE　WITH　FLOWERS　　l904
0il　on　cardboard　17．5×37．6cm

PRovENANcE：Dominique　Maurice　Denis．
Donated　by　Mr．　Dominique　Maurice　Denis，1981．

P・1981－2

ドニ，モーリス

グランヴィル（マンシュ県）　1870年．　パリ　1943年

DENIS，　Maurice
Granville（Manche）1870－Paris　1943

池のある屋敷　　　1895年頃

油彩　紙　　34×37．4cm

昭和56年度　ドミニク・モーリス・ドニ氏より寄贈

D・1981－1

RESIDENCE　WITH　A　POND　　c．1895
0il　on　paper　　34×37．4　cm

PRovENANcE：Dominique　Maurice　Denis．

Donated　by　Mr．　Dominique　Maurice　Denis，1981．

D・1981－1

ドニ，モーリス

グランヴィル（マンシュ県）　1870年一一パリ　1943年

DENIS，　Maurice
Granville（Manche）1870－Paris　1943

化粧する娘　　　1895年

リトグラフ　紙　　53×32．5cm（画面）

昭和56年度：　ドミニク・モーリス・ドニ氏より笥：贈

G・1981－3

YOUNG　GIRL　MAKING　HER　TOILET　　　l895
Lithograph　on　paper　　53×32．5　cm（image）　（Cailler　87）

PRovENANcE：Dominique　Maurice　Denis．

Donated　by　Mr．　Dominique　Maurice　Denis，1981．

G・1981－3
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P・19812　Denis

D・19811　Denis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・19813　Denis

23



ドラクロワ，ウジェーヌ

シャラントン＝サン＝モーリス　1798年一パリ　1863年

DELACROIX，　Eugene
Charenton－Saint－Maurice　1798－Paris　1863

ゲーテ『ファウスト』による連作　　　1828年（初版）

17点連作およびゲーテの肖像　　発行Ch．モット（パリ）

昭和56年度　国立西洋美術館協力会寄贈

G・1981－4～21

GOETHE’FAUST’　　　1828（first　edition）

Series　of　171ithographs　and　a　portrait　of　Goethe　published　by　Ch．　Motte，　Paris．

PRovENANcE：Frederick　Mulder，　London．
Donated　by　the　Ky6ryoku－kai－society　of　the　National　Museum　of　Western　Art，1981．

G・1981－4～21

ゲーテの肖像　　　1828年

リトグラフ紙15．1×15．4cm（画面）

PORTRAIT　OF　GOETHE　　　　l828
Lithograph　on　paper　　15．1×15．4　cm（image）（Delteil　57）

G・198レ4

1．空を飛ぶメフィストーフェレス

　　リトグラフ　紙　　27×23cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　IN　THE　SKY
　　Lithograph　on　paper　　27×23　cm（image）　（Delteil　58）

　　G・1981－5

2，書斎のファウスト

　　リトグラフ　紙　　25×17cm（画面）

　　FAUST　IN　HIS　STUDY
　　Lithograph　on　paper　　25×17cm（lmage）　（Delteil　59）

　　G・1981－6
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3．　ファウストとヴァーグナー

　　Tjトグラフ　紙　　19．6×26．3cm（画面）

　　FAUST　AND　WAGNER
　　Lithograph　on　paper　　l9．6×26．3　cm（image）　（Delteil　60）

　　G・1981－7

4．ファウス1，ヴァーグナーとむく犬

　　リトグラフ　紙　　23×21cm（画面）

　　FAUST，　WAGNER　AND　BARBET
　　Lithograph　on　paper　　23×21　cm（image）　（Delteil　61）

　　G・1981－8

5．ファウストの前に現われたメフィストーフェレス

　　リトグラフ　紙　　26×21cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　APPEARED　TO　FAUST
　　Lithograph　on　paper　　26×21　cm（image）　（Delteil　62）

　　G・1981－9

6，学生に応対するメフィストーフェレス

　　リトグラフ　紙　　26×22cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　RECEIVING　A　STUDENT
　　Lithograph　on　paper　　26×22　cm（image）　（Delteil　63）

　　G・1981－10

7．学生酒場のメフィストーフェレス

　　リトグラフ　紙　　27×22cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　IN　THE　TAVERN　OF　STUDENTS
　　Lithograph　on　paper　　27×22　cm（image）　（Delteil　64）

　　G・1981－11

8，マルカレーテを誘惑しようとするファウスト

　　リトグラフ　紙　　26．2×20．8cm（画面）

FAUST　TRYING　TO　SEDUCE　MARGARETE
Lithograph　on　paper　　26．2×20．8　cm（image）（Delteil　65）

G・1981－12
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9．マルテの前で挨拶するメフィストーフェレス

　　リトグラフ　紙　　24×20cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　GREETING　MARTHE
　　Lithograph　on　paper　　24×20　cm（image）　（Deltei166）

　　G・1981－13

10．マルガレーテと紡車
　　　リトグラフ　紙　　22．3×18cm（画面）

　　MARGARETE　BY　SPINNING　WHEEL
　　Lithograph　on　paper　　22．3×18cm（image）　（Deltei167）

　　G・1981－14

11，ファウストとヴァレンティンの決闘

　　リトグラフ　紙　　23．1×28cm（画面）

　　DUEL　OF　FAUST　AND　VALENTIN
　　Lithograph　on　paper　　23．1×28　cm（image）　（Delteil　68）

　　G・1981－15

12．決闘の後で逃走するメフィストーフェレスとファウスト

　　　リトグラフ　紙　　26×21cm（画面）

　　MEPHISTOPHELES　AND　FAUST　FLEETING　AFTER　THE　DUEL
　　Lithograph　on　paper　　26×21　cm（image）　（Delteil　69）

　　G・1981－16

13，教会のマルガレーテ
　　リトグラフ　紙　　26．5×22cm（画面）

　　MARGARETE　IN　THE　CHURCH
　　Lithograph　on　paper　　26．5×22　cm（image）　（Delteil　70）

　　G・1981－17

14．ハルツ山中のファウストとメフィストーフェレス

　　　リトグラフ　紙　　24×20．5cm（画面）

　　FAUST　AND　MEPHISTOPHELES　IN　THE　MOUNTAINS　OF　HARTZ
　　Lithograph　on　paper　　24×20．5cm（image）　（Deltei171）

　　G・1981－18
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15，ファウストの前に現われたマルガレーテの亡霊

　　　リトグラフ　紙　　26×35cm（画面）

　　SHADOW　OF　MARGARETE　APPEARING　TO　FAUST
　　Lithograph　on　paper　　26×35　cm（image）　（Delteil　72）

　　G・1981－19

16，安息日の夜，馬を駆るファウストとメフィストーフェレス

　　　リトグラフ　紙　　20．5×28cm（画面）

　　　FAUST　AND　MEPHISTOPHELES　GALLOPING　IN　THE　NIGHT　OF

　　SABBATH
　　Lithograph　on　paper　　20．5×28　cm（image）　（Delteil　73）

　　G・1981－20

17，マルガレーテの獄室のファウスト

　　　リトグラフ　紙　　25×21．5cm（画面）

　　　FAUST　IN　MARGARETE’S　JAIL
　　Lithograph　on　paper　　25×21．5cm（image）　（Deltei174）

　　G・1981－21

ドラクロワ，ウジェーヌ

シャラントン＝サン＝モーリス　1798年　　バリ　1863年

DELACROIX，　Eugene
Charenton－Saint－Maurice　l798－Paris　l863

シェイクスピア『ハムレット』による連作　　　1843年（初版）

13点連作　　発行ヴィラン（パリ）

昭和56年度　国立西洋美術館協力会寄贈

G・1981－22～34

SHAKESPEARE’HAMLET’　　　1843（first　edition）
Series　of　131ithographs　published　by　Villain，　Paris．

PRovENANcE：Frederick　Mulder，　London．

Donated　by　the　Ky6ryoku－kai－society　of　the　National　Museum　of　Western　Art，1981．

G・1981－22～34
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1，ハムレットを慰めようとする王妃　　　1834年

　　リトグラフ　紙　　25．3×19．9　cm（画面）　右ドに署名年記

　　QUEEN　TRYING　TO　CONSOLE　HAMLET　　　1834
　　Lithograph　on　paper　　25．3×19．9　cm（image）　Signed　and　dated：Eug．　Delacroix．／1834

　　（Delteil　103）

　　G・1981－22

2．父の亡霊を追おうとするハムレット　　　1835年

　　リトグラフ　紙　　26×20．5cm（画面）　左ドに署名年記

　　HAMLET　FOLLOWING　THE　SHADOW　OF　HIS　FATHER　　l835
　　Lithograph　on　paper　　26×20．5　cm（image）　Signed　and　dated：Ettg．　Delacroix．1835．

　　（Delteil　104）

　　G・1981－23

3，テラスの亡霊　　　1843年
　　リトグラフ　紙　　25．8×19．3cm（画面）　　右ドに署名年記

　　PHANTOM　ON　THE　TERRACE　　　1843
　　Lithograph　on　paper　　25．8×19．3　cm（image）　Signed　and　dated：、Eug．1）elacroix／1843．

　　（Delteil　105）

　　G・1981－24

4，ポローニアスとハムレット

　　リトグラフ　紙　　24．8×18．2cm（画面）

　　POLONIUS　AND　HAMLET
　　Lithograph　on　paper　　24．8×18．2　cm（image）（Delteil　lO6）

　　G・1981－25

5．ハムレットとギルデンスターン
　　リトグラフ　紙　　25．2×20．6cm（画面）

　　HAMLET　AND　GUILDENSTERN
　　Lithograph　on　paper　　25．2×20．6　cm（image）（Delteil　lO8）

　　G・1981－26

6，役者たちに父の毒殺場面を演じさせるハムレット　　　1835年

　　リトグラフ　紙　　24．6×32．3cm（画面）　右一ドに署名年記

　　HAMLET　MAKES　COMEDIANS　PLAY　THE　SCENE　OF　HIS　FATHER’S
　　POISONING　　　1835
　　Lithograph　on　paper　　24．6×32．3cm（image）　Signed　and　dated：Eug．　Delaero　i．v　1835．

　　（Delteil　109）

　　G・1981－27
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7．王を殺そうとするハムレット　　1843年
　　リトグラフ　紙　　26．3×18．1cm（画面）　　左ドに署名年記

　　HAMLET　TRYING　TO　KILL　KING　　　l843
　　Lithograph　on　paper　　26．3×18．1　cm（image）　Signed　and　dated：Eug．1）elacroix．1843．

　　（Delteil　110）

　　G・1981－28

8，ポローニアスの死

　　リトグラフ紙24．1×19．2cm（画面）

　　DEATH　OF　POLONIUS
　　Lithograph　on　paper　　24．1×19．2　cm（image）（Delteil　l　l　l）

　　G・1981－29

9．ハムレットと王妃　　　1834年

　　リトグラフ　紙　　26×18cm（画面）　　右上に署名年記

　　HAMLET　AND　QUEEN　　　1834
　　Lithograph　on　paper　　26×18cm（image）　Signed　and　dated：Eu8．1）e～acroix／1834

　　（Delteil　112）

　　G・1981－30

10・ハムレットとポローニアスの骸　　　1835年

　　　リトグラフ　紙　　25．5　×・17．7cm（画面）　　右ドに署名年記

　　HAMLET　AND　CORPSE　OF　POLONIUS　　　1835
　　Lithograph　on　paper　　25．5×17．7cm（image）　Signed　and　dated：Eug．1）eiacroi．r／1835．

　　（Delteil　113）

　　G・1981－31

11・オフィーリアの死　　　1843年

　　　リトグラフ　紙　　18．1×25．5cm（画面）　左ドに署名年記

　　DEATH　OF　OPHELIA　　　　1843
　　Lithograph　on　paper　l8．1×25．5　cm（image）　Signed　and　dated：E．D．1843　（Delteil　l　15）

　　G・1981－32

12・墓掘り人夫たちの前のハムレットとホレイショー　　　1843年

　　　リトグラフ　紙　　28．3×21．4cm（画面）　左下に署名年記

　　HAMLET　AND　HORATIO　BEFORE　GRAVEDIGGERS　　　1843
　　Lithograph　on　paper　　28．3×21．4　cm（image）　Signed　and　dated：Eug．1）elaeroix／1843．

　　（Delteil　ll6）

　　G・1981－33
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13，ハムレットの死　　　1843年
　　　リトグラフ　紙　　28．9×20．3cm（画面）　　右ドに．署名年記

　　　DEATH　OF　HAMLET　　　1843
　　　Lithograph　on　paper　　28．9×20．3cm（image）　Signed　and　dated：Eug　Delacroix．／1843．

　　　（Deltei1118）

　　　G・1981－34

所蔵作品番号の変更　Change　of　lnventorY　Number

　次の2点の作品は，著しく汚損していたため従来参考作品（REF・No・）として分類されてい

たが，修復の結果，昭和56年12月1日より絵画作品（P．No．）に組入れることとした。

Our　recent　restoration　led　to　change　the　classification　of　the　following　two　works　from

REF．（Reference）to　P，（Painting）．

アルピニー，アンリ＝ジョゼフ

ヴァランシエンヌ　1819年一一サン＝プリヴェ（ヨンヌ県）　1916年

HARPIGNIES，　Henri－Joseph
Valenciennes　18ig　　　Saint－Prive（Yonne）　1916

風景　　　1865年（？）

油彩　カンヴァス　　24×33．3cm　　／llドに己1込みと署名年記

LANDSCAPE　　　　1865（？）
Oil　on　canvas　　24×33．3　cm　　Signed　and　dated　with　dedication：∂．4履々Lemoyne，　Hy

Harpign　ies，65（？）

REF・1959－7→P・1959－195

モローギュスターヴ
パリ　1826年　　　同　1898年

MOREAU，　Gustave
Paris　l826　　　id．　1898

牢獄のサロメ（旧題名：牢屋）　　　1873－76年頃

油彩　カンヴァス　　40×32cm　　右下に署名

SALOME　INTHE　PR｜SON（formertitle：THE　PRISON）　　　c．1873－76
0il　on　canvas　40×32　cm　Signed：（7ustave　Moreatt

REF・1959－8→P・1959－196
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G・198134

P・1959．195　Harpignies　　　　　　　　　　　　　P・1959196　Moreau
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ギュスターヴ・モロー牢獄のサロメ



参亥図1　　修復前のば態

参方図2　　署名

参苦図4　　カンウァス薯署名

ダを二3　　カンウァス裏面〔裏打ち前）



国立西洋美術館所蔵ギュスターヴ・モロー作　牢獄のサロメ　について

高橋明也

Observations　sur　la　Sa／o’η6∂1aノ）riso〃de　Gustave　Moreau．

Akiva　TAKAHAsHI

　ギュスターヴ・モロー作くく牢屋〃の名で，以前よりい位西洋美術館所蔵松方コレク

シ・ンにあった本作品は，保存状態不良のため，1959年のフランス政府による同コレ

クシ・ンの寄贈返還当初以来参考資料として分類され（REF・1959－8），これまで公

開されたことはなかった〔参考図1〕一しかしながら，咋年度（1980年度）に至って，

当館1三任研究官長Zミ川一三郎および当館研修員クラウス・ハイスラーの両名によって修

復が行なわれ（註1），その結果，改めてギュスターヴ・モロー作《牢獄のサロメ5，と

して，1981年12月lH付けで絵画の部に分類変更をされた（P・1959－196）。以ド，

本作品に関して，紹介を兼ねて若rの考察を行ないたい。

　本作品は，40×32cmのカンヴァスに描かれた油彩画である。モローの生前，その

アトリエを離れて，少数の愛好家の1に渡った作品は，油彩画だけで百数十点を数え

るが（註2），そのほとんどは比較的小型であり，従って，この《牢獄のサロメ》も，

愛好家に所蔵された完成作品としては標準的な大きさをそなえていると言えよう。1両

面右ド隅には，おそらく画家の自筆と判断されるモロー特有の端正な書体で書かれた

署名がある（註3）〔参考図2〕。また，裏打ち以前のカンヴァス裏面にも，同様の書

体でi彗かれた署名があった〔参考図3，4〕。

　－1三題の点からみれば，本作品は，いわゆる「洗礼者ヨハネの受難」を表わす一連の

1－1題中の一・つである「洗礼者ヨハネの斬首」（マタイ伝第14章第10節およびマルコ伝

第6章第27節）を1両面の左奥に描き，中央には，柱の蔭で，ヨハネの首を入れる籠を

足ドに置いて，もの思いに耽りつつ聖者の斬首を待つサロメの姿を大きく扱っている。

「洗礼者ヨハネの首をサロメに渡す刑吏」、「洗礼者ヨハネの首を盆にのせて運ぶサロ

メ」といった1題は，19iH：紀のこの頃にも画題として比較的採りあげられることが多

かったが，この場面はそれらの直前の情景を扱っていることになる。このような，洗

礼者ヨハネの斬首の場面にサロメの姿を添える構想としてよく知られた作品に，1869
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年に制作され1870年のサロンに出品された、ヒュヴィス・ド・シャヴァンヌの作品《洗

礼者ヨハネの斬首》（バーミンガム、バーバー・インスティテユート，参考図5）があ

る。本作品《牢獄のサロメ》をこのシャヴァンヌの作品と比較すれば，ほぼ同様の構

想をみせながらも，構図および内容において大きく異っていることがわかる。まず一

見して看てとれるように，モローの作品においては，すでにサロメが画面の中心を占

めていて，斬首されようとする聖者の姿は後方に退き，小さくシルエットの如く表わ

されている。モローの作品にはしばしば登場する，伏し眼がちのほっそりとした横顔

と華著な容姿をもつ端麗な女性として描かれたサロメは，豪華な衣裳を身に纏い，花

を片手に，僅かののちには聖者の首が置かれることとなる籠を見つめている。アング

ルが描いたストラトニケの姿にも似る，憂いを含んだこのサロメの様子から連想され

るのは，すでに，かつてモローと親交のあったアリー・ルナンが指摘した，ヨハネに

恋するサロメの物語である（註4）。ハインリッヒ・ハイネの長篇詩『アッタ・トロ

ル』の中で語られるこの物語は，実際にモローが所有していたフランス語版のハイネ

詩集『詩と伝説』の1874年版に収録されていたことが，ラグナー・フォン・ホルテン

によって確かめられている（註5）。つまり本作品は，世紀末の芸術家たちに好んで

採りあげられ，さまざまな解釈を生んだこの深層心理学的テーマの造形美術における

比較的はやい一例と考えられる（註6）。

　ところで，モローはいわゆる「サロメ」連作を1870年頃から子掛け始めたとされて

いる。そしてその中でも，1876年サロンおよび1878年の万国博覧会に出品された《ヘ

ロデ王の前で踊るサロメ》（ロサンゼルス，ハマーコレクシ・ン，参考図6）と《出現》

（ルーヴル美術館）の2作は名高く，ことに前者は，「モローの作品系列の中で，決定

的なスタイルの変更を行なった」作品として重要視されている（註7）。周知のよう

にモローはこれらの作品を描くために数多くの習作，準備作を描き，完成したのちも，

油彩や水彩を用いてレプリカを制作すると同時に，新たな構想で描きもした（註8）。

しかしながら，西洋美術館所蔵の作品は，これらさまざまな「サロメ」と比較しても，

かなり特色のある作品であり，そこからこの作品の制作年代もある程度導き出すこと

が可能である。

　それは，一つには，既に述べたように，「ヨハネの斬首」の場面にもの思いに沈む

サロメの姿を配した，1三題およびコンポジシ・ンのもつ特殊性である。モローは

「洗礼者ヨハネの斬首」と題した油彩作品を他に2点（1970年頃，ギュスターヴ・モロ

ー美術館no．581。および制作年不詳，ギュスターヴ・モロー美術館no．789－一

参考図7　の2作品）しか残していない。「サロメ」連作の中では，「斬首」の主題

はむしろ特殊主題とも考えられるわけである。そして，1876年以後繰り返し描かれる
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参宕区5　　t1ウ・ス・卜・シー一ウrンヌ

　　　　　　先礼者ヨハネの受首

参考図6　　へロテ王の前て預るサロメ

参舌：8　　言点二≡ニメ

　　　　　　　　　　参考図g　　聚マルクリ㌧、ト

参考図7　　洗礼者ヨハネの漸首
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「サロメ」の主題には，斬首の場面は決して採りあげられず，ヨハネの切り落とされ

た首と艶然としたサロメの姿の対比が強調され，モローの主題解釈がより複雑なもの

になったことが看取される。一方，本作品においては，ヨハネとサロメの関係は非常

に説明的，物語的に表わされている。それ故，未だ十分に成熟した表現を与えられて

いない，連作の中では比較的初期の構想に属するものではないかという推測が成り立

つ（この仮定は，モロー美術館所蔵no。581の《洗礼者ヨハネの斬首》が1870年頃の

制作であることによっても補完されよう）。二つめには，画面に描きこまれた建築や

装飾など，「斬首」の主題が要求する道具立てに依るところが大きい。つまり，この

画面ではヘロデ王の城マケラス城内の牢獄は，きわめて陰響な，中世的雰囲気をもっ

た地下牢のように描き出されている。《踊るサロメ》の，インド，ベルシャ，モール、

ローマなど，さまざまな様式の混在したきらびやかな建築物や，黒豹，エフェソスの

神像をはじめとする，隠喩に満ちたオリエント風の道具立ては全くみられず，また，

《庭園のサロメ》（1878年，パリ個人蔵，参考図8）の清澄なルネッサンス風の設定も

ない。洗礼者ヨハネをつなぎ留めていたであろう鎖，血の滲んだ太い円柱，右手に見

える絞首台などは，牢獄の中世風な陰惨さを更に強調している。サロメ自身もまた，

東方風の高髭を結うことも薄物を纏うこともせずに，後期ゴティック期の王冠を偲ば

せる百合の花の装飾をつけた冠をかぶった，きわめて西欧的な姿をみせている点，他

の「サロメ」にはみられぬ特徴である。一一方，主題は異なるものの，この作品にきわ

めて類似した一作が存在するのは興味深い。それは，1873年にモローが，友人の画家

ウジェーヌ・フロマンタンの娘マルグリットのために描いたことが，裏面に書かれた

献辞から明らかな作品《聖女マルグリット》（註9）（ラ・ロシェル個人蔵，参考図9）

である。地下牢の闇の中に，悪、魔を寄せつけずに立つアンティオキアの聖女の姿を描

いたこの作品は，《牢獄のサロメ》とは全く異なった主題を扱っているものの，寒々と

した中世風の建物の太い円柱，そこにとりつけられた鉄の鎖，柱の右手に置かれた絞

首台などは，ほぼ同様の形状を示している。同一主題，あるいは同一の設定を，長い

年月にわたって何度も繰り返して描いたモローではあるが，これ程似た中fH風の設定

を用いた例は，完成作品をみる限りでは他に例がない。

　以上のような点から，《牢獄のサロメ》は，「サロメ」連作の中でも比較的初期の，

1873年前後の制作であろうとの推測が成り立つ。マチューはこの作品の推定制作年代

を，1873－76年に設定しているが，決定的な反証がない限り，現時点ではこれはおそ

らく妥当な年代と思われる。すなわち，上限は《聖女マルグリット》の制作年1873年

に，下限は《踊るサロメ》が完成し，その成功によって，以後オリエント風のサロメ

を主体としたさまざまなヴァリアントが制作されていく1876年に置かれるわけである
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（註10）。

　次に本作品の来歴について多少触れてみたい。ヒエーノレ＝ルイ・マチューの手にな

る「全完成作品解説カタ・グ・中，第164番には，本作1111がくく・・’i・：獄のサ・メ》の名で

掲載されているが，来歴は・1912年3月5日のオテル・ドルオーでの競売の時点で終

っており，以後，所在不明とみなされている模様である（註ll）。それまでの所有者

として3人の名があがっており，それら，プラム（1885年時点で本作品を所持してい

た），ベルヌ・ベルクーノら　エスノー＝ペノレトリーなどの人々は，他にも多くのモロ

ー作品を所蔵していたことが知られていて，それぞれ，非常に少数の，ギュスターヴ

’ モローの熱烈な愛好家のひとりであったと推察される（註12）。

　ところで・国立西洋美術館には絵画および素描として他に2点のギュスタ＿ヴ．モ

ローの作品が所蔵されている（註13）。それらの作品《ビエタ》（P・1959－161），《聖

チェチリア》（D・1959－43）は，どちらも松方幸次郎がヨーロッパ滞在時に買い求め

たものである。松方の数度にわたるヨーロッパ滞在のうち，美術品のコレクション形

成に直接関りがあるのは，1916年（大IE　5年），192123年（大IEIO－12年）の2回

であるとされ，従ってこの作品もまた、この2回のうちどちらかの機会に購入された

と思われる（註14）。　一方，ギュスターヴ・モローは当時の口本においては，ほとんど

未知の作家であった。松方コレクション中の他の作家たちは，ロダン，モネ，ゴーガ

ン，ヒュヴィス・ド・シャヴァンヌなどは当然のことながら，現在では顧みられる

ことも少ない，アマン・ジャン，コッテ，メナールらにしても，当時の美術界におけ

る紹介の量はモローに較べて圧倒的に多かったといえる（註15）。その点では，日本

の美術愛好層の平均的趣味を反映したといわれる松方コレクションではあるが，ギュ

スターヴ・モローに関してはそれは必ずしも当たらない。このようなモローの作品を

松方が3点（ないしは4点）購人した理由については，推定の域を出ないが，2人の

人物が重要な役割を果した可能性が考えられる。一つは松方が親交をもち，その美術

購人の顧問役となっていたリュクサンブール美術館長　レオンス・ベネディット（18

59．1925），次には，当時パリに留学していた仏文学者の成瀬IE－（1891　1937）で

ある。前者には，1899年に発表された長文のモロー論「二人の理想主義者，ギュスタ

ー ヴ’モローとバーン・ジ・一ンズ」があり（註16），モローの熱烈な愛好家であっ

たといわれる後者は，松方の親戚筋にあたり，松方の美術品購入の際も，かなりの影

響力を一与えられるff：場にいた（註17）。ベネディットは，良く知られているように，

すでに松方の1916年のパリ滞在時より，松方の美術品購入に関して相談役となってい

たため，その勧めによるとすれば，《牢獄のサロメ》の推定購入年代はその頃にまで
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さかのぼり得る。また，成瀬に負うとすれば，2人が共にパリに居た1921年の春から

1923年の春までの期間に購入されたと想像される。ともあれ，この推定に確証はなく，

1912年のドルオーにおける競売後，松方の手にどのようにして渡ったかは不明である・

今後，ベネディットをはじめとする松方の・交友関係が明らかにされるに従い，次第に

それも判明することであろうと考える。
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R6sum6

　　　　Le　Mus6e　National　d’Art　Occidental　possede　depuis　l959，30euvres　de

Gustave　Moreau（et　une　peinture　aitribu6e　a　rartiste）dont　une　n’est　jamais

expos6e　au　public　a　cause　de　son　mauvais　6tat．　La　r6cente　restauration　de　cette

oeurve　totalement　oubli6e，1a∫α10mε∂1αρ〃∫o〃（huile　sur　toile，　40×32　cm）nous　a

donn6　roccasion　d’examiner　la　toile．

　　　On　ne　peut　pas　toujours　observer　le　theme　de　la∂4co〃o〃o〃de　Sai’7t　Jean－

Bap〃ste　dans　la　s6rie　des　Saloノη6，　commenc6e　a　partir　de　l　870　environ，　et　reprise

maintes　fois　par　rartiste．　L’amour　de　Salom6　pour　Saint　Jean－Baptiste　6tait

fr6quemment　trait6　a　1’6poque，　mais　ici　Moreau　a　choisi　de　donner　une　vision　de

ce　secret　par　rattitude　m61ancolique　de　Salom6．　L’expression　de　cette　peinture　est

non　seulement　beaucoup　plus　narrative　que　ses　autres　Sa／o’776，　mais　rid6e　qui　la

sous－tend　est　totalement　diff（…rente　des　autres∂εω〃o〃o〃∫ζ1ρ∫ai’lt／ean－Baptiste

comme　par　exemple　celle　de　Puvis　de　Chavannes．

　　　　D’autre　part，　les　motifs　moyenageux　de　rarchitecture　ainsi　que　la　couronne

de　Salom6　sont　uniques　dans　la　serie．　La　seule（£uvre　qui　corresponde　a　la　Sa／o〃r6

d／aPrison　serait　une　Sainteル1arguerite　peinte　en　l873　pour　la　fille　de　son　ami

Eugene　Fromentin．
　　　　Aux　vues　de　ces　consid6rations，　nous　pensons　comme　P．－L．Mathieu　qui　ra

d”ailleurs　6crit　dans　son　Catalogue　raiso〃〃6　de／’〔e〃vrρa（ゾ7ρvε（Fribourg，1976，

p．317，no．164）que　la　date　de　rex6cution　de　cette　toile　daterait　de　1873－1876．

　　　　Sa　provenance　pose　aussi　des　problemes．　Elle　disparait　apres　la　vente

d’Esnault－Pelterie　a　H△tel　Drouot　en　1912，　puis　entre　dans　la　collection　Matsu－

kata　vers　lgl6－1923，　penseralt－t－on．

　　　　En　outre，　tandis　que　les　noms　des　artistes　de　la　collection　Matsukata　de

notre　Mus6e　National　d「Art　Occidental，　dont　certains　sont　maintenant　oubli6s，

Rodin，　Monet，　Gauguin，　Puvis　de　Chavannes，　Aman－Jean，　Cottet，　M6nard，　etcっ

6taient　d（5a　assez　connus　au　Japon　des　le　d《…but　de　ce　siecle，　on　ne　parlait　presque

jamais　de　Gustave　Moreau　a　r6poque　oU　Matsukata　commenga　sa　collectien．

　　　　Consid6rant　le　goOt　du　Baron　Matsukata，　cet　achat　s’expliqerait　par　la

pr6sence　de　deux　personnes　qui　lui　recommenderent　de　Pacqu6rir：L60nce

B6n6dite　et　Sh6ichi　Narus6．　Le　premier，　directeur　du　Mus6e　du　Luxembourg，

6galement　conse川er　de　Matsukata，　avait　d（｝ja　fait　paraitre　un　long　article　sur

Moreau　en　l899，　tandis　que　le　dernier，　run　de　ses　parents，　qui　faisait　alors　ses

6tudes　sur　la　litt6rature　frangaise　a　Paris，6tait　enthousiasm6　par　Moreau．
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　　■

Uber　die　Erhaltungs－und　Dokumentationsgeschichte　der

Historienbilder　im　Mittelschiff　von　der　St．　Georgskirche

in　Reichenau－Oberzell　im　l9．　und　20．　Jahrhundert：die

Aufdeckung，　Restaurierung　und　Untersuchung　der　ot－

tonischen　Wandmalereien＊

Koichi　KOSHI

〃ρr〃？P”of．∫ρ〃o～lfayekawa

aus　Anlay61　se’〃er　A〃7tstibe〃7ahme

als（7e〃era／direktors　des〃α〃o－

〃α／〃肌∫α〃ns　，f’iir　Wes〃iche　Kunst，

Tokio，∫〃Da〃kbarkeit　geM－’idn7et

　　　　Die　l　879．／80　entdeckten　Historienbilder　der　St．　Georgskirche　zu　Reichenau－

Oberzell　stellen　im　heutigen　Zustand　das　Ergebnis　einer　rund　tausendj員hrigξn

Geschichte　nach　mehreren　UbertUnchnungen，　Fre目egungen，　Ubermalungen　und

der　Abnahme　letztererdar．　Der　Originalbestand　der　ottonischen　Malerei　ist　also　in

beschranktem　Masse，　selbstverstandlich　mehr　oder　weniger　nur　noch　in　Reste11、

vorhanden．　Wir　haben　in　den　frUheren　Reichenau－Studien（Teil　I一川，　VI　und

VII）mit　der　ausfUhrlichen　Beschreibung　des　Erhaltungszustandes　der　fUnfvon　den

acht　Historienbildern　versucht，　konkret　aufzuzeigen，　welche　Stellen　in　den　groBen

Bildfeldern　uns　noch　den　Originalzustand，　wenigstens　den　Zustand　im　Zeitpunkt

der　Freilegung，　d．　h．　den　vor　der　Restaurierung　der　Jahre　1921／22　Uberliefern　und

welche　Stellen　in　spaterer　Zeit　retuschiert　und　restauriert　wurden．　Die　vorliegende

Studie　soll　hingegen　alle　Unterlagen　zur　Erhaltungs－und　Dokumentatlonsge－

schichte　bezUglich　der　Oberzeller　Historienbilder　im　19．　und　20．　Jahrhundert

gesammelt　bringen，　um　einmal　festzustellen，　welche　fUr　Behandlungen　an　den

Bild廿achen　der　Wunderszenen　vor　allem　seit　ihrer　Entdeckung　getroffen　wur－

den．　Wir　mUssen　zwar　dabei　in　erster　Linie　K．　Martin　fUr　die　Zusammenstel－

lung　der　wichtigen　Unterlagen　zur　Entdeckung　und　Restaurierung　der　Wand－

gemalde（Literatur，　Kopien　der　Wandbilder　und　Photographien）danken，1‘aber

wir　wollen　hier　sowohl　eine　komplettere　Sammlung　des　diesbezUghchen　Materials

als　auch　eine　Beschreibung　der　Erhaltungs－und　Dokumentationsgeschichte　der

HistorienbHder　von　der　Zeit　vor　und　nach　der　Freilegung　bis　heute　zu　bringen

anstreben．
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1．　Die　UbertUnchung
　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　Die　Erhaltung　der　ottonischen　Wandbilder　im　Mittelschiff　der　St．　Georgs－

kirche　zu　Oberzell－Reichenau‘‘｝，or　der　Wuth　der　dirgsten　vo〃a〃en，　der　geb〃deten

Barbaren”ist，　wie　der　Maler　und　Kunstschriftsteller　F．　Pecht，　der　als　erster　Uber

die　freigelegten　Wandbilder　in　der　Allgemeinen　Zeitung（Nr，268）des　Jahres

1880berichtete，2）schreibt，“de〃1τ〃〃（ゾler，‘ノer［sie］i〃ihrem／4㍑〆ンrαg∫〃？ノahrh〃ndert

der／｛砺1δr〃〃g　c！iese　Zeuge’？ei〃stiger．frecher・Budgeti～ber、∫（ノ？reitbl〃g　ei〃es　Tages

dick　tibern，ei6te，”zu　verdanken．

　　　　Wie　lange　die　Oberzeller　Wandmalereien　in　der　tausendjahrigen　Erhaltungs－

geschichte　sichtbar　waren，　wie　oft　sle　UbertUncht　und　Ubermalt　worden　sind，

k6nnen　wir　heute　auch　bei　genauer　Untersuchtung　nur　annahernd　erfahren．　Wie

boreits　hingewiesen　wurde，　ist　eine　gotische　Ubermalung3）sicher，　auf　die　wir　hier

nicht　eingehen：eine　Tatsache，　die　beweist，　daB　die　Wandmalereien　im　Zejtalter

der　Gotik　weitgehend　sichtbar　waren．

　　　　Ob　die　alten　Wandmalereien　wie　im　Schifr　der　Basilika，　so　auch　in　der　Ober－

kapelle　der　Vorhalle　noch，　oder　wieder　offenstanden，　als　im　Jahre　l　708　die　ganze

Innenfiache　der　Westapsis　von　einem　Maler　Karl　Mohr　mit　einer　groBen　pathe－

tischen　Dユrstellung　des　Weltgerichts　ausgemalt　wurde，4）ist　nicht　ganz　klar．　Aber

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　die　Wandmalereien　waren　vermutlich　bis　dahin　sichtbar　gewesen．　Eine　Uber－

malung　im　18．　Jahrhundert　bei　weitgehendem　BelaB　der　Malereien　an　den　Hoch．

schiffwande　stellt　eine　Frage　dar，　die　heute　noch　nicht　geklart　werden　kann．5b

　　　　We　F．　Pecht6），　dem　J．　und　K．　Hecht　gefolgt　haben，7‘vermutet，　dUrften　die

Hochschiffwande　dann　am　Ende　des　18．　Jahrhunderts‘‘va’ahrs‘・hei〃〃c／1，　wρ〃die

・e4alereie〃，　die　sie　ga’7z加4α’kte〃，　vie1　ge／／τ～ρノ1／la〃e’7，　de”da〃ials　a1／ge〃lei〃gras－

sierenden　Tti〃chwut　zu／n　Ozafζr　gefa〃c’n　sein．”8ト

　　　　Eine　mehrfache　UbertUnchung　der　Malereien　im　l9．　Jahrhundert　ist　hingegen

aus　der　Literatur　nachweisbar．　Um　die　Mitte　des　l9．　Jahrhunderts，　wahrscheinlich

damals，　als　an　der　AuBenseite　der　Westapsis　das　Weltgerichtsbild　vom　Kon－

stanzer　Glasmaler　F．　Stanz　lm　Jahre　1846　unter　der．TUnche　entdeckt　wurde，9：

waren　die　durch　Alter　und　Feuchtigkeit　beschadigten　Historienbilder　unter　der

alten　TUnche　partiell　sichtbar　geworden，　wie　ein　unbekannter　Sachkenner　in　der
‘も

Beilage　zur　Augsburger　Postzeitung’”　im　Jahre　l　857　meldet．　Der　anonyme　Autor，

der　einen　Aufsatz　Uber‘‘Drei　uralte　Basiliken　auf　der　Insel　Reichenau　im　Boden－

seピin　den　Nummern　272－276　der　Postzeitung　ver6ffentlichte，　schreibt　in　der

Nummer　275　vom　5．　Dezember　l　857（S．1099－llOO），　wo　man　die　erste　Erwahung

der　Oberzeller　Wandbilder　in　der　kunstgeschichtlichen　Literatur　findet，　folgender－

maBen：ΨVor　we〃igen　Jahren〃OC／i　war　die　Stt7irskirche　i〃sehr　1，erna‘・〃a’∬igten7

Zusta〃d，ノetzt　ist　sie　1〃ne〃〃〃4／1ψεηuピ戊tibertti〃ch　t，．．frei〃ch　zur　argen　Beleidigung

des　Auges　u〃d　gr・v（3er　Beeintrdichtigung　ihres　A／ters　und・ihrer　Ehrwtirdigkeit．　Bei

dieser　Gelege〃heit　va，〃rde〃auch　die〃M49εノ77tilde，　M・elche．．〆heili‘・h　dur（・h　Feu〃9keit
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und　A〃e’・verdorben，α〃o〃en　Wdi〃den　herT’orschattten，17eLt　tibertiincht，　eil7・（・s

der／tingeren　t〃πd　be∬er　e〃la〃c・11・（・ll　Ge／7・idlde　aber　ganz（・lltノ）til／t．　Dieses　Ge〃W∂ρ

schmtickte　den　ganzen　oberen　7ソ7eil　der　gro6en　M’es〃i（・hen　Absis，・・…　Die

t〃ltere〃δ伽∂er肋5∫5151〃o（ゾl　t〃7enthti〃t．”le‘

　　　　Das　Mittelschifr　wurde　also　damals　neuerlich　UbertUncht，ill　auch　diesmal

wiederum　glUcklicherweise　nur　mit　einer　einfachen　weiBen　Kalkfarbe　Uberzcgcn．

zum　Unterschied　von　dem　Chor．　der　leider　mit　einer　dicken　braunen　Leimfarbe

　－一一eine　Farbe，　die　nichtentfernt　werden　kann，　ohne　gleichzeitig　die　darunter

befindliche　Malschicht　zu　zerst6ren　－－Uberstrichen　wurde．12，　Heute　ist　im　Stadt－

archiv　von　Konstanz　eine　aller　Wahrscheinlichkeit　nach　von　dem　Konstanzer

Hofphotographen　German　Wolf　hergestellte　Trockenplatte　von　ca．25×12cml3．

aufbewahrt，　wo　interessanterweise　die　Innenansicht　gegen　Osten　mit　den　weiB

UbertUnchten　Wanden　aufgenommen　worden　ist（Abb．1）．　Diese　sicher　tiltesie

photographische　Aufnahme　der　SL　Georgskirchezeigt　den　Zustand　des　Kirchenin－

neren　vor　d3r　Freilegung　der　Wandmalereien　in　den　Jahren　l880／82，　und　zwar

den　nach　der　Entfernung　des　Lettners．　was　zumindest　nicht　vor　1816geschah．14

lL　Die　Freilegung

　　　　1879wurden　die　ottonischen　Wandmalereien　des　Mittelschiffes　von　dem

jungen　Pfarrverweser　B．　Feederle　unter　der　TUnche　entdeckt　und　endgUltig

freigelegt　wurde．　Voll　dieser　Entdeckung　erstatteten　fUnf　Mitglieder　des　Katho－

Uschen　Stiftungsrates　von　Reichenau－Oberzell，　angefUhrt　von　B．　Feederle，　d⊂m

Katholischen　Oberstiftungsrat　zu　Karlsruhe　Bericht．　Der　unver6f田ichte　Brief

vom　29．　Juni　1879．　der　heute　im　Erzbisch6flichen　Archiv　zu　Freiburg　i．　Br．

aufbewahrt　wird，　lautet：‘‘1〃7　Lang／laus　der　Kirche　si’ld　Wa’idge〃idlde　wa’hr－

schein〃ch　aLis　de’7～〃．／ahrhL〃idert、膓ll　Vorschein　geko〃7〃1（・il．　Ein　Durchzeichnu〃95一

わ〃∂　vo〃　（ritl（）〃7　Thei1　［Abb．　3］　M’ird　z↓’r　Einsi〈ゾlt　l’orgρ1egt，　t〃71　es　Po〃　ρ∫〃e〃7

Sacln’erstdin‘tigen　bet〃・〃le〃ρηz～i　lasseバ

　　　　B．Feederle　berichete　dann　in　seinem　Brief　vom　l　l．Jul川879　an　selne　vor－

gesetzte　Beh6rde．　wie　er　zur　Entdeckung　gekommen　ist：‘’（］ehors．　Un　terzeich〃eter

ist　ain　12．〈／o　v．　v．ノ．ノ1ie〃7ρ’・geko〃〃71e／7　tind　so　91eic／lsa〃7　mi〃en∫’1　die」Restaura－

〃o〃sarbe〃e〃ノli〃ei〃gevt’orfen“’orde／1，　cla∠lie　Bedac／7〃〃9　d（」s　M〃rρ15c尻侮』ε∫r5

．fertig　geste〃t　t〃id　aiic／1　die　”・eiteren　A　rbeite〃an　den　Seite〃5c力微〃，　Fenstern　u〃‘／

Gρ51〃ノ71s（・／70〃oz｛／Llleno〃7〃1ρ〃ls・are〃．／1（・／7　erka’7’7r〈　sog／eic／7・　・　…　　　　o「と7ソ9ρ5／7δ〔ゾ～51

wti〃sc／le〃svs’ert　sei，　die　Resraurario〃‘／ieser　ki〃istgeschic／lt〃（イl　so・bedeute／7den　Kir（’ho

stilge〃lti）e　im　a〃e／7　Geiste‘ノ～〆r（ゾ7醐苗／lr（・・1．　Es　lag〃mir〃u・l　i’or　A〃em　sehr　i，ie／dara〃．

i71ic／i　selbst　so　gut　als〃mb’ glich　i〃dieser　Sac／le・：u　orie〃tieren，　u’7d・da　M’urde・ich　zu’71

Gltick　1，0〃Hoc／川・．〃errn　Be〃eLficiat　Schober　in　Ko〃stanz　auf　das　ausgezei‘’hne－te

n／erk“‘tie　Kloster　i〃id　Stiftskirche〃auf　der　1〃se／Rei（・henau”von　Prqfe∬or　A　d／er
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a〃〔／ρぽδ〃∫91．Bauaka‘／emie∬i　Ber〃ノ1　alグhierksa’11　9（・nl・仇・・…　，／Das∫〃

diese／77〃セrκε・・…　als　ein　Uniku’77．伽9αηz　Deutsc〃a〃d　bezei（・hnete　u〃cl

↓〃Farb．・ndruck・ε・繊〃11∫c／lte　V・・ha〃e〃9・〃1fi〃e　brac／1te’71ic／i　aqf　de〃Geda〃κe・7二

〃セ〃〃d～eVorha〃e　so　herr〃ch　gesehmijckt　wurde，　so　ist　gewi／3　das　1〃〃〃ere　der

κirche〃’c〃mit・ge〃〃gerer　S・rgfalt　beha〃de〃va，・rde〃．1n・diese〃7　Gε4αηkεη蹴・le

ich　b．pstb’rkt　durch　die　Betrachtung　der　geva，a〃’ge〃Wandfidiche〃tiber　den　Ark・∂ρ〃

des　La〃吻〃ses，　welche　ahsich〃ich　．ftir　grO6ere〃M吻emδ14e　geぷcんガと’1　zu　sei〃

schie〃en．　Bei・ge〃auerer　Besichtigung　ben7erkte’eh・a〃ch・an・ei〃zelne’7・Ste〃6η伽bρη

durch　dieτ冴〃che∂〃rchschimme〃7〃〃d　diltereムeute　er〃n〃e〃en　sich，　da6　bei　einer

御力ρ1・ρ〃Uberwei／3elung　B〃der　geぷehe〃w・rden・seie〃．　Daher　getraute　ich　mir　bereits

∫〃1B2richte　der∫r｛ノCt〃〃95ノヒo〃liSS「o〃vo〃715．　resp．19．　Z）ez．　v．ノ・die　Ver〃iuthung　aus－

・uspreehe〃，　da6　a〃e　Wandge・”dilde　gqfitnde〃u・erde〃kb’nnte〃・／Da・nu〃beabsichtigt

war，　die　Md’〃de・abkratze〃〃nd〃eu・tiberttinche〃zu・la∬en。　sc　／ag　mir　sehr　vie1　dara〃，

Sicherheit　z〃e〃α〃gen　und　event〃ρ〃die　Neutiberttinchu〃9　zu　hintertreiben，　bei’・r

，”ir　dieルfaurer　mit　ihre〃7‘‘Abkratzeバzul，orkti〃leil．／Bei　de〃ersten　M’arme〃

Frti〃ingstagen　machte　ich　einen　Versttch　zuerst　beim　eim　Anschんイss　der　stid”chen

La〃ghauswa〃o「a〃die　〃’estapsis／／：　Verg1．　beigelegte　Sk〃zρ［Abb．4］二／／．　Es　trat

ρ∫〃grb’6eres　B〃d　z〃Tage，　M，o・vo〃m〃Bericht　w．27．　v．ノM．　bere〃sρ∫’7e　D〃rc乃2ρ1ε乃一

17u〃9・・rgelegt　wurde．　Der・K・pf　der」Uauptfigur，　ei〃ぽ・L’er〃∂ε肋〃，／M・rtha　2／

ist〃∫〈・ht　mehr　erken／7bar．／Den　zweite〃κei’su（・h　niac／1te　ic／1　Mit　aller　nb’tg「ge〃

∫・rg．falt　an　derselbe〃Wa〃4砲舵6e油メ〃5・・〃u6　an　de〃Vie・・i〃gsturm・Das　B～”

［Abb．5］ste〃t　eine　Kirche　und　u’7　ter　derselbe’1　ei〃e〃Ch〃stusk　opf（？）dor．・・…

／V・〃ge〃’・che・machte　ich　einen　3．　Versu（’h　tiber　der　1．　SdiL〃e．1ch　．fand　ei〃e　Ra〃∂－

verzier〃〃9〃1〃Rosett〈？n，∂↓e　Fti）6e　ein《gr　FigL’r〃〃∂die　lns（ゾrr～ρ∠・／IZ／IR」E　P万・RGE

statt　Venil・ORAS．・・…　！Auf　der　7V・琉e∫1e％cノπθ励κe’〃e　Ve’ぷsuche．　D・ch

〃orρ〃auch　da　de〃〃∫（・乃ρ　Spure’7　he・rvo”L〃7∂die　FarL）1δ〃ρ　511／17〃7en　’7？∫r　‘1ρ〃en　aL｛∫

der　Stidseite仇91ei（・her　んrδ／～e　i～herein．・　・　…　　　　D’ρ　Blo／31ρ9t〃lg　9ノ〃ge．ノetzt　a〃7

1eichtesten，　we〃das　Gertist・schon　vorhanden　i．バ15）

　　　　D⊃rEntdecker　so11，　nach　dem　Artikcl　von　F．　Pecht　Uber‘もNeu　entdcckfe

Wandgemalde　auf　der　Insel　Relchenau”in　der　Allgemdncn　Ze　itung　des　Jahres

l880（Nr．268），161　cc〃1〃ei〃enl〃ei〃ρノ1　hδ1ze〃len　Ham〃τel’∂～e　Ttinche　leicht　ab－

ge〃ol～∫P’und‘‘〃lre　Reste　n7it　ei〃e〃7ルle∬erche／7　schone〃d‥entfcrnt　habcn，　was

zur　Folge　gehabt　haben　dUrfte，　daB　sich　der　Putz　dabei　an　manchen　Stellcn

lockerte，　so　daB　er　mit　der　Malschicht　in　kleineren　und　gr6Beren　Par｛ien　ab－

stUrzte．　F．　Pecht　schreibt　daselbst　weiter：“So　war　den〃’7ac／7〃〃d〃a‘・乃　ei〃

hinreiche〃d　gro6es∫’η‘・k　desκalkiiberzugesρηφrηち〃〃7　z〃zε∫ge〃，　da6／na’1

hier　vor　eine〃1～n　beinahe　lebensgro．畑Fi．gure〃a〃sgqftihrte〃B〃des　sta〃∂，　welches

die　A　qferweckung　des　Lazarus　darste1〃e．・・…　1n　seiner　geisterhqften　Bldi∬e，

w，elche∂∫ρKb’P〆ll　kat’〃1　unterscheide〃1鵬ちノ77acht　das　Ganze　einen　ergreifende’1

Ei〃druck．・・…　Nachde〃7〃〃ser　Rfbrrer　iり〃7　erzbischblfiiche〃Bauamt　i〃der

Perso〃　des　／lr（ゾzitektρ〃　［Franz］　Bar　ρ〃7ρ　kunstverstdi〃dige　βρ∫乃〃ご　erhalte〃．17　，
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｝vurde〃4（・h　l〃ld〃a（イ1　die　tibrigen　Bi／‘1e’・der　Re〃le，　va’e！（’11　（・si（・／7‘／Llr（ゾ1　das　ga〃ze

∫c酩ゲhi〃zieht，　yo〃der　Ti～〃c／le　bq／reit．　Zt〃7tic／ISt　a〃stoyeend　zeigte　sich∠〃ρEr－

Vt’ecku〃g　dρs／tingli〃gs　von〈1ai〃7，　der《die　1，0〃／airi　Tb’ch　te〃ei〃ノb～gte．　Doぷ1，ierte

Bi／d，　o．ffenbar　auch　ein　ML，〃der　［die　Heilung　des　Aussatzigen］ist’nir　so　w，en　ig　a／s

Anderen膓〃ρMz～旅r〃gelungen，　da　es〃o（’／1〃7ehr　als‘／ie　tibrigen　gelitte〃hat．

　・・…　　　E仇膓ρ1〃ρ〃Ste〃e〃nac／1　zu〃〃he〃ρ’7　wo　dieτ〃’7c／le　bereits　abge〃012fr

“・orde’1，　s〃lc／〈lieル7alereie’1　der’ib’rdliche〃，　noch’1　i（’／1　tα触ε4εcんrρ’？Langseite　d（）s

Sc／71〃≧∫he∬er（’onserl・irt，　a／s‘／ie　der　bere↓ts．fast　gαηz　VOII　Tiinche　bぐ／keiten　sti‘／一

〃che〃．　Es　lt・tire　c／aher膓u；’t・iii7sche〃daβ　hier　die、4　qfdecktt〃g　dt’〆（・h　tech〃is（・／7　he∬er

gesche’〃ρ」Krc7i∫re　t’〃d〃lit、4↓〆・e〃trlL’〃g　vo〃grb’6ere’7ルti〃ρ1〃durch　de〃Staat　tiber一

ノ70／77’77ρ’7；’t’↓”〈leii・・　・　…　　　　Ehe’750　M・dire／7δ（ゾ75r　C〃∫ノ79〈・〃‘！ZZイレドi～〃SC／7〈r〃。6ん7ンB〃7α’7

sich．ノeder　A　rt　1’Oil　Restauratio〃〈lur（・hル7alerei，　die／1～er　a〃e〃la／’π’r　zu　unfreiwi〃iger

Fdilschu〃g　fi〃～re〃ka〃ll，　e〃lhielte．　Hat　do　ch　scho〃‘las　bloし6e／Vac／Z．fa／？rρn　der．fast

9α〃zvε”o∫〔’17e〃ρ’1　Co’1tltr（）〃〃1〃Kohle、〃〃1　Pausen　vo’7　de〃Co〃lpositione〃〃eh〃7ρ〃

こ〃んδ〃〃e〃・コ’u〃liebsame〃ルtillBi’erstdi’πdili∬（・il‘lttr（・h　u〃getib　te　Htinde　gef励rt．∫〇

二B・　t’tir‘／ρbei’11　f）〃b〃k〃〃7，　das　der、4～∫ferM・eck～’〃9　de’s　LazarL’∫a〃wohnt，　die　Ge－

bdirde∂ρ∫Nas（・〃z．～uha／te〃s　als、ガをノ7ρ〃‘10der　i’ent’tindert　di（；Hdi’ide　erhebe〃∂attfge－

fa6t．’”

　　　　F．Pecht　erganzt　diesen　Bericht　dann　in　der　Kunstcllronik　vom　20．　Januar

l881：“ルビ〃げρForsche〃7gρ’1　z4gre〃ba／‘∫，‘la6　bei‘∫e加〃gse〃ρ∫7　des∫c勿於5　vo〃

obe〃bis〃〃1ρノ1　henia／t　1’are〃．・・…　　ei〃Gertist　」t’urde　erbaut，　u〃∂‘lie　ga〃ze

siid／iche乙α’lgs（）it（，〔les∫clr　lが㌘5　i’i　de〃heide〃1etzte〃∫o〃1〃le〃1　a〃md〃ic／7　blo．βge－

／egt・・・…　　At4’　die　Eni’ecA’　i〃lg　des　Zαzα〃’∫fb～igt　die　des／iin9〃〃gs　2〃ノVai〃7，

a〃die　si〔ふノ7ノρ〃ρPo〃ノairi　7一δc／lt（）〃ein　a〃sc〃∫％r．∠）as　1’ierte　Hauptbild，　sehr　zerstb’rt，

scheiノτ1（／iC」Heiん〃7g‘／ρ∫、4〃∬dit2　ig（）’1‘∫αrz己∫∫1ρ〃（；　17，　der　de〃？Oberpriester　vor　der

Te’ηρeip／brte　z；v（）i　Turte〃aube〃o／s　Oρfc・r　tiberreicht．　UOil‘tiesen　Bildern’st　clas

ρ’”s　tg　（）〃a〃il　t（，〃ηga〃z（一、il　o，ηbρstenρrha〃ρ〃～〃ld　beso〃ζ／ers‘∫’ρGρsta〃des　Cll〃stt，s

po〃ρn　ts〔・ノ7～ede〃（・IA　Gro／3arti．gA’eit．・・…　　　ルla〃sie／lt・　・…　　　an　vielen∫1ρ〃ρ’？

zw∫Farbe’7∫（・／～icllt（」〃［weil　zwei　groBe　Restaurationen，　eine　im　l5，　und　eine　im　l　8．

Jahrhundert．　Uber　dic　Bilder　ergangen　seien，　was　eine　sehr　fragwUrdige　Ver－

Mutung　darstellti7bi”・］iiberei’la〃der．　Die　a／te　echte，　iibera〃／7e〃～〃πd　sehr　sehr　gelb／～c／1

i〃　dρ’1　F／eis（ゾ71δ’7ピ〃，　sch〈＞i〃t　A’ρii？ρ5・14・ρ9∫　Fresco　so〃dρ〃1　ρノ7ρr　eine　A〃　Te〃llフρra－

tna／ρrei：1’sρi〃，1ゲρη元9∫rρ’ls　170わρic／1〃〃gρ〃dsノρnes　EitJ〃tzρn　der〔ノ〃？〃∬ρ加∂ρ〃

〃o∬ρ’1Ka／k　beinerA’　e〃kb’n〃ρ’1，“・el（’hes〃la’1　doc／7　a’？dem　1，0〃A　dlerノ）ub〃eirten

／i～ngste〃Oeric／lt　an　dei’・4ieβe’ls（）〃e　der’ib’rd〃che’7　Apsis　noch　go〃z　deu〃ich　w・ahr－

nimmt．・　・…　　　∫ρ〃ic／1　c／ie　Kirche　best，clite，　ist．帆・ie〃1↓1’Herr　Rfarrρr　Feede〃ρ

’11i〃ei〃e，　att（・17’10（・ノ1　die，ga〃即ノVordse〃ρder　Kirc1～ρal！〆L9ρdeckt　M・orde’n〃’7〔1／lat

a／sHaupthi／‘ler　ergeben　：L　Z）ie・4　ustreibung　der　∠）ぼ1ηoηe〃iノτder（］egend　der

（］erg　ese〃er．」Uier　reite〃〃eine　rc．te　7一llu／lllche〃die∫c／7　wρ∫κρill　de〃／4bgrL，nd．1L

Heilung　des　Wa∬ev’sii（’htigen，レドo　die　aucノ～∫o〃st　tihera〃sehr’nlt’chtig　aqfgefinβte

C／7〃stusfigur　beso〃ders　i〃7」りo〃ire〃‘∫erscheine〃∫o〃．〃1．　C17〃stus　i〃7　Schij　，　de’7
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肋・／en　L’〃∂れ〃（・n．gebietenc／．　Zl－s’ei∠）伽・〃（・ll　h／ase〃StL’〃11・1レ・He〃z’〃9　des

B〃〃・lgeb・rene〃，・1・’i（；・tfi・gegentib・・〃・9θ・・／e　B〃・1，・／・酩・1ρ’・・1・e’7・・alige’i　Le〃〃er　sel〃’

zerstb’rt∴18，

　　　　Mit　einem　dritten　Artikel，　in　dem　Ubrigens　die　Bilder　der　Nordwand　behan－

delt　wurden，　berichtet　F．　Pecht　wieder　in　der　Allgemeinen　Zeit皿g（Nr．295　B）von

1881igi：“　Der　erzb　isch　blfi．　Bauinsρecto「Bji「～”F「e～加「g　hatρ∫’？e　get「eue　Zeichn””9

in〃10　Gr（）’6e［Vgl．　Abb．6und　7］ge〃iacht　L〃ld∫「ρdL’rchム∫（ゾitdru（’1〈verv，∫e頒〃igen

／a∬e’7，．，a∬ehr　danke’酬・erth　ist．　Die　Frage　der　Restaurat’・n・dieses　leider　mit〃〃ter

bis　z〃r　Unke〃〃〃ic／7keit　zerstb’rte，ぼ〃derZ」・’klus　ist　ei’7e・sch“’ie〃9ρ．　Das　A〃e　s・11

〃〃i，erseh〃erhalte〃u〃∂das　A／eue〃a〈・カGρ∫∫れ〃πノC1～arak　ter‘∫ρ〃7、4〃ρ’7500〃geρq／Bt

werden，　da6　man　kei〃en　u〃rerschied　be’nerkt！一　“

　　　　Die　Arbeiten　der　Aufdeckung　wurden　1882　abgeschlossen．2〔いSo　schreibt　am

22．April　l882　Bar　vom　Erzbisch6伍chen　Bauamt　Freiburg　in　seinem　Bericht　an

d3n　Katholischen　Oberstiftungsrat　zu　Karlsruhe：‘‘De，’Vorsc〃ag　des［十］Oroβ一

／ierzog1．　Conserヤators［Kachel］．，’orldiufigα〃den　Bi〃e〃1／Vichts　zuδノπde〃1〃π∫1，0i7

α〃er　Restauration　abzustehe〃，　hb’cliste／7s　die　Gertis〃δcカer　u〃d　die　dL〃でh　de〃ab－

gebr・che〃e〃Lettner　beschtidigte〃Teile・der　Wa〃由〃∫膓ube∬el－〃t〃7d・L’et’ga’nzen　，

stim〃7r噺4ργ・・〃〃〃s・sch・〃．frtiher　ausgespr・c／1・c）〃en　A〃sicht　vb’〃ig　tibereiバ2°bisト

Auch　F．　Pecht　auBerte　l　884　dieselbe　Meinung　Uber　die　Restaurierungsfrage2i’：

・ Es・war　das　um　s・erva，ti’・s‘・hter，　als　die　O〃tginale　selher・7ttr・（／ur（・h　ei〃ε鋤r　gr励一

〃・・h・Restaur・ti・〃des　haLtfdi〃19・’7　Kirc〃・r〃∫・・〃ρ〃1　Verderbe・1・gerettet　M’erde’7

／kb’n〃te〃．　Ho1が～ir〃〃∫（ヅ1レし・∫r‘〆ぷ∫c／～diesρa〃erdings　i’1／1　ussich　t　st（）11（）〃de　レVieder1～erstel－

／Ullg　ni・ht　etwa　at｛f　die　B〃d・r・se／b・・　・・st・ecken，　die　da・∫〃・・1・〃〃・9ψ／S・1・t　・・’・・de〃

kb’n〃ten，　da　sie　i〃ei〃ρ〃7　schatte／ihaften　Zt’sta〃∂si〃d，　der　ei〃e　Ergδ〃z〃〃9　absolut

〃i〔’ht　me／lr　zuld）Bt，　oh’7e酬059α〃z・anderes　daraus　z〃’11a（畑・「’

　　　　1884publizierte　dann　im　Auftrage　der　GroBherzoglichen　Badischen　Re－

gierung　der‘‘Gr．Conservatorder　Kirchlichen　Alterthuemer’「，F．X．Kraus，derzuerst

l883　in　einem　Artikel　in　der　Rundschau22｝die　entdeckten　Wandb目der　als　erster

kunstgeschichtlich　behandelt　hatte．　die　alteren　Wandmalereien　in　Buchform．23りn

seiner　aufsehenerregenden　Monographie　berichtet　F．X．　Kraus　allerdings　nur　kurz

und　einfach　Uber　die　Umstande　der　Enteckung　und　die　Freilegungsarbeiten：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tL し／eber　diese　beide’7尺estaurat’o〃e’？［gotische　und　barocke　Ubermalungen］～st　dann

M，ieder・ei〃ρ〃zehrfache　Tti〃C加励励εrgε2・ge／7，　so　da6　das　Ga／7zeノρ1zrρMψ〃ic／・t

／eicht・zu・e脚れρ〃des　Labyrinth　vo〃C・nto〃re／7　u〃∂伽6ε〃αr5re〃t．24　）Die　Abrei－

bung　der　Ttinche　ko〃〃te　tr・tz・a〃er　Sorg．falt　ni〔・ht　geschehe〃，・ノ7〃e　dass　Reste　der－

selbc）〃sτehen　b〃eben，　valelche　die　ursl」rti〃9〃〈・／7・（）κrqfr　u〃∂Rei〃he〃der　Farbe　be－

eintrlt’chtige〃〃〃d　de〃Bi〃er〃ei〃e〃9酬∬ρノ1〃？ilchichen　Schin7mer　geheバ24bisl

　　　　F．X．　Kraus　macht　im　Aufsatz　von　1883251　auBerdem　eine　Bemerkung　Uber

den　Farbauftrag：‘㌧415　（］ru〃dto〃　de’・〃rsprti〃g！iche／7　Bilder　wゾρ　dei・0〃7a〃len　t－

．flliese　ldi113t　sich〃方ρ”a／／ei〃gesa’ttigtes　Brabl／iroth　erken〃e〃，〈lie　Farbe〃M’aren　seノ〃’

kra7｝ig　a4fgetragen，　voi7　e～〃zε1ηρη万ηρ〃hat　si〔・h　das　Blau　des　Hi〃7〃7（）／s’7amen〃励
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　　　　　　【

嚢灘鐵墨翼雛墨雛慰1

口’〃9’「；、　　　，、　　，．㌃（】
t

髭灘1．∵i．，；

1難灘i鱗難鍵難i，．

7．Pause　von　F．　Bar，1881∫82　　（nach　F．X．　Kraus．1884，　Taf．　IX）
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8．Aufnahme　von　G．Wolf．　Das　MittelschifT　nach　Osten：Zustand　nach　der　Freilegung

　　　der　Wandmalereien　（nach』．u．　K．　Hccht、1979、　Abb．127）

9、Aufnahme　von　G．Wolf．　Das　Mittelschiff　nach　Westen：Zustand　nach　der　Freilegung

　　　der　Wandmalereien　（Photo：Stadtarchiv　Konstanz｝
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10．Ausschnitt　aus　der　Aufnahme、oll　G．Wolf↓vgL　Abb．9）
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11．Aufnahme　von　G，　Wolf．　Das　Mittelschiff　vom　sUdlichen　Seitenschiff　aus　gesehen：Zu－

　　　　stand　nach　der　Freilegung　der　Wandmalereien　（Photo：Stadtarchiv　Konstanz）

12．Ausschnitt　aus　der　Aufnahme　von　G．Wolf（vgL　Abb．11）
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1〃te〃sハ，ρ〃～o〃ρ〃．　Derノ｛↓4∫trag　d，？rル1alerρi　gρsc／iah　at｛／’ρ∫〃e〃sehr　ra〃hρノ1　ル7’δ〃ρ1－

grund：・　・　…　　　「s

IIL　Erste　dokumentarische　Unterlagen：Kopien　der　einzelnen　Historien－

　　　　bilder　und　photographische　Gesamtaufnahme　des　Kircheninneren

　　　　We　R．　Engelmann　in　der　Rezension　Uber　die　grundlegende　Publikation　von

F・X・K・au・1884　b・・i・ht・t・25bis，　w・・d・nun　fU・di・・e　erst・Ob・・z・11－M・ncg・aphi・

‘‘ 5∂〃lt〃（・ノle　Wa’πdbilder　g（？paust，　die　Pa〃se〃p170tograρhisch　reduci〃，　u〃∂diese　re－

duci〃e8．　Kopien，〃ach　nochmaliger　so　rgfdi1〃ger　Vergleichu〃g　mit　de〃Origi〃ale’1，

dLirc／1　L／berdrL’ck　r〈？ρrodu（i〃，　SO　daンθdie　grb’ 6te（7e〃auigkeit　erreic〃U，orde〃ist．

”°°’U／77i’on　der　Farben　Vt’irk　ung　der　Gen7a’／de　u〃d　vo〃der　ga〃zen　A〃ordnung

‘／erselben　ozヅζ！t）〃Wdinde〃desルtittelsch（ffs　eine〃8ρgrげ膓u　gebe〃，　ist　eins，　das　o〃7

御ノ…t・〃9・tfunde〃・加∂・唆ρ・・1・hu〃9・desムa・・蹴〆可1⊃伽b∫9仰，。∂“．

cirnt・orde’1［Abb．6］．「s　Die　1881／82　an　Ort　und　Stelle　vom　erzbisch6伍chcn　Archi－

tekten　F．　Bar　gemachten　Kohle－Pausen（Abb．7）sind　im　Vertrauen　auf　ihre

Zuverlassigkeit　oft　genug　bisher　in　der　Literatur　abgebildet　worden．26）Doch　sind

diese　Konturzeichnungen　der　ersten　Wandgemaldepublikation　nur　Nachzeich－

nungen，　die　als　Nachbildung　fUr　den　seinerzeitigen　Zustand　kaum　als　Beweis

dien・n　k6nnen・di・Pau・en・i・d・i・ht・imm・・in　all・n　D・t・i1・zuv・・lassig．・・、

　　　　Ungefahr　gleichzeitig　mit　der　zeichnerischen　Aufnahme　der　Wandmalereien

wurde・wahrscheinlich　um　1882・jedenfalls　abervor　demAbbauenderWest－Empore

mit　O・g・1　im　J・h・e　1888・2）d・・Z・・tand　d・・Ki・ch・ninn・・en　na・h　d・・F・eil・gung

von　l　880／82　von　G．　Wolf　photographisch　aufgencmmen．29）Es　gibt　drei　verschie－

dene　Aufnahmen　der　Innenansicht（Abb．8－12），　wovon　heute　zwei　Platten　von

23×29cm　bzw．22×27．5cm　im　Stadtarchiv　von　Konstanz　aufbewahrt　sind．130　l

Diese　Aufnahmen，　die　allerdings　keine　Einzelaufnahmen　der　Historienbilder　ent－

halten・sind　jedoch　die　einzigen　Photodokumente，　die　sicher　den　Erhaltungs－

・u・tand・gl・i・h　na・h　d・・A・田・ckung　d・・Wandm・1・・ei・n　im　Mitt・1・chi仔zeig・n，31・

so　daB　sie　in　der　Dokumentationsgeschichte　der　Oberzeller　lnnenraumdekoration

von　groBer　Bedeutung　sind．

　　　　Die　freigelegten　Wandmalereien　der　Georgskirche　zu　Reichenau－Oberzell

gaben　nun　AnlaB，　aufdie　Idee　zu　kommen，eine　Kopie　der　Kirche　mit　dem　Wand－

schmuck　zu　machen．　Im　November　1883　soll　der　Erzbisch6廿iche　Bauamtsvorstand

Maier　von　Mosbach　einen　ersten　Entwurf　vorgelegt　haben，　der　eine　Kopie　der

Oberzeller　Georgskirche　in　Aussicht　stellte32［；von　Apri11886　bis　Oktober　1888

baut・man　t・t・a・hli・h　i・El・t・1－Ritt…bach　b・i　M・・bach・i・・St．　G…g9・w・ih，

Pfarrkirche，　deren　Mittelschiffswande　mit　dem　gleichen　Dekorationssystem　wie　in

Oberzell　ausgemaltworden　sind（Abb．13－17）．33）　Auch　die　heute　leeren　Chorwande

（Abb・15）w・・en　f・Uh・…wi・・eine・A・fnahme　au・d・m　J・1・re　1952（Abb．14）zeigt，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．Elztal－Rittersbach　bei　Mosbach，　St．　Georg

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Photo：Landesdenkmalamt　Baden－WUrt一
temberg．　AuBenstelle　Karlsruhe｝

14．Elztal－Rittersbach　bei　Mosbach，　St．Georg．

　　　　Das　Mittelschiff　nach　Osten：Zustand　vor

　　　　der　Restaurierung　　（Photo：Landesdenk－

　　　　malamt　Baden－WUrttemberg，　AuBenstelle

　　　　Karlsruhe｝

15．　Zustand　nach　der　Restaurierung　von　1969．．1

　　　　70　　（Aufhahme　K．Koshi　1980）

13

14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
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16．E｜ztal－Rittersbach　bei　Mosbach，　St．　Georg．　Das　MittelschM’nach　Westen

　（Aufnahme　K．　Koshi　1980）

17．Elztal－Ritterbach　bei　Mosbach，　St．Georg、　die　Nordwand　des　Mittelschiffs．　Der　Sturm　auf　dem

　Meer　（Aufnahme　K．　Koshi　1980）
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rekonstruierend　ausgemalt．　Diese　in　allen　Details　Uberdeutliche　Nachbildung　der

fragmentarisch　erhaltenen　Oberzeller　Wandmalereien　ist　zwar　freilich　nicht　immer

ganz　zuverlassig　　　gleich　wie　die　Pausen　von　F．　Baer（Abb．6und　7）und　die

spater　zu　erwahnenden　Leinwandtapeten（Abb．22）von　K．　Sch川ing　　，aber

sie　kann　unter　Umstanden　fUr　die　Kontrolle　Uber　den　Erhaltungszustand　des

Oberzeller　Zyklus　im　Zeitpunkt　gleich　nach　der　Freilegung　Anhaltspunke　geben．34）

IV．　Die　Instandsetzung　um　1890

　　　Im　l887　erschienenen　Band“Die　Kunstdenkmaler　des　GroBherzogtums
Baden，　Bd．1：Kreis　Konstanz”’　erwahnt　F．X．　Kraus，　daB　in　neuester　Zeit　eine　um－

fassende　Restauration　der　Stiftskirche　St．　Georg　ins　Auge　gefasst　worden　sei：

も‘ Man・hat・zuntichst〃7it・der　Tr・cke〃／eg〃〃9　der　Au∬e’〃nauer〃〃’7〃erレViederher－

ste〃〃7g　des〃rSlフri～ηg〃c／）e〃　Fussbodensわρgo〃’len　u’π∫ζ∫〔rllノヒ「da「an，　die　レVestaosis

M，ieder　frei　zu　lege〃und　die　Orge1　aqf　ei〃e　der　M・iede〃～erzuste〃enden　E’ηρorρη肪ρグ

∂∫ρκγρ〃プ刀9ρ1ηzu　vρ〃egen．”’35・Die‘‘umfassende　Restauratioバkam　jedoch　auf

Grund　verschiedener　Hindernisse36・’nur　teilweise　zur　DurchfUhrung．3τ）

　　　　Mit　der　lnstandsetzung　der　entb16Bten　Dekorationen　konnte　man　erst　in　den

spaten　achziger38）oder　beginnenden　neunzigerJahren39［des　19．　Jahrhunderts　begin－

nen．　Geplant　war　eine　Neuausmalung　des　gesamten　Kirchenraumes　einschlieBlich

der　Seitenschiffe　durch　einen　renomierten　Kirchenmaler　auf　der　Grundlage　der

aufgedeckten　Malereien．　Photographische　Dokumente（Abb．18－21）gestatten　es，

den　Umfang　und　die　Art　dieser　von　dem　Freiburger　Kirchenmaler　Karl　Schilling

au・g・fUh・t・n，　erst・n‘‘R・・tau・i・・unピnach　d・・F・eil・g・・g　zu　b・u・t・il・n・D・m・1・

wurden　namlich　die　mitschreitenden　Apostelfiguren　in　der　Lichtgadenzene，　da　die

Stellung　der　alten　Apostel　mit　dem　barocken　Lichtgaden　nicht　zusammenpaBte，

auf　Grund　nur　geringer　Befunde　und　nach　den　Pausen　des　Originalbestandes

rekonstruiert　und　erganzt，　die　figUrlichen　Originaldarstellungen　der　Triumph－

bogenwand　ebenfalls　einer　v611igen　Rekonstrukticn‘‘st〃echter／Vα’schb’zafungeノブ吟

geopfert，　ferner　auch　die　ganze　Ornamentik　sowie　die　Zwickelmeda川ons　mit

harten　Wasserfarben　weitgehend　neu　Ubermalt　und　aufgefrischt．

　　　　Die　groBen　acht　Historienbilder　der　Seitenwande　blieben　hingegen　g1Ucklicher－

weise　ausgespart：Nur　bei　ihnen　war　die　Malerei　der　“Restaurierung”　entgangen．

Aber　diese　aufgedeckten　Bilder　mit　einer　milchig　schimmernden　Farb頒che

mit　einzelnen　weiBen　Inseln－．一．一一bei　der　Instandsetzung　um　1890　dUrften　die

bei　den　Freilegungsarbeiten　entstandenen　Schaden　ausgebessert，　aber　noch　vor－

handene　hartnackige　TUnchereste　auf　den　abgeriebenen　Wanden　nicht　beseitigt

worden　sein・－　verschwanden　ja　sofort　wieder　hinter　demontablen　Lein－

wandkopien（Abb．22）in　den　gleichen　Gr6Benverhaltnissen（ohne　ornamentale
Einrahmung）：“ル1〃tels　ei〃er　Zt’gvor〃chtt’〃gαε1∫〔7ρ1ηZ）achhode〃ko’1’7tρn　die
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s・

　　㎝　　｛
18．　Reichenau－ObcrzclLSt．Gcorg，　Da・Mlttelschitl’nach　Og．　tL・　11：Zustand　nach　der

　　　　lnstandset／un9　しln1　｜890．　Aumahme　、oTI　G．　、、’ol「　　　｛Photo：　Stadrarchi、
　　　　　　　　　　　　　　　Lr
　　　　Konstanzl

19．Ausf　chnitt　aus　der　Au「11ahmc　G．W（、｜「｛vg1．Abb．18｝
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20．Das　Mittelschifr　nach　Nord－Osten　ge－　　　21．　Das　Mittelschiff　nach　Westen：Zustand

　　　　sehen：Zustandnachderlnstandsetzung　　　　　　　nach　der　lnstandsctzung　um　1890
　　　　um　l890　　（Photo：Landesdenkmal－　　　　　　“nach　G．Dehio、1930．　Abb．33）

　　　amt　Baden・WUrttemberg，　AuBenstelle
　　　　Karlsruhe）

22．Kopie　von　K．Schilling，1890　｛Photo：Landesdenkmalaml　Baden－WUrttemberg，　AuBen－
　　　stelle　Karlsruhe）
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ノeweils・eine　einzelne　Historiendarste〃ung・・…　enthaltenden　Tapeten／1・chge－

2・gen・∂ρ〃・chgese／1・be〃va・erde〃，．fa〃sノρ7η・nd・die・a〃en　Malereien・z〃sehen“wii’n－

schte．”40・）Die　rekonstruierenden　Monumentalkopien，　die　die　ottonischen　Hi－

storienbilder　vor　Licht　schUtzten，　sind　mit　Uberaus　ausgepragter　Detailformung　in

kraftigen　frischen　Farben　gehalten，　die　zu　den　anderen　neuen　Malereien　an

Wanden　und　Decke　gut　Ubereinstimmten；sie　geben　zwar　die　Komposition　der

einzelnen　Szenen　mit　Uberdeutlicher　Vollstandigkeit　und　Geschlossenheit　wieder，

aber　diese　um　1890　von　K．　Schilling　hergestellten　Tapeten41）k6nnen，　wie　be－

richtet，　nur　bedingt　als　Unterlage　fUr　die　Erhaltungsgeschichte　herangezogen

werden．

V．　Photographische　Aufnahme　der　einzelnen　Historienbilder：Serien

　　　von　G．　Wolf　und　W．　Kratt

　　　　Es　dUrfte　wahrscheinlich　im　Jahre　1898　gewesen　sein，　daB　die　acht　Haupt－

bilder　zum　ersten　Mal　nach　der　Freilegung　einzeln　photographiert　wurden．　Heute

sind　drei　Folgen　von　Trockenplatten，die　alle　im　genannten　Jahr　hergestellt　worden

zu　sein　scheinen，　bei　Herrn　Theo　Keller　in　Reichenau－Mittelzell　aufbewahrt．　Eine

Folge　davon　bestehtjetzt　aus　zehn　Platten（Abb．23，25，27，29　und　31）im　Format

von　ca．21×13cm（die　Bildflache　selbst　ist　ca．10×17cm），　die　einzeln　mit　Stempel

signiert　und　datiert　sind：1898／G．　Wolf，　Konstanz．42’AuBerdem　gibt　es　im

Stadtarchiv　von　Konstanz　einen　Satz　von　acht　alten　AbzUgen（Abb．24，26，28　und

30），die　dieselbe　Signatur（1898／G．　Wolf，　Konstanz）tragen．43／Diese　beiden

Serien　sind　zwar　miteinander　nicht　immer　identisch．－　z．　B．　stellen　bei　dem　Bild

der　Heilung　des　WassersUchtigen（Abb．25　und　26）und　dem　der　Erweckung　der

Tochter　von　Jairus（Abb．29　und　30）die　Platte　und　der　alte　Abzug　einen　winzigen

Unterschied　des　Erhaltungszustandes　der　Malerei　selbst　dar，　beim　Bild　des　Sturmes

auf　dem　Meer（Abb．27　und　28）scheint　die　Beleuchtungssituation　anders　zu　sein，

wahrend　beim　Bild　der　Heilung　des　Besessenen　von　Gerasa（Abb．23　und　24）die

beiden　denselben　Kratzer　der　Platte　selbst　aufweisen－一一一，aber　sie　sind　im

Hinblick　auf　das　Plattenformat，　im　groBen　und　ganzen，　als　eine　Gruppe　zu　be－

trachten．　Von　dieser　ersten　Folge　von　1898　ist　Ubrigens　bisher　nur　eine　Aufnahme

（das　Bild　der　Heilung　des　WassersUchtigen）von　K．　Martin　ver6ffcntlicht　worden．44‘

　　　　Die　zweite　Folge　von　G．Wolfs　Aufnahmen　der　Historienbilder　hat　Plattenfor－

mat　von　ca．15×23　cm（die　Bildflache　selbst　ist　ca．　l　l×21　cm）．45）Auf　zwei　der

acht　Platten（die　Blindenheilung，　Abb．32　und　die　Lasarus－Erweckung，　Abb．35）

ist　ejn　handgeschriebenes　Datum，　jedoch　ist　es　heute　nicht　leicht　zu　entziffern二auf

der　Plate　mit　dem　Bild　der　Blindenheilung（Abb．32）sind　wenigstens　die　ersten

beiden　Ziffern　der　vierstelligen　Jahreszahl（18＋＋）zu　lesen．46）Diese　zweite　Folge　ist

schon　l961（und　l975）von　K．Martin　vollstandig　publiziert　worden，　der　sie　aller一
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23．Aufnahme　von　G．Wolf、1898．　Die　Heilung　des　Besessenen　bei　Gerasa　（Photo：T．　Keller，
　　　Reichenau－Mittelzell｝

24．Aufnahme　von　G．Wo｜tl　1898　｛Photo：Stadtarchi、　Konstanz）
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25．Aufnahmc　von　G．Wolf．1898．　Die　Hcilullg　des　Wasscrs〔lchtigcl〕　IPhoto：T．　Kellcr．
　　　　Reichellau－Mittc］zcll）

セ揮　　 パ・L㍉如　，Li　f・・　　　　　　　　　　1？・・at糎声敬斑鷹バ懸，納蓑卿㊦繊＝

26．Aufnahme　von　G．Wolf．1898　｛Photo：Stadtarchiv　Konstanz）
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27．Aufnahme　von　G．　Wolf．1898．　Der　Sturm　auf　dcm　Meer　（Photo：T．　Keller、　Reichenau－

　　　Mittelzell）

1騨購霧羅雛鞠．　＿騒．＿鯛

欝懸獺騰鯉，．t盤翻
撫影麟　繊1癬騰灘　議羅．　　　，　、
瞬蟹難灘灘謹鞭騒1麟躍魏一　　・x

　　　　　　”／　　　　　　瀞㌢「つ9N毒GJ　　　奪聾舞：xz　　　　　　　　　　　　　　　鰺ぷ～濠移争づla、：・、　ev：ら　　　　／”『

28．Aufnahme　von　G．　Wolf，1898　（Photo：Stadtarchiv　Konstanz）
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29．Aufnahme　von　G．Wo］f．1898．　Die　Auferweckung　der　Tochter　des　Jairus　（Photo：T．　Keller，

　　　Reichenau－Mittelzell｝

3389　　　掲ww顧口邸　　6工　　　　　　　　　　　　　　嫡問ボ凄頒6鞠繁鶴・繍’嚇＼購ttミ
津　緊　べ、照ぎ・s＼＼ベド

30．　Aufnahme　von　G．“’c）lt”、1898　　（Photo：Stadtarchi、　Konstanz）

71



．〃

ttt∠

〃

〃

〃

z

tt

ろ

一

s

難

薮
工
q

一

助

：田

＜

r＿

工

o
勺

」

o
▽
⊂

o
＞

co

一

田

　
⊂

）
◎o

（
oo

t

」

o
≧

o
⊆：

o
＞

　』

灘i

［，

72



dings　fUr　gleich　nach　der　Aufdeckung　entstandene　Photos　htilt．▲7）Die　Folge　mUBte

jedoch　nach　der　Restaurierung（um　l　8Cσ）von　K，　Schilling　aufgenommen　worden

sein，　we｛1　auf　zwei　der　acht　Platten　　　im　Bild　der　Heilung　des　Aussatzigen

（Abb．33）und　im　Bild　der　Erweckung　des　JUnglings　von　Naim（Abb．34）－　der

vom　Freiburger　Kirchenmaler　Ubermalte，　untere　Maanderfries　mit　photographiert

ist，　der　eben　bei　Martins　Abbildungen　ausgeschnitten　ist．

　　　　Es　gibt　zwischen　der　ersten　und　der　zweiten　Folge　von　G．　Wolfs　Aufnahmen

kejnen　Unterschied　bezUglich　des　Zustandes　der　Wandmalerei，　ausgenommen　das

BHd　der　Heilung　des　Aussatzigen（Abb．31），　wo　PutzlUcken　auf　dem　Mantel　der

ersten　Apostel　hinter　Christus　und　auf　dem　Mantel　Christi　in　der　Aufnahme　der

zweiten（Abb．33）　　・und　anschlieBend　zu　besprechcnden　dritten（Abb．37）－

Folge　geschlossen　sind．

　　　　Das　Format　der　dritten　Folge　ist　ca．30×40　cm，　die　Bildfiache　aber　ziemlich

verschieden．4S’Vier　Platten　dieser　Folge（die　Heilung　des　Besessenen　von　Gerasa；

die　Heilung　des　WassersUchtigen：der　Sturm　auf　dem　Meer，　Abb．36；die　Er－

weckung　des　JUnglings　von　Naim，　Abb．38）sind　mit　den　jeweils　entsprechenden

der　zweiten　Folge（Abb．34）　　　trotz　des　unterschiedlichen　Plattenformates

　　　　v611ig　identisch，　wahrend　drei　Platten（die　Heilung　des　Blindgeborenen，

Abb．40：die　Heilung　des　Aussatzigen，　Abb．37；die　Lazarus－Erweckung，　Abb．39）

offlensichtlich　andere　Aufnahmen　als　die　der　zweit（n　Folge（Abb．32，33　und　35）

sind，

　　　　Die　Aufnahmen　der　dritten　Folge　sind，　mit　Ausnahme　von　dem　Bild　der

Auferweckung　der　Tochter　des　Jairus（Abb．41）und　dcm　Bild　der　Blindenheilung

（Abb．40）1979　von　J．　und　K．　Hecht　ver6ffcntlicht　worden，　die　allerdings　anneh－

men．　daB　diese　Serie　unmittelbar　nach　der　Aufdeckung　von　1880／82　aufgenommen

wurde．49りedoch　scheint　die　dritte　Folge　auch　aus　dem　Jahr　l898　zu　stammen，

weil　auf　der　Platte　des　Seesturm－Bildes（Abb．36）das　Datum　mit　der　Stempel　wie

in　der　ersten　Folge（Abb．27　und　28）zu　finden　ist．　AuBerdem　ist　das　handgeschrie－

bene　Datum　auf　der　Platte　des　Blindenheilungsbildes（Abb．40）wahrscheinlich

als　l898　zu　lesen．501　Jedenfallls　dUrften　die　Platten　der　dritten　Folge，　wenn　sie

Uberhaupt　fUr　einen　Satz　gehalten　werden　k6nnen，　nach　der　Restaura｛ion　K．

Sch川ings　hergestellt　worden　sein．　Denn　der　von　ihm　stark　Ubermalte　untere

Maanderfries，　der　in　der　zweiten　Folge（Abb．33　und　34）zu　sehen　ist，　wurde　auch

auf　dem　Bild　der　Heilung　des　Aussatzigen（Abb．37）und　dem　der　Erweckung　des

JUnglings　von　Naim（Abb．38）mitphotographiert．

　　　FUr　die　Beurteilung　des　Erhaltungszustandes　der　freigelegten　ottonischen

Wandmalereien　am　Ende　des　l9．　Jahrhunderts　ist　von　den　genannten　drei　Photo－

Folgen，　die　1898　aufgenommen　worden　zu　sein　scheinen，　die　erste，　festdatierte　und

bisher　nicht　vollst5ndig　ver6ff7entlichte（Abb．23－31）trotz　des　kleinsten　Platten－

formates　im　groBen　und　ganzen　am　verlaBlichsten．　Die　Platten　der　zweiten

（Abb．32－35）und　dritten　Folge（Abb．36－4D　sind　nicht　immer　genug　scharf　und
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32．Aufnahme　von　G．Wolf（1898）．　Die　Heilullg　der　Blindgeborenel1　｛Photo：T．　Keller，

　　　Reichenau－Mittelzel1）

33．Aufnahme　von　G．Wolf（1898）．　Die　Heilung　des　Aussatzigen　（Photo：T．　Keller，　Reichenau－
　　　Mittelzell）
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34．Aufnahme　von　G．Wolf　（　1　898）．　Die　Er“’eckung　des　JUnglings　von　Naim　　（Photo：T．　Keller，

　　Reichenau－Mittelzell）
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35．Aufnahme　von　G．Wolf｛1898｝．　Die　Auferweckung　des　Lazarus　｛Photo：T．　Keller．
　　Reichenau－Mittelzell）
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36．Aurllahme　vo．ll　G．　Wolt’（1898）．　Der　Sturm　auf　dcm　Meer　｛Photo：T。　Keller，　Rcichcnau－

　　　Mittelzell）

37．Aufnahme　von　G．Wo｜f｛1898｝．　Die　Heilullg　des　Aussatzigen　（Photo：T．　Keller．　Reichenau－
　　　Mittclzell）
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38。　Allfnahmc、oll　G．Wo『｛1898L　Dic　Er、礼eckung　des　j〔｜11glmgs、on　Naim　　（Photo：T．　Keller、

　　Reichenau－Mittclze11》
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39．Aufllahmc、‘oll　G．Wo｜「｛1898L　f）ic　Aul＞rweckung（lcs　Lazarlls　｛Ph〈）“、：T．　Kcller、

　　Reichellau－Mittclzcl1）
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42．Aufnahme　voll　G．　Wolf（1906）．　Der　Sturm　auf　dem　Meer　（Photo：
　　　T、Kcller，　Reichenau－Mittelzell）

43．Aufnahme　von　G．　Wolf　（1906）．　Die　Heilung　dcs　Aussatzigen　（Photo：
　　　T．K．eller，　Reichenau－Mittelzell）

44．Aufnahme　von　G．Wolf（1907）．　Die　Auferweckung　des　Lazarus　（Photo：
　　　T．Keller，　Reichenau－Mittelzell）
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45．Aufnahme　N（on　G．Wolf（1906》．　Die　H　ei　1u　11　．g　des　Bhlldgeborenen　　（Photo：Stadtarchix

　　　　Ko｜1stanz｝

46．Aufnahme、’on　G．　Wol「．　Die　Auferwcckung　der　Tochter　deg．　Jairus　（Photo：StadtarchiN

　　　　Konstanz）
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47．Aufnahme　von　W．　Kratt，｜909．　Der　Sturm　aufdem　Meer　IPhoto：Landesdenk－
　　　　malamt　Baden－WUrttemberg，　AuBenstelle　Karlsruhe）

48．Aufnahme　von　W．　Kratt．1909．　Die　Auferweckung　des　Lazarus　（Photo：Landes－
　　　　denkmalamt　Baden－WUrttemberg、　AuBenstelle　Karlsruhe｝
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49．ALifTiahnie、on　G．slN・・’　o　1　f（N’or｜915？｝．　DcrSturm　auf　denl　Mecr　（Phot（、：

　　　T．Keller、　Reichenau－Mittelzelり

　　　　　　　　　　”　　　・　　　’　　　　白　　　…　　　　t　’　　箇

　一　　　嚇　　ご、w義、．　　　　　　　　’　　　　1

50．Aufnahme　von　G．Wolf（vor　lgl5？）．　Die　Auferweckung　des　Lazarus
　　　（Photo：T．　Keller．　Reichenau－Mi“elze11｝
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so　kontrastreich，　daB　manche　Details　zu　hell　oder　zu　dunkel　werden，　wobei　aller－

dings　das　Ergebnis　des　Kopierens　eine　gewisse　Rolle　spielen　kann．

　　　　Es　ist　gut　m691ich，　daB　G．　Wolf　auch　1906　und　1907　die　Oberzeller　Hi－

storienbilder　einzeln　photographierte：Es　gibt　vier　Aufnahmen，　die　das　Datum

1906bzw．1907，　das　aufder　Paltte　handgeschrieben　ist，　oder　das　so　lesbare　Datし1m

tragen51）：heute　sind　drei　Platten　davon（der　Sturm　auf　dem　Meer，　Abb．42；die

Heilung　des　Aussatzigen，　Abb．43；die　Lazarus－Erweckung，　Abb．44）bei　Herrn

T．Keller　in　Reichenau－Mittelzell　aufbewahrt，　wtihrend　sich　im　Stadtarchiv　Kon－

stanz　ein　alter　Abzug　aus　der　heute　nicht　mehr　vorhandenen　Platte　des　Blinden－

heilungsbildes（Abb．45）befindet．52）Zwischen　diesen　Aufnahmen　und　den　schon

erwahnten　von　l　898　ist　allerdings　kein　wesentlicher　Unterschied　des　Erhaltungs－

zustandes　der　Malerei　zu　beobachten．　AuBerdem　wird　eine　undatierte　Platte　G．

Wolfs　vom　Bild　der　Auferweckung　der　Tochter　des　Jairus（Abb．46）im　Stadtarchiv

Konstanz　aufbewahrt．53＼

　　　　Etwas　spater　wurde　dann　der　Zyklus　der　Historienbilder　vom　Karlsruher

Photographen　Wilhelm　Kratt　einzeln　aufgenommen．　Sein　Format　der　Platten，

die　sich　heute　bei　der　AuBenstelle　Karlsruhe　des　Landesdenkmalamtes　Baden－

WUrttemberg　be6nden，　ist　ca．20×30　cm，　die　aufgenommene　Bildflache　entspricht

der　Plattengr6Be．54）Diese　Photographien（Abb．47，48，51，53　und　57）sind　wesentlich

scharfer　als　die　von　G．　Wolf，　sie　stellen　die　besten　Photodokumente　des　Erha1－

tungszustandes　der　Wandmalereien　vor　der　groBangelegten　Restaurierung　von

l921／22　dar．　Jedoch　darf　man　bei　der　BenUtzung　dieser　Photographien　als　Ver－

gleichsmaterial，　wie　K．　Hecht55）hingewiesen　hat，‘‘’licllt　1’e’t・ge∬en，　daβ　die　danials

ro　tb〃〃∂ρηSc〃ckten　das　Rotbra〃〃derルla／erei／iahezu　s‘加・砒z，　Ge／b　sehr　du〃ke／，

c／qftir　6rti〃sehr　he〃t〃id・Bla〃〃ahezu　”’ei6　darste1〃‘・バ

　　　　Kratts　Serie，　die　zuerst　von　l922　K．　Gr6ber　teilweise（nur　drei　Bilder）ver6f－

fentlicht　wurde，　ist　l925　in　der　Festschrift“Die　Kultur　der　Abtei　Reichenaゴ

komplett　abgebildet　worden．56）　Weil　aber　in　der　alteren　Literature　das　Aufnahme－

Datum　dieser　wichtigen　Photos　von　W．　Kratt　gar　nicht　angegeben　war，　so　lautet

die　Bildbeschriftung　bei　K．　Martin（1961　und　l975），　der　nur　das　Bild　der　Heilung

des　WassersUchtigen（ohne　den　Maanderfries）reproduzierte，　und　auch　bei　J．　und

K．Hecht（1979），　die　die　Serie　vollstandig　im　Tafelband　groB　wiedergaben，　aus

Versehen：［der　Zustand］nachder　Restaurierung（bzw．　Reinigung）von　1921／22．5品

Jedoch　wurde　diese　Kratt’sche　Serie　aller　Wahrscheinlichkeit　nach　l909　gemacht

und　zwar　aus　folgenden　GrUnden：Auf　den　Kartons，　auf　die　die　heute　im　Karls－

ruher　Denkmalamt　aufbewahrten，　alten　AbzUge　von　den　Kratゴschen　Platten

aufgeklebt　sind，　ist　erstens　folgender　Stempe1（Abb．47　und　48）eingepr口gt（Blind－

druck）：W．　KRATT　HOFPHOT．　l　GES．1909　GESCH．／KARLSRUHE／．　Diese
AbzUge，　die　damals　Kratt　selbst　herstellte，　sind　ins　Amt‘‘o〃729．〃．1909　eingρ一

go〃geバ，　wie　es　auf　der　RUckseite　einiger　oben　erwahnter　Kartons　mit　der　Feder

geschrieben　ist　Ubrigens　fehlen　heute　zwei　Platten（die　Heilung　des　WassersUch一
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tlge　und　der　Seesturm）der　jetzt　in　Rede　stehenden　Serie　von　W．　Kratt，　wahrend

die　AbzUge　aus　dem　Jahre　1909　vollst註ndig　auf　uns　gekommen　sind．　Zweitens

mUssen　die　Aufnahmen　W．　Kratts，　diejeweHs　die　Historienbilder　mh　den　sie　ob（n

und．u・ten　ab・chli・B・nden…nK・S・hilli・g　Ub・・m・lt・n　Maand・・f・i…nz・ig・n．

wenlgstens　vor　der　Restaurierung　von　l921／22　gemacht　worden　sein，　wcil　bci

dieser　Restaurierung　die　beiden　Maandcrfriese‘‘abpa†inierゴ’wurd籠58‘

　　　　W・nn　man　nun　v・n　d・m　V・・gl・i・h　d・・A・fnahm・n　v・n　W．　K・att（1909）mit

denselben　v・n　G・W・1f（1898　und　1906／07）au・g・ht，　b・・t・ht　b・zUgli、h　d，、　E，h。1－

tungszustandes　der　Wandmalerei　selbst　im　wesentlichen　keine入nderupg．　Jcdcch

beweisen　die　Kratピschen　Photographien，　daB　auf　allen　Historicnbildern　an

emlgen　St・11・n　am　w・it・・t・n　auf　d・m　Laza・us－Bild（Abb．48）

Verputz1Ucken（und　MauersprUnge），　die　in　den　Wolf吟schξn　Aufnakmen（Abb．

35，39und　44）zu　sehen　sind，　damals，　also　mindestens　in　der　Zeit　zwiεchcn　1898

紺罐1ぱ麟蒜1忽器1烈ご器「lile撒：l
wird，　bei　der　Restaurierung　von　1921／22　mit　den　entsprechenden　Lokalfarbcn

Ubermalt．

　　　　S・hli・Bh・h　gibt・・ei・・vi・・t・G・upP・d・・A・fnahm・nv・n　G．W・lf（Abb．49und

50）・Si・b・・↑・ht　aus　scch・Pl・tt・n（・・丘hl・n　Pl・tt・n　v・n　der　H・ilung　d・・Bli・dg・

borenen　und　der　Henung　des　Aussatzigen）．　Das　Format　der　Platten，　die　sich

heute　bei　Herrn　T．　Keller　in　Reichenau－Mittelzell　bc　fi　nden，f°［ist　30×24　cm；drci

Platten611　tragen　das　handgeschriebene　Datum　l924，　das　jedcch　nicht　glaub．

haft　ist，　weil　der　auf　allen　sechs　Platten　mi†photographier↑e　untere　Maanderfries

d・n　tib・・m・lt・n　Z・・｛and…d・・R・・↑au・i・・ung・・n　l921／22　zeigt　und　auB，，d，m

auf・i・・Pl・’‘’t・n621am・b・・en　Rand　d・・Pl・tt・d・・unterst・T・il　d・・h・・hg・z・g・n，n

Tapetenkopien　K．　Schillings、　die　1921／22　abgenommen　wurden，　noch　zu　sehen

ist．　Die　vierte　Folge　der　Wolf叫schen　Aufnahmεn　entstand　also　offensichtlich　vor

der　Restaurierung　von　l921／22，　und　zwar　wahrscheinlich　vor　l915，　weil　min－

d・・t・n・i・di・・em　J・h・・ch・n　v・n　all・n　acht　L・i・wandt・p・t・n　nu・1－2　Ub・・h・upt

aufziehbar　waren，　wie　J．　Sauer　l　915in　einem　unver6ffentlichten　Briefberichte†．63）

G．Wolf　dUrfte　1924　die　frUher　aufgenommenen　Platten　reproduziert　haben，　um

eine“Reserveplattビzu　machen．64．

VL　Die　Entfernung　der　Leinwandtapeten

　　　Wie　schon　erwahnt，　wurden　bei　der　Instandsetzung　um　l890　die　Tapeten－

kopien，　um　die　Historienbilder　in　den　malerischen　Gesamfzusammenhang　der

Ki・che　ei・・ubi・d・n・ang・nracht・w・il　nu・du・ch　d・・A・b・i・g・n　d・・V・・ha・g・

dle　Forderung　nach　einer　Ubermalung　der　Hauptbilder　abgewehrt　werden　kon－

nte．　In　der　Zwischenzeit　hat　sich　herausgestellt，　daB　sie　die　originalen　Malereien
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verkratzen，　daB　sich　hinter　den　Tapetenbildern　Staub　ansammelt　und，　daB　die

Originale　nie　gesehen　werden　k6nncn，　weil　die　Vorhange　mit　der　schnell

defekten　Aufzugvorrichtung　nicht　vollstandig　aufzuzieh∈n　sind．

　　　　Der　GroBherzogliche　Konservator　der　kirchlich（n　Denkm員1er　der　Kunst　und

des　Altertums，　J．　Sauer，　schreibt　diesbezUglich　in　ein∈m　Brief　vom　22．　Ju旧915an

das　GroBherzogliche　Ministerium　fUr　Kultus　und　Unterricht：‘‘Tatsa（he　ist，　daβ

vo〃a〃de〃8　Tapeten　keute〃〃r　1－2　tiberha〃pt　a↓uf2～ehbar　s「ndu〃dablch　die〃ur　bis　zur

／～albe〃　Hb’he．ノ（Vl　bezwe（プ7ρ，　ob　dasノ《2　andρrs　war．　Die　Tazフeten　si〃∂so　gross〃〃∠∫

sc加・er，　ihre　untere　Leiste，　durch　d’e・die・Sta〃ge　gcftihrt　werden　mu∬，　um　die　gan2e

gro∬ρ、Platte∫〃den　beide〃Ftihru〃9∬ehar〃ieren／lochzusto∬εη，1iegt∫o　hoch・da∬

es　ei〃D肋g　der　Un〃ib’glic／7ke〃ist，　den　Sto∬so　2〃．ftihre〃，　da∬die　Tapete　gleich－

〃磁∬ig　i〃den　Schar〃ieren　hochgeh　t．　Jedeilf　zlls　hd〃ge〃weitatts∠lie〃leiste’1　Tapeten，

so　la〃ge　ich　die　Reichenauer　ke〃〃e，　at’∬erhalb　der　Schiene／1，　und　das　trotz　wieder－

ho〃er　Einricht〃〃g．　Gerade　dadt，rc／1　werde〃aber　die　dart〃lter　1’egenden　O〃g肋o〃ρ〃

aqfs　schwerste　gくfdihrdet，∂αdie　Tapete　vo〃1ルle∬’7er　wie　vo〃．fremde〃Kirchen－

besucher〃bein7　Vers〃C／1，　sie　doch加die　Hb’hρZ〃わ〃’7ge〃，　stetsα〃die　vaand　ge－

st。∬ρ“wird．　Die∫C加1…rriehtung　b〃〃91∫・〃1〃〃∫C〃噺κρ1〃e　Sicherung　der

a〃ρ〃ルfalereie〃〃iehr，　so〃der〃ei〃e　dirρkte（7C声乃r∂〃’79．　Ei〃e　Verstaubung　wゾrd

erst　recht〃icht　durch　sie　verhinderちda　der　Staub加dρm　s（・h〃？a1ρ〃schacl？　tartige〃

Zwische〃rau〃7，　der　zu，ischen　Tapete　und〃b1π7　geb「1det　wird，　geradezu　a〃gesogen

und　auf　d匡eルfalereie〃gelegt　vvird．　Es　kann　darum〃icht　rasch　genug’ηit　diese〃

gfinzlich　u〃prak　tische〃Vorrich　tu〃ge／7　aqfgerdu／77・t　va’erden・・・…　　　ル1ein・4〃trag

geht　daru〃？dahi〃，　da∬alsba〃bei　Begi〃n　der　tib〃ge／7　Arbe〃ρη∫〃der　Kirche　die

Tap・te〃e〃tfer〃ちdieル1・1・・eien　gere〃・∫gr願ρx∫・〃〃〃d　das　tibrigeノ〃〃e・e　daz〃

gestin7mt　vt・ird．’”65’，

　　　　Im　Gegensatz　zu　J．　Sauer，　der　die　Entfernung　der　Tapeten　fordert，　ist　der

GroBherzogliche　Konservator　der　6ffe　n†lichen　Baudenkmale，　Kircher，　wie　er　in

einem　Briefvom　8．　Feb．1916an　das　GroBherzogliche　Ministerum　fUr　Kultus　und

Unterricht　schreibt，66・）nicht　so　fest　wie　der　Konservator　der　kirchlichen　Denk－

maler　davon　Uberzeugt，　daB　die　Tapete　entfernt　werden　mUssen．　Kircher　behaup－

tet　nur　eine“　Rich　tigste〃〃〃g［wahrscheinlich　Rcparatur］der　4ψ〃gぷε∫〃r「chtu〃g

．伽di・T・p・t・〃nd・∫〃・c・v〃．［sic］・〃∂・w・〃∫9・〃・・〃g・mb’∬・・B・ha’・伽9　d・r

ルfo　1ρrρie〃．’，

　　　　AnlaBlich　des　bevorstehenden　1　200　jahrigen　Jubilaums　der　GrUndung　des

Inselklosters（724－1924）hat　man　im　Jahre　l921　damit　begonnen，　die　Wand－

malereien　abermals　zu　Ubergehen．　Man　entschloB　sich　endlich　die　die　Original－

malereien　verdeckenden　Tapeten　zu　entfernen，　die　alten　Malereien　v611ig　zu

reinigen．　Die　Tapetenkopien，die　mit　einer　Aufzugvorrichtung－　dercn　Halterung

heute　noch　teilweise　vorhanden　ist－　versehen　wurden，　sind　Anfang　September

l921　in　J．　Sauers　Beisein　abgenommen　worden　und　waren　auf　der　Frankfurter
Messe－Ausstellung　zu　sehen．67、　Uber　das　weitere　Schicksal　dieser　Rollos，68　’，　die　dem

86



Badischen　Ministerium　geh6ren　und　der　Oberzeller　Kirche　nur　geliehen　gewesen

sein　sollen．69［weiB　man　nichts，　jedenfalls　sollen　sie　nicht　mehr　an　ihre　bisherige

Stelle　gekommen　sein．

VIL　Die　Restaurierung　der　Jahre　1921／22

　　　　Die　groBen　Historienbilder　an　den　beiden　Mittelschiffswanden，　die　g1Uck－

li・h・・w・i・enachd・・F・ei1・gungimg・・B・nundganz・nv・・」・d・mg・・B・n　Ei・g・i仔

bewahrt　blieben，　was　Ubrigens　als　Verdienst　vom　damaligen“Grossh．　Conser－

vator　der　Kirchlichen　Alterthuemer”，　F．X　Kraus，　angesprochen　werdcn　dUrfte，7〔｝’）

wurden　bei　der　im　Laufe　der　zwei　Jahre　1921　und　1922　durchgcfUhrten　Restau－

rlerung　faktisch　zum　ersten　Mal　nach　der　Aufdeckung　behanddt：sie　wurden

nachfreigelcgt，　gereinigt　und　fixiert．　Nach　dem　l924　in　der“Denkmalpflcge　und

Heimatschu†ブver6ffentlichten　Bericht　des　damaligen　Konservators　der　kirch－

1i・h・n　D・nゆal・・w・・di・g・・amt・1・・tand・etzung“4・〃・κu〃stm・1・・　［Vikt・・l

Mezge・au・Ub・〃〆〃9・n・a〃・・〃・・〃．　Er〃ψ蜘・〃t・雁～〃・r［J・・eph　Sauers陶1〃〃9

durch　de〃i〃solchen　Aufgabe〃∂〃rchaus　erprobte〃uノπ！〃〃gemei〃zuverldi∬～9e〃

Ma1・・［H・］α・・郷蹄・〃，　d・・　i・　m・〃・t・Za〃9・・　G・d・1・砂・b・・s・w・〃∂∫・・δ11∫9。

Reinigt’〃g　der　altenルfalereie〃，　a／S　auch　deren　Fixierung〃〃d　die・4〃gle～c加〃〃g　des

i～brige〃1’7〃er〃仇ei’ler　〃ピ∫5e　1，0〃70んη，　die　a／s　vorb∫〃〃ch　bezeic17〃et　M，erde〃

ka〃〃．吟，7㌧

　　　　J．Sauer　berichtete　zuerst　in　einem　unver6ffentlichten　Brief　vom　8．　Okt．

1921an　das　Badische　Ministerium　fUr　Kultus　und　Unterricht72）Uber　den　Restau－

rlerungsvorgang：“Z）iese／hsta〃dsetzungsarbeiten∫∫〃01　se〃ノ〃1i［1921］∫〃（7a〃g〃〃∂

v°”mlr　2・ρ・％1ρ1〃9・he〃∂・qf　a〃e　bisノ・1・1・・’・9醐〃・〃Ei〃zelhe〆t・n　9・p・drYlr

worde〃・∫ie　ll’erde〃aber　sicherlie／1仇dieseni／ahre　niclit’nehr　z〃Ende　94勘〃

u’erde〃κδ〃ne／7・Dρ〃ηsie　er〆brdern　das　hb’chsteルfa∬α〃Ged〃1∂，　a〃pei〃／icher

Sorgfalt　und〃a〃1en〃ich．fi～r　das　Zusa’η’ηρ〃一〃，ld、Herabsti〃7〃7e〃der〃euenルfalereie’7

Sch～”加95〃ηFe’isrergade〃und　an　der　Flac／ldecke　ei〃stdi〃digeぷ1）robiere〃．／Was

aber　bisノ哲zr　erreicht“’orden　ist，　bcfriedigt／edenノ（e〃〃er仇tiberrasche〃de〃1ルfasse．

・・…　　　∠）ie　M’ich　tige〃ルfalereie〃vo〃etwa　1000〃1　de〃〃auptsch～tffwdi〃de〃

”1〃∬te〃ρrst　gri～〃dlich　vo〃ei〃er〃oc／1　i〃erheb〃che〃7　Umfa〃g　vor／7a〃dene〃τ冴〃・・

chschicht　9ρrρ加∫9τ，　soda〃〃∫〃zu・ei〃ialiger　Trfi〃ku〃9プ7xie〃werde〃．1）a　ist〃〃〃

ersta〃〃1ich・Mプe　leuchte〃d　d～ρFarbe〃w，eider　z〃〃7　Vorschei〃kame〃，ぷo　krbftig〃〃∂

～〃so　raff〃∫ρ〃ρ〃7　A　ny，〆｝rαg，　da∬，　wer　sic／7〃icht　vor　denル1alereien　selbρr　wo〃1（］eri～st

a〃stiberzeuge〃kan〃，　u・o〃Zwρφ1／7ege〃んδ〃〃te，　ob〃ic／1t　doch．4　uOS〃ぷc加〃gρ〃

vorgρ〃omme〃”’urde／7・Vor　de〃B〃dern　selbρr　aber　wirdノρder　Verdacht　rasch　fa〃ρ〃．

・・… 　ノst　die　Z〃ぷ伽・「ssetzung　abgesc〃o∬en，　u，o［sic］　wird　der　Oberze／ler

◎〃〃5wo〃als　d「ler　beぷterん1〃ρ〃ρu〃∂o〃ch〃〃bertih〃este　a〃gρぷeh　en鳥’erdenκδ〃〃ρ〃．

Den〃es　wird　a〃ihm　kei〃1）i〃selst〃ch　ne〃er　Zutat　oder　Ergb’nzu〃g　vorhande〃sei〃．”
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　　　　J．Sauer　berichtet　dann　am　10．　Janner　l922　an　das　Ministerium　Uber　den

weiteren　Verlauf　der　Restaurierung：“　Die．4rbe〃e’1　iil　det’Kirche膓tt　Reiche／7a〃－

Oberze〃　’ηusste〃　　E〃de　／Vo　ve’nber　［1921］　u〃terbroche〃　　u’erde〃．・　…　　　　　●　・Die

grosse〃　Historienb〃der　si〃d　bei〃7〈ゴ〃e〃r　letzte〃　Besuch，／14／Ca’7gs　Ok　tober　［1921］

zur　Hdlfte　sch・〃be／la〃de〃geweseバ73　T

　　　　Am　10．　Juli　l922　konnte　weiters　J．　Sauer　an　das　Ministerium　schon　folgenden

Bericht　erstatten：“Die／lrbe’ten　hier〃tihern　si（ゾh∫〃1　Sch↓ノr　a〃〃1～i〃∫c／1　ihre〃、Ende，

va，iewo〃noch　tibera〃kleinere　und・zeitraube〃de　Ubergeh〃Ll〃ge〃，　Beseitigen〃ei〃er

Tti〃chreste　i〃Vertiく伽gen　der　B〃der，・・r　a〃ρm伽r　Bρノiandlung　der　Sdulen　und

der　σ〃ter5プc／iten　der　Ru〃dbb’gen〃b’tig　s↓〃d．”711

　　　　Vom　l　3．　Dezember　l922　ist　J．　Sauers　eingehende　unver6ffentlichte　Ab－

schluBbericht75）datiert，　den　wir　mit　seinem　ver6ffentlichen　Bericht　von　1924

zusammenfassen：‘‘1）ie、4rbeiten　an　den　Ma／ere～en　sind　seitル1〃te　November

・bgesc〃・∬en∫・・…　Die”wichtigste　Arbeit　an　der　Kirche，∂∫ε鋤α〃dlung　der

Ma／ereien　des　Mittelschiffes　wurde・・n〃lir’77ehrmals　tiher”’acht，　gepr4’ft，　zuleτzt

〃・（・h　bei　Absc〃μβ4εr物ρ〃A4．fang　7V・vc）〃iber．　Behandelt　M’ttrde　die　Malerei　der

Westapside，　der　gr・6e　Bi／・7erfrie6　der　H・（・hsch（∬i・・’a’〃de，　m〃de／n∂εr疏r　gαηz

〃e〃g卿〃e　Ap・st・獅5〆∂・ηH・chM’a・idfltiche’7　z1・・ischen　de〃Fenst・r〃〃〃d　der

iiberma〃e（」yklus　der　Medai〃・励〃der　in　den　ArkadenzM’ickeln・〆urch　starκe　Ab－

rδ〃u〃9’〃、Ein〃〃7g　gehrac／lt　va’erde〃〃luノ鍵te　d～’rch　starke　Herunterst’〃7〃π’〃9　der

Ubermalung．・・…　D’・Hist・〃・・め〃∂・r・／es　Mittelsc／llffes　si・π1’η〃ga・π肥

〃igen　Lti（・ke〃γδ11∫9’ioch　e〃10〃en；es　hat　sic／r‘／z’〃ノ1　e～’7e　Z～beraus〃2↓”lsa〃le／｛わノb’su〃9

za／i　lreic17　er　Ti～’7（ゾlreste，761〈／ie　be～der　Freilegu〃g　in　de’180er　［sic］ノahre〃　stehen

わ／ieben，”，ese〃τ〃ch　mehr　noch　erz’e／e／i　laぷse〃，　vor　a〃e／n　aber　si〃‘∫‘ノie．8∫〃er　d〃rch

Eηζノセ〃7ung　des／ahrzρh〃1ρ　1a〃9　a〃ge、∫a〃7〃7elte’7　StauZ）ρ∫u／7∂〃ach　Trdi〃」を↓〃79〃lit

Fixativ・erstau〃1ich　9〃t　u〃晒伽〃krditig　zu〃7・Lehe〃eri4・’eckt・M’・rdeバ77，“Nach　der

Beli・ndlu〃g励dem　tib〃chen　Fixati・mitte／・・〃C・P・ハ’balsa〃778）勧c1・teten∂∫ρ

姻〃9ρ〃Deckfarbe〃，〃ame〃〃～ch　das　ultrama〃’7blau〃7d・das∫〃1・r・gdgrti〃der

〃ノ〃tergrtinde，∂・s　Ockerge／b・blnd　das　P〃rpurr・r∫〃einer・erstau〃〃（・hen　Krqft　w’ieder

o妖”79』1

　　　“Uebe〃nalunge〃habe　ich　nur　anρ∫〃er　Ste〃e　deu〃ich　festste〃ρ〃んδηノle〃，　a〃？

i’orderste〃B”de　der　Stid”’α〃c／，　der　1ノ「e〃〃〃g　des／4　ussditzige〃［Abb．51］：17　ier　M’urde，7

dieκopfle　der　Ap・ste1　li〃ks，～〃9・tischer　Ze〃，　der　Farbe〃ach　z〃s（’〃ie6e〃，∫〃1

14．ノhh．　in　derbe〃ge〃）brau〃ρ〃Tb’ne〃aqfgqfrischt，　auソ9erde〃7　tiher　d’eκo〃lposi”o〃

weg　ein仇51θr励Rα〃ken　gemalt．　Let2tere・habe　ich　behuts・m　wieder　entfer〃ρ〃

／asse〃［Abb．52］；die／4　uffrisch〃〃g　der　KδRノセノlat　aber　alle〃レ／ersu（ゾlen　ei〃er　Tilg〃〃g

l・1／idersta〃∂gelei5・tet．1（ゾ7　ver〃lute，　dass　dieser　Eingriff　in　Z〃sa〃7me〃ha〃9　steh　t〃7〃

der／｛μ／ア∫cカr〃〃g　des　a〃dieser　Ste〃ρb↓s　i〃s　19．ノhh．　gestande〃（？n　Lett〃ers・D’ese

ba〃〃che　Zutat　des　14．　Jhhs，　hat　aber　auch　beiderseits　de〃　zwei／7istorienbilde〃1

［Abb．32　und　33］schwere〃Schade／7　gebrac／lt，∫〃SQノ？〃7　an／ede’η　B↓ld　der　beiden

Seite〃in・der・Mitte　ein　Sttick　ve〃ore〃ging，　wahrschei〃1ich　an　den　Anschlu∬stellen
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des　Lettners　a〃die　Wa〃d．　Nur　hier　M’eist　der（］yklus　Lticke〃auf二Herr　Gl・s，　der

die　B〃der　beha〃de〃e，　hat　aber　die　ausgegipste〃レ醐〃1z5rρ〃en　derart　abzutb’ne〃

geM’”55「，　das・∫∂↓eσ”te「b「《2c／～ノ7〃〃9∂《？rκo〃llフ05∫1∫o’7　k　ai〃1∫〃∂ie／f　uge〃．fb’1〃．”8〔い

　　　　Zwar　berichtet　J．　Sauer　nichts　Besonderes　Uber　weitere　Arbeiten　der　Entfer－

nung　der　gotischen　Ubermalungen，　aber　auch　im　Bild　der　Auferweckung　der

Tochter　des　Jairus　wurde　sie　vorgenommen8i　’：es　handeltsich　umdie　Decke，　die　das

Oval　des　Bettes　so　ausfUllte，　daB　man　von　der　EIIipsenform　kaum　etwas　merken

konnte（Abb．53　und　54）．　AuBerdem　dUrfte　in　demselben　Bildfeld　auch　der　merk－

wUrdige　braune　Streifen，　der　von　der　hinteren　linken，　tragenden　StUtze　des　Un－

tergestells　beginnend，　rechtwinklig　bis　zu　der　vorderen　rechten　StUtze　verlauft，

gotische　Ubermalung　sein：diese　braune　Farbe，　die　wahrscheinlich　ein　Bettgestell

darstellt，　konnte　man，　wie　es　scheint，　bei　der　Res↑aurierung　nicht　entfernen．82，

　　　　Im　Bericht　vom　13．　Dez．1922　heiBt　es　nun　weiter：‘‘Heute　steht〃〃〃das

9α〃膓eノ〃’lere’〃ein　（）　117　solc／1　e（freulichen　ha〃170〃is（・ノlei7　Gesa〃ltton　da，　da∬auch

die　Rei（ゾ1（）〃auer，　insbeso〃dere‘der　Rfarrer　des　Lobes　iiber　das　Erreichre　1，0〃sind．

・・…
　Sc／10〃beini　Ei’ltritt　wird’11a〃tiher　den　M・’u〃der｝，o〃en　wαr〃le’n　Gesamt．

t・〃der　g・’lzell〃lalerisc1～e〃Dek・ration　eofbeut　sein．　Der　gr・∬e　Historie〃Cγ〃us

zieht　si（’／1　vsゾe　ei〃her〃icher　Gob〃〃he／lang　in　versc〃o∬ene〃Farben　u〃d・doch　mit

durchgdng〃c／1　deutli‘ゾ1　erke〃〃bare〃1　Bildinhalt　tiber∠！ie　wa’〃de．　Was　die　De〃k－

ma／S／）fiege・ノizustreben　h・t，‘／ie∫・rgs・ノηρ’・es〃・se　E〃la〃ung　des　Alte〃・h〃e　Ver－

di〃dertt〃9　sei〃es　Erhaltungszusta〃des　t〃ld　dieρ∫’711・c・it〃che　Eing〃ederu〃9　dieses

A　lten　i〃de〃ga’lz（・〃Rau〃i，　das　ist〃ieines　Erachtens／iier　at｛fs　glticklichste　errei－

c171∴83

　　　　J．Sauer　betont　auch　im　Bericht　von　l924，　daB　der　gesamte　Malereibestand

Sch川ings　　der　Apostelfrieg．　，　die　Meda川onbilder　der　Zwickel，　die　drei　M　tiander－

friese＆i　，　und　die　Dekoration　der　Decke　－　stark‘‘abpatinlerピ’werden　muBten，

“ un7・die　A〃91eic／lu／lg・’7　de〃T・n　der　alte・I　M・1ereiρ〃2t’海∂ρ〃．”85’

　　　　Nicht　uninteressant　fUr　die　Erhaltungsgeschichte　der　Historienbilder　ist

Ubrigens　in　demselben　Restaurierungsbericht　Sauers（1924）folgende　Bemerkung

Uber　die　Applikationstechnik86’：も‘　Dieルta／ereie〃imルlittelschiff　wτe　a〃der　レ｝・’est－

apsis　hatte〃urspri7〃9〃ch　ein（711’（・s（・n〃iche　E〃？　b’h　ung　ihrer　Farbenwirku〃9　durc／1

1nkurusta〃o〃e〃〃lit　Meta〃〃〃‘〆1，ie〃eicht　au‘・ノ1　Stei〃e〃．　A〃e　Nimbe〃des　Herrn

M’are〃ノη〃gro、βe〃601dscheiben　ausgelegt，　in　de〃en”・ahrschei〃1ichηoc〃励∫9ρ

∫teine　sa．rse〃：di（）sc」Ei’ilage〃si〃d・heute　noch　a〃de〃Dtibe〃b’cher〃und・de〃Ver－

putzrd〃de〃7　der　Scheiben　erkennbar．　Nur　i’n　B〃〃ρ5」〃〃9〃〃9ぷvon　Nai〃1　ist　ei〃

etwa　6ル〃〃i〃leter　starker　Ktopfernage／vo’1　t〃iregelnth’6igem，．∫ε～ηノetei1～ge〃1　euer－

schnitt　stecke〃geblieben，　i〃∂ρ∬（・n・berer　BruchLfldiche　noc／）6・1‘lspuren　der　ursprtiノ？9－

〃ch　dara　qf’　gese∬ene〃Sc／ieibe　erke’inbar　sind．”’Die　Praxis　der　Applikation，　die

auch　im　Weltgerichtsbild　und　im　Kreuzigungsbild　auf　der　AuBenwand　der　West－

apsis　vorkommt，87、　ist　namlich　als　typisch　reichenauisch　anzusehen．

　　　　In　die　Restaurierung　der　Jahre　l921／22　wurden　Ubrigens　auch　die　l846
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51．Aufnahme　von　W．　Kratt，1909．　Die　Heilしing　dcs　Aussatzigen　（Photo：Landesdenk－

　　　　malamt　Baden－WUttemberg，　AuBenstelle　Karlsruhe）

52．Aufnahme　von　T．　Keller，1925　（Photo：T．　Keller，　Reichenau－Mittelzell）
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53．　Au「nahnlc、on　W．　Kratし1909．　Dic　Aul＞r、、cckung　der　Tochtcr　des　Jairus　　｛Pllotol

　　　Landesdellkmalamt　B：aden－WUruelllnerg．．ALuBcnstclle　K：nrlsruhe）

遍麗霧這逼、藏箋麟薩藏謬炊灘羅
一・・・ 　…’～　　一　　　・・　’・　　骸・　　　　　磐・’醸隅，灘蕪’　念　”x

’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
難

”・㌦　・＿繍無’灘響㌧・　　難馨　ぽ
　“　　　）　　　露、・・繰…　訂；！．蘂☆　　　、蘂灘　　云

嚢霧・…1翻騨警誓魑／／”11ill’i’11響螺羅難灘．

、，

璽纏謬璽遡羅轟難羅職講翻墜
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　，　　　　　　　　　t：　　　　、　　s．＾k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　’　　　　　　　　・　　　，　』　　　筑　　覧滝．e　　　「／t・tl　　　’　“
　’ひ　　丁・　　　　　　　・．一　＾　　　　・・t已　　　，4　　　　　　　t，“　　　　　　　　　　　、』

　　‘’i　、漣閉‘。．灘　・灘繊醒響萎羅　　翻

．、

　　藷鵜，凋　懸　・麟魏膓矯詳、懇犠　　’

54．Aufnahme　von　T．　Keller、1925　（Photo：T．　Keller、　Reichenau－Mittelzel1）
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entdeckten　Wandmalereien　im　ObergeschoB　der　Westvorhalle　mit　einbezogen，

hingegen　bauliche　MaBnahmen，“d’ρ〃’lter（ノ〃lsid’？de〃it’ichtige　baugeschich〃iche

Festste〃〃〃ge〃ρ・〃ib’91i・ht　hditteバ“∫〃？Hi’め〃ck　aq〃i・　pr・klt’・e　va・i〃∬吻〃∫c乃ρ

肋9～’88）nicht　gemacht．

　　　　Die　groBangelegte　Restaurierung　der　zwanziger　Jahre　war　nun，　rUck－

blickend，　fUr　die　Erhaltungsgeschichte　der　ottonischen　Figurenbilder　ein　nicht　im－

mer　ganz　erfreuliches　Ereignis．　Wir　wir　oben　gesehen　haben，　hebt　zwar　J．　Sauer

merkwUrdigerweise　in　dem　unver6ffentlichten　Bericht　vom　8．　Oktober　l　921　her－

vor，　daB　es　am　Zyklus　der　Wunderszenen“kei〃Pi〃selst〃ch〃α’er　Zutat　oder

Eγgδ〃zu〃gううvorhanden　sei，　d．　h．　keine“Aufrrischungen”vorgenommen　worden

seien．89）Auch　im　ver6ffentlichten　Restaurierungsbericht　von　l　924　ist　zwar　von

der　neuen　Ubermalung　und　Korrektur　der　Bildfelder　Uberhaupt　keine　Rede，

jedoch　unterliegt　es，　wie　ich　schon　in　den　Relchenau－Studien（Teil　l一玉II，　VI　und

VII）90）ausfUhrlich　gezeigt　habe，　keinem　Zweifel，　daB　die　Historienbilder，　sei　es

jeweils　e▲nzeln　mehr　oder　weniger，　bei　der　letzten　Restaurierung　retuschiert

wurden．　Eigentlich　schon　von　Anfang　an　waren　in　der　Kostenberechnung　fUr　die

Restaurierung　tatsachlich　die　Kosten　auch　fUr‘‘i，orsicht～ges　Retouchiere〃sowie

Ergdnzu〃gen　der　abgebld〃erter　Teile’miteingeschlossen．9小

　　　　Was　die　Tatsache　selbst　betrifft，　daB　sich　an　den　Wunderbildern　eindeutig

Erganzugen　aus　dieser　Restaurierungsperiode　nachweisen　lassen，　hat　darauf

bereits　l927　A．　Aichinger，　der　sich　1923－26　Reisen　unterzog．　um　den　Bestand

der　Oberzeller　Wandmalereien　festzulegen，　in　seiner　unver6ffentlichten　Wiener

Dissertaion　Uber“Die　Wunderdarstellungen　im　Langhause　der　Kirche　St．

Georg　zu　Oberzelle　auf　der　Reichenaゴ92／hingewiesen：Seine　Schilderung　Uber

den　Erhaltungszustand　der　Historienbilder　ist　allerdings　nicht　immer　exakt　und

problematisch，　was　schon　aus　dem　Vergleich　der　alten‘‘h｛storischeバPhoto－

dokumente－die　Aufnahmen　von　G．　Wolf（Abb．23－46，49　und　50）und　W．
Kratt（Abb．47，48，51，53　und　57）－　mit　dieselben　von　T．　Keller（Abb．52，54，55

und　58），　der，　wie　spater　erwahnt，1925　die　restaurierten　Historienbilder　einzeln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

aufnahm，　hervorgeht．　Immerhin　haben　die　HinzufUgungen　und　Ubermalungen　m

den　ersten　zwanziger　Jahren　dieses　Jahrhunderts　nicht　den　befUrchteten　Umfang，

der　bisher　die　Stil－Analyse　der　Oberzeller　Wandbilder　gebremst　und　ihren　sti－

1istischen　Wert　eher　niedrig　einschatzen　lieB．　Aus　der　eingehenden　Analyse　des

Erhaltungszustandes　ergibt　sich，　daB　viele　Teile　der　einzelnen　Figurenbilder

durchaus　noch　ein　Urteil　bezUglich　des　Stiles　erlaubt，93、　obwohl　tats5chlich　die

Secco－Auflagen　Uberall　verschwunden，　die　Farben　meistenteils　abgestaubt　waren，

und　dies　schon　damals，　als　die　Wandbilder　unter　der　TUnche　entdeckt　wurden．
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VIIL　Photographische　Aufnahme　der　einzelnen　Historienbilder　nach

　　　　　　der　Restaurierung

　　　　Wie　J．　Sauer　l921　in　den　beiden　Berichten　vom　8．　Oktober　und　vom　20．

Oktober　an　das　Ministeriumも41　auBerte，　plante　er　ein　groBes　Tafelwerk　Uber　die

Oberzeller　Wandmalereien，　das“s（’ho〃励g∫rρ仇Des　ide〃〃〃1　der碗∬e〃scha∫1”’

ist，95‘wozu　der　Verleger　Benno　Fnser　in　Ausburg　nach　der　durchgefUhrten　Rei－

nigung（1921）vom　GerUst　aus　photographische　Gesamt－wie　zahlreiche　Detailauf－

nahmen　hatte　anfertigen　lassen，　die　ohne　jeden　staatlichen　ZuschuB　geschahen．9・6，

Zwar　kUndigte　J．　Sauer　auch　in　den　beiden　Aufsatzen　von　1924　und　1925　die

Ver6ffentlichung　der　Oberzeller　Wandbilder　an，9かaber　seine　AnkUndigung　ist

nie　erfUllt　worden；Wohin　die“kostspie〃ge’プ「Aufnahmen　von　B．　Filser　gekom－

men　sind，　weiB　heute　niemand．

　　　　Ubrigens　wolhe　auch　G　Wolf　in　Konstanz　nach　der　Instandsetzungsarbeit

der　alten　Wandmalereien　Aufnahmen　Inachen，tj8　，“Saue〃iatte　sich　aber〃7〃∫んη

1・ρ’プ迦z1〃〃‘1〃7〃abgele／〃7t∴99）

　　　　Wenn　wiralso　den　Zustand　der　Historienbilder　gleich　nach　der　Restaurierung

prUfen　wollen，　so　sind　wir　heute　auf　die　SchwarzweiB－Aufnahmen　angewiesen，　die

von　dem　Reichenauer　Photographen　T．　Keller　und　auch　von　dem　Karlsruher

Photographen　W．　Kratt　gemacht　wurden．　T．　Keller，　der　bald　nach　dem

Ersten　Weltkrieg　begann，　in　seinem　Heimatort　die　Kirchcnbauten，　deren　Aus－

malung　und　andere　sakrale　Kunstwerke　zu　photographieren，　nahm　1925　die

Oberzeller　Historienbilder　einzeln　unter　Verwendung　von　orthochromatischem

Film　mit　Gelbfilter（Abb．52，54，55　und　58）．　Diese　Photoserie　wurde　aber　erst　1975

von　K．　Martin　vollstandig　ver6ffentlicht，1°°’　wahrend　dieselbe　von　W．　Kratt　schon

1938von　K．　Gr6ber　abgebildet　wurden．101iT．　Keller　soll　Ubrigens　auch　um　l928

die　Historienbilder　einzeln　schwarzweiB　photographiert　haben（Abb．56）．lo2！

lX．　Die　Wasserschaden　an　den　Historienbildern　im　Jahre　l931

　　　　Nach　der　Restaurierung　von　1921／22　wurden　die　Hauptbilder　der　Georgs．

kirche　im　Jahre　1931　durch　Regenwasser　beschadigt．　K．　Wulzinger，　der　Leiter

des　Badischen　Landesamtes　fUr　Denkmalpflege，　das　das　Nachfolgeamt　des　ehema－

1igen　Konservators　fUr　die　6ffentlichen　Denkmaler　ist，　berichtet　in　dem　Brief

vom　12．　Apri川939　an　das　Ministerium　fUr　Kultus　und　Unterricht1｛）3）Uber　Was－

serschaden　an　den　Wandmalereien　in　Oberzell　durch　undichte　Fenster，　die　er

bereits　l931　festgestellt　habe，　zu　deren　Behebung　aber　l939　noch　nichts　getan

war：“」〃7／ahre　1931　erlebte　ic／1∫〃der　Kirc／le　den　A　usbrt’c／1　eines　vo〃Stidn，，este〃

／ier　heraqfziehende〃ぷch”’eren　We’・tters．∠）a〃ials　dra〃9　der　Rege〃∫’1　erheb〃che〃7

θ〃1fang　durch　die　Gadenfenster　des　Hauptschilffes　ein，　rann・in　bre〃ρ〃1・Stro〃7．　tiber
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55．ALifnahme　von　T．　Kelier．1925．　Der　Sturm　auf　deni　Mecr

　　　（Photo：T．　Keller、　Reichenau－Mittelzelb

56．Aufnahme　von　T．　Keller，　um　I928　　（Photo：T．　Keller、　Reichenau－Mittelzel））
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57．Aurllallme、（〕n　W．　K：att、｜909．　Die　Er、、eckしmg　des」Unglings　voll　Naim

　　　　日）hoto：Landesdenkmalarnt　Baden－W〔lrttcmberg　AしIBcllsteUe　Karlsruhe）

　　　　　　　．　　ぽ　．・　　’．ハ＿難難纏騨鯉劉

鵡藁．態、曙藤議＿一・　纏凝，
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　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　’　　　　　　、戸　　　　　・　　、i　　　’　　ヒ　　　　　　　ta”
　　　』　　　　4　・　，・　　　　　　　　ぷ　　　　　　　べ頴　　　’㌦　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ’　噛謬　　・　．．

　　　　蜀躍’慈溺覧煤鋼・麹　ε　。＾騨、誰繍一1

蹴タ竃．聲フζ劉謬綴ξ嚢　墜鋼聰　叢．
｝　　磯　Y叉　　．　Z・一・一’㍊・瀕軽、一　　パ…　　　・・が二”・娠　渉，・、　　　　、、「、、

　　　　　・・　tt　　　ra　　　－▼　　　　・　　〕ぷ　　叶『、　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　込

；　　　噛　　　　．　　’　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　」

58、Aufnahme　von　T．　Keller，1925　　｛Photo：T．　Keller、　Reichenau－MittelzelD
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die　ei〃ziga〃匡9ρ川・eltbertih〃7te〃Gρ〃7a’1de　herab〃〃∂雄τ5c乃1ε∫〃die　Kirche〃bdnke

〃〃〃〃ter．ノc乃versta’〃∂igte　da陥Zs　scho〃∂∫ρz〃stdn　dige〃Ste〃ρ〃．　Es　schei〃t　aber

〃∫c〃ぷvera〃1asst　”’or∂e〃2〃ぷein．　Dρ〃〃励zeigen　heute　die　Ge〃7a’1de　d〃rch　breite

∂〃〃〃ere，　also　nie　ga〃z・trockne〃de　Streife〃den・Fo〃gang　dieser　Gefdihrd〃〃9．　E∫〃ige

∂ρr〃’andb〃der，　vor・a〃ρ〃7ρゐθ〃aiif　der　Stidse〃ρ，ぷchei〃en，　sowe〃〃7α〃ρぷvo〃〃〃ten

beu〃eile〃kon〃te，ぷc乃o〃erheb〃ch　gel匡tten・z〃habe〃．　Man　wird　also　auch∫ftir　deren

Sicher〃〃9　Sorge’ragen〃1ti∬e〃．／Vor　a〃e〃7　aber∫51，〃nd　zwa引・or　Ei〃rr∫∫τder

50〃7mergewitter，∂∫ρVerglas〃〃9　der〃ch　tgadenfe〃ster〃achzusehe〃朋∂zμ晒o－
　　　　　　　　　うハ

rleren．

　　　　Vermutlich　k6nnten　derartige　Wetterschaden　Ubrigens　aber　auch　schon　in

den　Jahren　vorher　bestanden　haben；denn　sonderbarerweise　verunzieren　in　den

Aufnahmen　von　G．　Wolf（1898，　Abb．34　und　38）und　W．　Kratt（1909，　Abb．57）

die　Bilder　dunkle　Zonen，　die　senkrecht　durch　die　Bildflache　hindurch　laufen．

Zum　Beispiel　zeigt　die　Kratt’sche　Aufnahme（Abb．57）der　auf　der　SUdwand

placierten　Szene“Die　Aufe　rweckung　des　JUnglings　von　Naim吟“）dunkle　senk－

rechte　T6ne，　die　vor　allem　die　Figur　des　vorderen　von　den　an　der　Spitze　der

Bahre　stehenden　Tragern　verdecken，　und　zwar　lauft　diese　dunkle　Zone　durch

den　mittleren　Maanderfries　eben　in　der　Stelle　unterhalb　der　Bank　des　Barock－

Fensters（Abb．60），105）was　zur　GenUge　beweist，　daB　die　senkrechte　Zone　eine

Folge　von　den　Wasserschaden　darstellt．　Wie　die　schon　erwahnte　Aufnahme　von

G．Wolf，　die　den　Erhaltungszustand　der　Mittelschiffswande　im　Zeitpunkt　der

Freilegung　dokumentiert（Abb．59），　zeigt，　war　eigentlich　der　mittlere　Maander－

fries　schon　damals　besonders　in　der　Partie　unterhalb　des　zweiten（von　Osten

gezahlten）Fenster　der　SUdwand　　－・weit　oberhalb　der　belden　Figuren　der　an　der

Spitze　der　Bahre　stehenden　Trager　　verloren；diese　Stelle　wurde，　wie　schon

erwahnt，1890　von　K．　Schilling　Ubermalt．　Deswegen　mUBten　die　Wasserschaden，

soweit　sie　zumindest　das　jetzt　in　Rede　stehende　Bild　betri　fft，　im　Zeitraum　zwi－

schen　l　890　und　l　909　bestanden　haben．　Die　gelittenen　Stellen　wurden　dann

l921／22　gereinigt　und　retuschiert，　was　die　Aufnahme　von　T．　Keller（1925，　Abb．

58）lo6、　beweist．

X．　Das　Unternehmen　von　Josef　und　Konrad　Hecht

　　　　Nachdem　die　in　den　zwanziger　Jahren　angekUndigte　neue　Bearbeitung　der

Oberzeller　Wandgemalde　durch　J．　Sauer　nur　in　der　Planung　geendet　hatte，　ent－

schloB　sich　dann　Josef　Hecht　l　939，　zur　Erfassung　der　monumentalen　Malereien

des　Bodenseegebietes．loりIn　diesem　Zusammenhang　wurden　zwar　l942　die　Ober－

zeller　Wandbilder　im　A頑rag　des　Deutschen　Vereins　fUr　Kunstwissenschaft

aufgenommen，　dazu　farbig　von　MUller＆Co．　in　Berlin　fbtogra且ert．lo8／Diese

sorgfaltig　hergestellten　Farbaufnahmen（‘‘ein　D〃zend　50×70　c〃i　groβe，　vor　den
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Origina／ρ〃bere〃s∂〃rchkor〃gierte　1）uxoc’hro〃1～ρバ1091），　die　der　Deutsche　Verein

im　Berliner　SchloB　fUr　den　Druck　des　Buches　von　J．　Hecht　gelagert　hatte，　sind

jedoch　dort　l　944　ganzlich　zugrunde　gegangen．

　　　　Nicht　nur　die　Farbtafeln，　sondern　auch　die　Ver6ffentlichung　des　Manu－

skriptes　Uber“Die　frUhmittelalterlichen　Wandmalereien　des　Bodenseegebietes”

mul3te　unter　einem　Unstern　stehen．　Das　fUr　die　Dokumentationsgeschichte　der

Oberzeller　GroBbilder　sehr　wichtige　Werk　von　J．　Hecht　war　bei　seinem　Tode

im　Jahre　l　956　noch　nicht　vollendet，　aber　im　wesentlichen　abgeschlossenl1〔h；Vol1－

endung　und　Herausgabe　des　Buches　fielen　Konrad　Hecht，　dem　Sohn，　der　an　der

Forschung　von　Anfang　an　beteiligt　gewesen　war，　zu．　Erst　l964　wurde　das　sehr

umfangreich　gewordene　Manuskript　druckreif，　jedoch　fblgten　noch　viele　Jahre，

die　der　Publikation　des　Hecht’schen　Unternehmens　ungUnstig　waren，　bis　endlich

l979　das　Corpus－Werk　ans　Licht　der　Offrentlichkeit　trat．

　　　　Die　groBe　Publikatlon，　die　die　Uberarbeitete　und　erganzte　Fassung　des

bereits　in　den　vierziger　Jahren　erarbeiteten　Manuskriptes　ist，1egt　zwar　von　der

Anlage　her　auf　die　Restaurierungsgeschichte　der　Oberzeller　Wandmalereien　nur

geringen　Wert（sogar　die　Beschreibung　der　Erhaltungsgeschichte　ist　nicht　immer

korrekt），’ii，　aber　Vater　und　Sohn　Hecht　widmen　sich　als　erste　mit　dem　ausfUhrlich

beschriebenen　Text，　den　Figuren　und　den　Bilddetails，　wobei　allerdings　die　Fest－

stellung　der　bei　der　Restaurierung　von　l921／22　retuschierten　Stellen　in　den

einzelnen　Historienbildern　noch　nicht　hinreichend　ist：der　gegenseitige　Vergleich

von　dem　Erhaltungszustand　vor　der　Restaurierung　und　dem　danach　unter　Ver－

wendung　der　alten　Photodokumente　ist　nicht　zur　GenUge　angestellt．

　　　　Der　Hecht’sche　Bndband，　der　bisher　die　umfangreichste　Bilddokumentaion

der　Oberzeller　Historienbilder　darste11t，　enthalt　allein　fUr　die　Wandmalereien　der

St．　Georgskirche　in　Reichenau－Oberze11283　Abbildungen　auf　l　56　Tafeln（Abb．

61），112）davon　sind　77　SchwarzweiB－Abbildungen　aus　den　DetaHs　der　einzelnen

Historienbilder　entnommen（Abb．62）．　Diese　wertvollen，　qualitativ　hochstehenden

Detailaufnahmen　wurden　von　den　beiden　Hecht　selbst　gemacht，　die　mit　der

Silbereosinplatte（13×18cm）unter　verwendung　von　Quecksilberdampflicht　ar－

beiteten　und　entsprechend　Negativmaterial，　Filter　und　Entwicklung　abstimmten，

um“Sμre’1　vo〃Rot〃’id　Gelb，∂∫ρde〃7　Auge　au（・h　bei　guter　Beleuchtu〃9　ka〃〃7

erkennbar　sind，∂α〃1ich　abzub〃den，　va・as乃ρ戊r，　aLtf　r〃∫〃b’se〃〃’dinden，　deren

decke〃deル1a・lsc／iichte〃1δ〃gst　ve〃oren　si〃d，　die　zuriickgebliebenen　Reste・der　rot－

brau〃ρ〃und　gelbe〃Vo・rzeich〃朋9－一一a〃erdings　u〃ter　Verzicht　aqf　die〃’iedergabe

em，a〃oc17　vo吻’ide’7er　grti’7er　oder　blauer　Farbreste　－gege〃M加ig　zu〃iacheバ113・｝

　　　　Beachtenswert　ist　bei　der　Hechゴschen　Publikation，　die　den　Charakter　als

einer　Dokumentaion　des　Bestandes　hat，　ferner　der　von　K．　Hecht　neu　entwickelte

Verfahren　der　Netzzeichnung（Abb．63），　mit　dem‘‘〃〃r　a〃e　verbliebe〃e〃．Reste

aufgesp　ti〃〃〃d　ihrem　Zusamme〃spiel　richtig　erfa∬1　u，erdeバk6nnten．　Die　Zeich－

nungen，　die　l946　von　K．　Hecht　hergestellt　wurdenll4），　sind　zwar　im　Vergleich
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61．Aufnahme　von　Hecht（1940er）
　　　　（nach　J．u．K．　Hecht，1979，　Abb，

　　　　192）

62．Detailaufnahme　von　Hecht（1940
　　　　er）．　Die　Apostel　aus　dem　Bild

　　　　des　Sturmes　auf　dem　Meer
　　　　（nach　J．u．K．　Hecht．1979，　Abb．

　　　　203）
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63．Netzzeichnung　von　K．　Hecht，1946　　（nach　J．　u．K，　Hecht，1979，　Abb．189）

li，　　・　　　　‘　　　　　　　　　「　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ト 　　　已　　 』n・ 　　悼　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

“『 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・鋪 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿L＿　，・　＿4

64．Die　Nordwand　des　Mittelschi仔s　mit　rekonstruiertem　Obergaden．　Zeichnung　von　K．　Hecht，
　1946　　（nach　J．　u．　K．　Hecht，1979．　Abb．130）

．

」」
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zu　den　zeichnerischen　Aufnahmen　von　F．　Baer（Abb．6und　7）sehr　hilfreich，

aber　sie　haben　in　der　Hinsicht　Schwache，　daB　die　gerade　fUr　die　Oberzeller　Wand－

bilder　chrakteristischen　weiBen　Lichtschraffuren，　die　bei　F．　Baer　nur　unzureichend

aufgenommen　worden　sind，　nicht　wirklich　hell　wiedergegeben　werden，　so　daB

diese　H6hungen　von　allen　bloBen　Konturen　und　sonstigen　Einzeichnungen　nicht

unterschieden　werden　k6nnen．115、　K．　Hecht　schreibt，　wie　er　seine　Ne†zzeichnungen

hergestellt　hat：‘‘Uber　die　Wa〃df7diche　wird　mit　horizonta1〃〃d　vertikal　i〃ノeweils

50　cm　Abstandgespannte〃Se匡denftiden　ein　Netz　v・n　K・・rdi〃ati・n　gelegちv・n　dene〃

・〃s・d…Bild・pu〃κrW・…w∬en・und伽M・6・t・b・1・10）9・2・i・h〃et・wi・d・’う116）

　　　AuBerdem　ist　es　zu　bemerken，　daB　in　der　Publikation　von　Hecht　zum　ersten

Mal　der　AufriB　der　ganzen　Nordwand　des　Mittelschiffes（mit　rekonstruietem

Obergaden）abgebildet　wurde（Abb．64）．117）

XL　Die　baulichen　Instandsetzungsarbeiten　von　l951－1955　und　die

　　　　Monographie　von　K．　Martin

　　　Nach　dem　zweiten　Weltkrieg　wurde　die　St．　Georgskirche　in　Oberzell　als

erste　Kirche　auf　der　Reichenau　baulich　instandgesetzt　und，　mit　Ausnahme　der

Malereien　der　Hochschiffwande，　restauriert．　Die　1951　bis　l　955　unter　der　Leitung

von　H．　Ginter　durchgefUhrten　Arbeiten　befassten　sich　namlich　im　wesentlichen

mit　dem　AuBenbau　und　dem　Altarraum　innen．　Daher　schreibt　H．　Ginter　im　ver一

δffentlichten　Restaurierungsbericht，　dessen　SchluBsatz　hier　zitiert　sei：Noch

fehlte‘‘d匡e　乙7berholu〃9ぷti〃～〃icher　r㌃a〃dn7alerei（～n，　die　wo乃1　gere　in　ig　t　undプ7xiert

werden〃1　ti∬en．’う118）

　　　Nach　der　Beendigung　dieser　baulichen　Restaurierung　nahm　der　Reichenauer

T．Keller　l955　die　einzelnen　Hauptbilder　farbig　auf　und　seine　Farbphotos　wurden

l961　von　K．　Martin　in　seinem　BUchlein　Uber“Die　ottonischen　Wandbilder　der

St．　Georgskirche　Reichenau－Oberzelr句als　erste　farbige　Wiedergaben　von　allen

acht　Historienbildern　publiziert．119）

　　　　Der　Verdienst　K．　Martins，　der　technische　und　kunstgeschichtliche　Daten

sowie　den　Forschungsstand　mitsamt　seiner　Bibliographie　zusammenfassend

dargestellt　hat，　war　in　unserem　Kontext　der　Dokumentationsgeschichte　der

Historienbilder，　vor　allem　mehrere　Originalberichte　Uber　den　Befund　der　Wand－

malereien　abgedruckt　und　die　wichtigsten　denkmalpflegerischen　MaBnahmen

seit　der　Entdeckung　kurz　zusammengefaBt　zu　haben．　Das　BUchlein，　dessen

betrachtlich　erweiterte　Zweitauflage　l　975　erschienen　ist．120）hat　ferner　den　Cha－

rakter　einer　Photodokumentation，　die　die　Wandbilder　in　verschiedenen　Stadien

nach　der　Aufdeckung　vorfUhrt：neben　den　kompletten　Photoserien　von　G．　Wolf

und　T．　Keller　ist　auch　von　der　Kratピschen　Seriel21）und　von　den　Schilling”schen

Leinwandkopien　je　eine　Probe（die　Heilung　des　WassersUchtigen）abgebildet
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und　einfach　einander　gegenUbergestellt，　wodurch　allerdings　K．　Martin　eine　Be－

schreibung　des　jeweiligen　Erhaltungszustandes　leider　ersparte．

（Fortsetzung　fblgt）

Anmerkungen

Die　Einzelbildflachen　vom　Oberzeller　Zyklus　der　Historienbilder　sind　folgenderweise

abgekUrzt　angegeben：

　　Nord　1ニHeilung　des　Besessenen　bei　Gerasa

　　Nord　2＝Heilung　des　WaasersUchtigen

　　Nord　3＝Beruhigung　des　Sturmes　auf　dem　Meer

　　Nord　4＝Heilung　des　Blindgeborenen　am　Teich　Siloah

　　SUd　5＝Heilung　des　Aussatzigen

　　SUd　6＝Erweckung　des　JUnglings　von　Naim

　　SUd　7＝Au允rweckung　der　Tochter　des　Jairus

　　SOd　8＝Auferweckung　des　Lazarus

＊Der　vorliegende　Aufsatz　ist　der　achte　Teil　von“Studien　zu　den　Wandmalereien

　　　der　St．　Georgskirche　von　Oberzell　auf　der　Reichenau”．　Der　erste　und　der　zweite

　　　Tei1，　die　beide　gemeinsam　mit　Prof．　Seiro　Mayekawa　verfaBt　wurden，　sind　in

　　　BIJUTSUSHI（Journal　of　the　Japan　Art　History　Society），102，　Bd．26／Nr．2，

　　　Marz　1977．　S．127－142，　und　103，　Bd．27／Nr．1，　November　1977，　S．74－78，

　　　auf　Japanisch　und　Deutsch　erschienen，　wahrend　der　dritte，　der　vierte　und　der

　　　fOnfte　Teil　vom　Verfasser　dieses　Aufsatzes　auf　Deutsch　in　KOKURITSU－SEIYO－

　　　BIJUTSUKAN－NENPO（Annual　Bulletin　of　the　National　Museum　of　Western
　　　Art．　Tokyo），　Nr．12，1978，　S．32－49，　und　Nr．13，1979，　S．38－51　und　52－75

　　　ver6ffentlicht　wurden．　Der　sechste　und　der　siebte　Teil　sind　schlieBlich　in　TOKYO－

　　　GEI！UTSU－DAIGAKU－BIJUTSU－GAKUBU－KIYO（Bulletin　of　the　Faculty
　　　of　Flne　Arts，　Tokyo　University　of　Arts），　Nr．17，　Marz　1982，　S．23－85，　und

　　　Nr．18，　M査rz　1983，　S．29－83，　erschienen．　An　dieser　Stelle　m6chte　ich　fUr

　　　mannigfache　UnterstOtzung　bei　dem　von　mir　in　den　Sommermonaten　1980　in

　　　der　St．　Georgskirche　zu　Reichenau－Oberzell　zum　dritten　Mal　durchgefUhrten

　　　Field　Work　und　fOr　die　groBzOgige　Beschaffung　und　Bereitstellung　von　Literatur

　　　und　Photographien　folgenden　Pers6nlichkeiten　und　Institutionen　meinen　auf－

　　　richtigen　Dank　aussprechen：Herrn　Dr．　Wolfgang　E．　Stopfel，　Landesdenkmalamt

　　　Baden－WUrttemberg．　AuBenstelle　Freiburg　i．　Br．；Herrn　Dr．　Hans　Huth．

　　　Landesdenkmalamt　Baden－WOrttemberg，　AuBenstelle　Karlsruhe；verst．　hochw．
　　　Herrn　GeistL　Rat　Theo　Fehrenbach．　Reichenau－Mittelzel1；Herrn　BUrgermeister

　　　Eduard　Reisbeck，　Reichenau－Mittelzell；Herrn　Baudirektor　BOchner，　Erz－
　　　bisch6niches　Bauamt　Konstanz；Herrn　Pfarrer　St．　KOchler，　Reichenau－Ober－

　　　zell；Herrn　und　Frau　Architekt　Herbert　Bornhof，　Reichenau－Oberzell；Herrn
　　　Theo　Keller，　Reichenau－Mittelzell；Herrn　Wolfgang　Erdmann，　Amt　fUr　Vor－und

　　　FrOhgeschichte，　LObeck；Herrn　Leo　Leonhardt，　Konstanz；dem　Stadtarchiv
　　　Konstanz；dem　Erzbisch6nichen　Archiv　Freiburg　i．　Br．；dem　Generallandesarchiv

　　　Karlsruhe；dem　Institut　fOr　Christliche　Archaologie　der　Universitat　Freiburg　i．

　　　Br．；dem　Deutschen　Akademischen　Austauschdienst，　Bonn．　Ferner　sei　fUr　Kore－

　　　kuturen　des　sprachlichen　Ausdruckes　Di6zesankonservator　Dr．　Arthur　Saliger，
　　　Wien，　gedankt．

1）K．Martin，1961，　S．41－48；1975，　S．54－61　und　Abb．17－36．
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2）F．Pecht，1880，　S．3932；K．　Martin．1961，　S．41　und　l975，　S．54．

3）　Hiezu　siehe　unten　S．88．

4）　Uber　dieses　in　verblaBtem　Zustand　noch　heute　erhaltene　Bild，　das　den　Ersatz

　　　　einer員lteren．　mit　den　Ubrigen　Langhausbildern　wohl　gleichzeitigen，　durch　Alter

　　　　und　die　EinbrUche　der　beiderseitigen，　mit　der　Vorhalle（Kapelle）kommunlzleren－

　　　　den　Zwillingsfenstern　schwer　mitgenommenen　Darstellung　darstellen　dOrfte，　siehe：

　　　　A．B611，1882，　S．124；FX．　Kraus，1884，　S．6：J．　Sauer，1925，　S．905；K．

　　　　Martin，1975，　S．54；J．　und　K．　Hecht，1979，　S．67．

5）　Zur　Frage　der　barocken　Ubermalung　vgl．　F．　Pecht，　Kunstchronik，1881・Sp・244二

　　　　F．X．　Kraus，1884，　S．6．　Pecht　wie　　ihm　folgend　　Kraus　haben　die　Ansicht

　　　　getiuBert，　daB　Karl　Mohr　wohl　“seine　stt’eSen　Farben　auch　de’i　alten　Bildern　teilweise

　　　　aufnb’tなte，（攻ffenbar　Uin　sie∫ηgr（）’6ere　Obereinstitnmu／79η1〃seineアη∫ε）12’vθ功1たノ2ene〃

　　　　Meis’erwerke　zu　bringeバJedoch　scheint　diese　Angabe，　wie　schon　K．　Martin

　　　　（1961，S．43；1975，　S．56）hinweist，　nicht　durchaus　zuverlassig　zu　sein，　weil　man，

　　　　wie　F．　Pecht　selber　bemerkt　hat，　praktisch　fast　unm691ich　die　vorauszusetzende，

　　　　alte‘‘gotische⑱’Ubermalung　von　der　neuen”barocken”unterscheiden　kann．

6）　F．Pecht，　Kunstchronik，1881，Sp．242．　VgL　auch　F．　Pecht，1880，　S．3932．

7）　J．und　K．　Hecht，1979．　S．67，129．

8）　Dagegen　meint　J．　Sauer（1925，　S，905）：’‘A〃er〃’ahrscheinlichkeit　nach　sind∂ie

　　　　Bilder［im　Mittelschifr］bis　ins　19．　Jahrhunde〃プ｝’e　igelegeバ

9）F．X．　Kraus（1897，　S．55）schreibt　falsch，　daB　das　Weltgerichtsbild　im　Jahre　1810

　　　　entdeckt　wurde．（〕ber　das　Datum　1846　vg1．　F．　Adler，1870，　S．12；J．　und　K．

　　　　Hecht，1979，　S．127．　Dieses　Wandbild　hat　Adler　1859　im　AnschluB　an　seine

　　　　Bauforschung　grUndlich　untersucht　und　gemeinsam　mit　dem　Baubefund　der
　　　　Georgskirche　ver6ffentlicht，　wahrend　die　Wandmalereien　des　Langhauses　darin

　　　　nicht　erwahnt　sind．

10）　Anonym，1957，　S．1099．　Dieser　Bericht　ist　abgedruckt　in：F．　X．　Staiger，1860，

　　　　S．39；Christliche　Kunstblatter（Organ　des　christlichen　Kunstvereins　der　Erzdi6zese

　　　　Freiburg．　Beilage　zum　Freiburger　Kirchenblatt）。　Nr．40．　April　1865．　S．157－158．

　　　　Siehe　auch　K．　Martin，1961，　S．41　und　1975，　S．54．　Die　bei　unserem
　　　　Zitieren　weggelassene　Stelle　lautet　Ubrigens　folgenderweise：’㌦　・…　　es∫rθ1〃

　　　　dar　Christus　am　Kreuze；　die　bei　d～esen　Ge’ndilden　vorkommende’i　architekto’iische〃

　　　　Ornamente　verrathen　den　Charakter　des’ηoゴθ’・’len∫〃lles，　die　kraft～getl，遁励9θ1

　　　　Figuren　des　Gemdldes　aber　deute’1’1・ch　auf　die・～’θ伽r5C舵Weise：　es’nag　als・

　　　　die・Entstehu’i9　dieser　Gemd／de　um　das　J‘ihr／500　ange’1・m”lell　werde’1・Die　untere

　　　　lld’lfte　der　A　bsis　ist　noch　une・21厄〃r∴

11）　J．Sauer，1925，　S．905．　J．　und　K．　Hecht（1979，　S．67）denken　als　Datum　der

　　　　UbertOnchung　an　das　Jahr　1857．　F．X．　Kraus（1884，　S．4），　R．　Engelman（1884，

　　　　Sp．327）und　F．　Schneider（1885，　S．18）haben　ferner　diese　abermalige　UbertUn－

　　　　chung　mit　dem　Datum　1846　in　Verbindung　gebracht　DiesbezUglich　vgL　auch：

　　　　K．Hublow，1956，　S．5；A．　KnoepHi．1961，S．418／Anm．142．

12）　Uber　den（nach　F．X．　Kraus，1887，　S．370，　in　den　40er　Jahren　vorgenommenen）

　　　　Anstrich　der　Chorwande　vgl．：F．X．　Kraus，1884，　S．4；K．　Gr6ber，1924，　S．54；

　　　　A．Brinzinger，1911，　S．35．

13）　Die　Platte　tragt　folgende　Signatur：（671）H103－5394．　Diese　Aufnahme　wurde
　　　　schon　vom　Verfasser　dieser　Zeilen　ver6ffentlicht　in：S．　Mayekawa　und　K．　Koshi，

　　　　1977，Abb．8．

14）Wie　eine　zeichnerische　Aufnahme　der　Georgskirche　von　J．　A．　Sauter　aus　dem
　　　　Jahre　1816（Abb．2），　die　sich　heute　im　Generallandesarchiv　zu　Karlsruhe　be負ndet．

　　　　zeigt，　stand　bis　dahin　Uber　der　Treppe　in　dem　Raum　vor　der　Vierung　der

　　　　hochgotische　Lettner，　auf　dem　u．　a．　die　damals　in　die　Westapsis　verwiesene

　　　　Orgel　aufgestellt　war．　FUr　diesen　GrundriB　vgl．：den　Bericht　von　Hitzel

　　　　（Erzbisch6Hiches　Bauamt　Freiburg，　AuBenstelle　Konstanz）vom　14．　Feb．1927
　　　　an　den　Katholischen　Stiftungsrat　Karlsruhe（das　AktenstUck　befindet　sich　im

　　　　Erzbisch6fiichen　Archiv　Freiburg）．　Uber　den　Lettner　vgL：J．　Sauer，1924，　S．26；



　　　　　J．Sauer，1925，　S．905；J．　Hecht，1928，　S．141－142；H．　Ginter，1956，　S．28．

15）　Der　unver6ffentlichte　Bericht　ist　heute　im　Erzbisch6Hichen　Archiv　Freiburg

　　　　　aufbewahrt．　　Die　Abbildungen　3－5　sind　bisher　noch　nicht　ver6ffentlicht
　　　　　worden．

16）Der　Aufsatz，　der　freilich　erst　die　Bilder　der　sUdlichen　Wand　berUcksichtigen

　　　　　konnte，　wurde　wieder　gedruckt　in：Christliche　Kunstblatter．　Nr．184，　Freiburg　i．

　　　　　Br．1880．　Siehe　auch　K．　Martin，1961，S．42　und　1975，　S．55．

17）Nach　F．X．　Kraus（1884，　S．5；1887，　S．368）soll　F．　Btir　sein　Geftilfen　Mayer

　　　　　（Architekt）assistiert　haben．

17bis）Siche　Anm．5．
18）F．Pecht，　Kunstchronik．1881．　Sp．2441　K．　Martin，1961，S．43　und　l975，　S．56．

19）　F．Pecht，　Allgemeine　Zeitung，1881（Vgl。　auch　K．　Martin．1961，　S．44　und　l975，

　　　　　S．57）．Etwas　spater　berichtet　Ubrigens　P．　Hach　in　dem＞℃hristlichen　Kunstblatt”

　　　　（1881．1．Nov．．　Nr．11）Uber　beide　Serien．

20）　A．B611．1882．　S．122：’‘Heute∫～ノ～∂bereits∂～e　sdimtlic／le／1ルfalereien　des　Langhauses

　　　　］りloβgelegピ’Er　schreibt　ferner：’‘U〃ゴes　ist　wahrscheinlich　als　ei］101dick　zu　preisen，

　　　　∂4β∂ies（r　Bilde’◆〃i（ゾlt　ei〃ige／lthre、〃∫？力βrω｛fg・efi〃iden”，tirden，　denn　der　da”ialige

　　　　e”二bis（’h（明～che　Batii’～spektor　E．　wαr　all（・んbeiκ～’・cheノめauten　ein　solcher　Frei〃ld

　　　　i1’iiC／lte〃lste”καノilhe～r．　da．fi∂～ese　17δ（・hst　we〃1ハ，o〃θ’zハ4alereie〃，　statt　ihre／1　u．ferste／lung

　　　　コイfe～e〃～－t・o〃‘～bet’mals〃～〃di（’hterτ’？’～che　～7わel一二〇ge’～wor∂α～wdiren，　w～e　o「as

　　　　wirk～i（’h　im　Cho’・ρ8ε∫c乃e／ien　ist．”

20bis）　Der　unver6ffentlichte　Bericht　ist　heute　im　Erzbisch6田ichen　Archiv　Freiburg

　　　　aufbewahrt．

21）　F．Pecht，1884．　S．833．

22）　FX．　Kraus，1883，　S．37－56．

23）　F．X．　Kraus，1884．　FOr　die　Rezensionen　dazu　siehe：F．　Pecht，1884；J．　R．

　　　　Rahn．1884：R．　Engelman、1884：F．　Schneider，1885．
24）　VgL　diesbezuglich　auch　die　Beschreibung　von　A．　B611（1882，　S．121）：・‘Spc7’t（？tJ

　　　　aber　VVtirde〃sie⊂Bilder］i〃　vers（ゾhiede’1（・tl　Zeitet’i’η〃　weifier　Farbe　tibe〃i　ncht，

　　　　∫oゴαβbis　vo”ん”だ汐Zeitど？bρr　de〃selben　ei／le　sechsfache　Lage　VOil　Tiinche　ruhte．”

24bis）F．X．　Kraus，1884．　S．6：K、　Martin．1961．S．44　und　1975，　S．57．

25）　F．X．　Kraus，1883．　S．42．

25bis）　R．　Engelman，1884，　S．328．

26）　Diese　vor　den　Originalen　genommenen　Kohle－Pausen　sind　abgebildet　il、：X．

　　　　Barbier　de　Montault，1885（SUd　6：Nord　3）；H．Janitschek，1890，　Abb．　auf　S．58

　　　　（Nord　3）：F．X．　Kraus，1897．　Fig．28－35：P．W．V．　Keppler．1905，　Bild　34（SOd

　　　　8）；K．KUnstle，1906．　Bild　21（Nord　4）．　Bild　22（SUd　6），　Bild　26（Nord　2），

　　　　Bild　28（Nord　3）二St．　Beissel，1906，　Bild　65（SUd　8）；A．　Springer，1909，　Taf．　VI

　　　　（SOd　8）二GDehio，1919．　Abb．357（Nord　1）．　Abb．358（Nord　2），　Abb．359
　　　　（Nord　3），　Abb．356（SUd　8）：A．　Schmarsow．1922（Nord　l－SUd　8）；W．　Pinder，

　　　　1935．Abb．49（SUd　8）lH．W．　Hegemann．1944．　Abb．31（SUd　8）；C．　Lamy－Lassalle，

　　　　1948．Fig．2A（SUd　8），　Fig．4B（SUd　7），　Fig．8B（Nord　2）；H．　Schrade，1958，　Abb．

　　　　ll（Nord　l）．　Abb．12（SUd　5），　Abb．14（SUd　6）：H．　Weigert．1963．　Abb．　auf　S．

　　　　56（Nord　l）：K．　Martin，1961．　Abb．．1975、　Abb．25（Nord　2）．

27）　Zur　Frage　der　Genauigkeit　von　den　Bar’schen　Pausen　siehe　K．　Koshi，1978，

　　　　S．39f．二K．　Koshi．1982．　S．42：K．　Koshi，1983．　S．62．

29）　Auf　dem　Karton　des　alten　Abzuges（Abb．11），　der　sich　im　Landesdenkmalamt

　　　　Baden－WUrttemberg．　AuBenstelle　Karlsruhe．　befindet，　ist　aufgeschrieben：‘’Aufn．
　　　　1882吟’．

28）　H．Ginter．1956、　S．28．　Das　Datum　der　Entfernung　der　Orgel　geben　J．　und　K．

　　　　Hecht（1979．　S．28）falsch　als　l886　an．

30）G．Wolf　reproduzierte　diese　beiden　Platten　im　Jahre　1920，　wie　die　alten　Platten

　　　　Nr．306　und　410　im　Stadtarchiv　Konstanz　zeigen．

31）Die　Wolf’schen　Aufnahmen　der　Innenansicht　wurden　bisher　abgebildet　in：K．

　　　　Gr6ber．1924，　Abb．29（das　Mittelschif「nach　Osten）；J．　und　K．　Hecht，1979，
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　　　　Abb．127（das　Mittelschiff　nach　Osten），　Abb．128（das　Mittelschifr　nach
　　　　Westen）；S．　Mayekawa　und　K．　Koshi，1977，　Abb．6（die　Ansicht　vom　sUdlichen

　　　　Seitenschif「nach　der　SUdwand　des　Mittelschiffes），　Abb，7（das　Mittelschif「nach

　　　　Westen）；K．　Koshi，1979，　Abb．1（Detail），　Abb．3（Detai1）．

32）　J．Sauer，1933，　S．296，417　fr．

33）Vg1．　auch　K．　Koshi，1983，　Abb．36（Nord　2）．　Die　Wandmalereien　der
　　　　Georgskirche　in　Rittersbach　wurden　1969／70　vom　Restaurator　V．　Feuerstein

　　　　reStaUrlert．

34）　Hiezu　vgl．　konkret　K．　Koshi，1983，　S．66．

35）　FX．　Kraus，1887，　S．367．

36）　C．－A．Bernicke，1946．

37）　Vg1．den　31．Juli　1946　datierten　Bericht（Nr．0764）von　Schatzle（Erzbisch6Hiches

　　　　Bauamt　Konstanz）an　Erzbisch6flichen　Oberstitungsrat　Freiburg．　Dieses　un－

　　　　ver6ffentlichte　AktenstOck（Zweifaltigung）befindet　sich　im　Erzbisch6Hichen

　　　　Archiv　in　Freiburg（NachlaB　Ginter）．

38）　DiesbezUglich　heiBt　es　in　Sauers　unver6ffentlichtem　Bericht　an　das　Badidische

　　　　Kultusministerium　vom　13．　Dez．1922：‘‘1）er．4postelcyklus∫∫1　eben　bei　deノη

　　　　E励r励der　breiten　Bar・ckfenster　gro∬e’iteilS　zerstb’〃worden　und　was　dav・η

　　　　n・ch　blieb，　das　sa∬auf　einem　derart　gel・ckerten　Verp鹿，　da∬・nan　ih’1　in　den

　　　　80er　Jahren．fzst　durchgd’ngig　erneue〃ρoder　ve～r8・ipste．∫o～）liel）ノetzt　nichts　iibrig・

　　　　α1∫die／Vεμ∫c励吻ge／1　Schillings　tr・tz　ihrer　U’izuldinglichkeit　stehe〃訓

　　　　la∬en，・・…　Auch・die・zwei・Vo／lfigure’i・an・der・Stirnwand　des　b’stliche／2τ吻励一

　　　　bog・ens　ste〃en／Veuschb’pfungen∂θ’・80erノα17rεdaバDieser　Bericht（Nr．343）des

　　　　　Konservators　der　kirchlichen　Denkmaler　der　Kunst　und　des　Altertums　lst

　　　　heute　im　Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg，　AuBenstelle　Freiburg，
　　　　aufbewahrt（eine　Abschrift　befindet　sich　im　NachlaB　Ginter　im　Erzbisch6flichen

　　　　Archiv　Freiburg）．

39）　Hiezu　vg1．　den　unver6ffentlichten　Bericht（Nr．1048）von　Graf（Erzbisch6Hiches

　　　　　Bauamt　Konstanz）an　den　Katholischen　Oberstiftungsrat（Karlsruhe）vom　lO．
　　　　　Marz　1920（heute　im　Erzbisch6nichen　Archiv　Freiburg）：‘‘Soda〃n　ist　attfAnregung

　　　　desκ・nservators，　des・Her〃1　Pr・コfe∬・rs・Sauer　a’イC品碗・’lser・α1・r’scn’・e・Beha’～dlung

　　　　　des　Kircheninnern，　soweit　es〃η　A’nfange　der　90er　／bhre　schon　einnial　behande”

　　　　　worden　ist，　nach　de’ηKostena〃∫c〃ag　der　Gebr．　Meこger∫’1　Uebe〃肋gen加Be－

　　　　　rechnung’llit　aufge〃o’11me’τworden．ら「AuBerdem　vgL：J．　Sauer，1925，　S．908；A．

　　　　　KnoepHi，1961，　S．74，　S．418／Anm．142；K．　Martin．1975，　S．58．

40）J．Sauer，1924，　S．24；K．　Martin，1961，　S．45；1975，　S．58．　Die　einzelnen
　　　　　Tapeten　enthalten　entgegen　der　Angabe　Sauers，　die　im　Zitat　weggelassen　ist，

　　　　　keine　ornamentale　Einrahmung．　FUr　das　Anbringen　der　Tapeten　vgl．　ferner　A．

　　　　　Wehole，1892，　S．97；Augsb．　Postz．，8．　Juli　l921，　Nr．303．　G　Christoph

　　　　　（Manuskript‘‘Reichenau－Oberzel1、　Langhaus’吟）vermutet　Obrigens，　daB　wohl　um

　　　　　1908die　Tapeten　vor　die　Bider　kamen．　一・ln　diesem　unglOcklichen　Zustand

　　　　　wurde　die　Oberzeller　Georgskirche　mehrfach　abgebildet　in：G．　Dehio，1919，

　　　　　Abb．62（1930，　Abb．33）；P．　Frankl，1926，　Abb．52；EW．　Anthony，1951，

　　　　　Abb．238．

41）Von　den　acht　Tapeten　sind　das　Bild　des　Sturmes　auf　dem　Meer（Nord　2）
　　　　　und　das　Lazarus－Bild（SOd　8）mit　der　Signatur　und　dem　Datum　1890　versehen．

　　　　　A．Brinzinger（1911．　Nr．5，　S．41）schreibt　also　falsch，　daB　die　Tapete　1891－

　　　　　1893gemalt　wurden．　Bisher　sind　fUnf　Proben　dieser　Leinwandtapeten　abgebildet

　　　　　bei：K．　Gr6ber，1922，　Abb．34（Nord　1）；K．　Martin，1961　und　1975，　Abb．

　　　　　26（Nord　2）；S．　Mayekawa　u．　K．　Koshi，　M査rz　l977，　Abb．16（SUd　6）；S．　Maye－

　　　　　kawa　u．　K．　Koshi，　November　1977，　Abb．3（S6d　8），　K．　Koshi，1978．　Abb．2

　　　　　（SOd　7）；K．　Koshi，1982，　Abb．37（Nord　2）；K．　Koshi，1983，　Abb．23（Nord　1）．

42）　Die　Platten　dieser　Folge　zahlt　zehn　statt，　weil　es　von　SUd　7　und　SUd　8　jeweils

　　　　　zwei　Platten　gibt．　Die　Platten　haben　folgende　ursprUngliche　Klassi6ka－

　　　　　tionsnummer：（Von　Nord　l　beginnend　und　mit　SOd　8　endend）H99－2483



　　　　　（Abb．23），　H99－2481（Abb．25），　H99－2482（Abb．27），　H99－2483，　H99－2477

　　　　　（Abb．31），　H99－2478，　H99－2479（Abb．29），　H99－2480．

43）　Die　AbzUge　sind　mit　folgenden　ursprUnglichen　Klassifikationsnummern　versehen：

　　　　　（von　Nord　l　nach　SUd　8）H104－5408＝W413／16（Abb．24），　H104－5406＝W413／

　　　　　14（Abb．26），　H104－5407＝W413／15（Abb．28）．？（unbekannt），　H104－5402＝

　　　　　W413／10，　HlO4－5403ニW413／11，　HlO4－5404＝W413／12（Abb．30）．　H104－5405
　　　　　＝W413／13．

44）K．Martin，1961；1975，　Abb．27．

45）　Die　Platten　haben　folgende　ursprUngliche　Klassifikationsnummer（von　Nord　l
　　　　　anfangend）：H54－3726，　H54－3724。　H54－3725，　H54－3727（Abb．32），　H54－3720

　　　　　（Abb．33），　H54－3721（Abb．34），　H54－3722．　H54－3723（Abb．35）．

46）　Auch　auf　der　Platte　mit　dem　Bild　SOd　5（Abb，33）ist　zwar　die　Jahreszahl

　　　　　handgeschrieben．　die　aber　verwischt　ist．

47）K．Martin．1961：1975，　Abb．17－24　mit　der　falscher　Beschriftung：Zustand
　　　　　nach　der　Aufdeckung，　Aufnahmen　German　Wolf，　Konstanz．　K．　Gr6ber
　　　　　（1922．Abb．35）und　J．　Baum（1930，　Abb．112）bildeten　schon　nur　das　Bild

　　　　　SUd　2　aus　dieser　zweiten　Folge　ab．

48）　Die　Platten　haben　folgende　ursprOngliche　Klassifikationsnummern（in　Klammern
　　　　　das　Format　der　Bildflache）：（von　Nord　l　beginnend）H57－6597（13．8×26．5　cm），

　　　　　H57－6595（20×37．5　cm），　H57－6596（14×26．7　cm，　Abb．36），　H58－6599（21×

　　　　　37．5cm，　Abb．40），　H57－6591（175×28．5　cm．　Abb．37）．　H57－6592（16×275cm，

　　　　　Abb．38），　H57－6593（14×28．5　cm，　Abb．41），　H57－6594（15×26．3cm，　Abb．39）．

49）　J．und　K．　Hecht．1979，　S．　XVIII．　und　Abb．156，170，190，218，228　und　258．

　　　　J，und　K．　Hecht（1979，　Abb．242　und　209）haben　fOr　die　beiden　genannten

　　　　Szenen　AbzUge　aus　anderen　Platten　als　denen　im　Besitz　von　T．　Keller（H57－6593

　　　　und　H58－6599二Abb．41　und　40）verwendet．

50）　Die　Platte　von　der　Hecht’schen　Abbildung　242（SOd　7），　die　die　Bildunterschrift

　　　　‘‘nach　der　Aufdeckung　1880”tragt，　ist　zwar　mit　dem　handgeschriebenen　Datum

　　　　　l906　versehen：es　ist　aber　zweifelhaft．　das　Datum　als　Datum　der　Aufnahme

　　　　anzusehen，　weil　diese　Photographie（Abb．242　bei　Hecht），　abgesehen　von　der　in

　　　　Rede　stehenden　Beschriftung，　v611ig　mit　der　entsprechenden　Platte　im　Besitz　von

　　　　T．Keller（Abb．40）Ubereinstimmt．　Es　ware　m6glich　zu　vermuten，　daB　G．　Wolf

　　　　l906　die　alte　Aufnahme（warscheinlich　aus　dem　Jahr　l898）reproduzierte．　Uber

　　　　das　Problem　der　Glaubhaftigkeit　des　Datums　auf　den　Wolf’schen　Platten　siehe

　　　　unten　S．85．

51）　Die　Aufnahmen　k6nnten　mit　rolgendem　AktenstOck（heute　im　Erzbisch6flichen
　　　　Archiv　Freiburg）zusammenhangen．　In　einem　unver6ffentlichten　Brief　des（Ba－

　　　　dischen）Ministeriums　der　Justiz．　Kultus　und　Unterrichts　vom　29．　Sep．1905

　　　　（No．37410）an　den　Direktorialassistenten　Dr．　Wingenroth（Karlsruhe）heiBt　es：

　　　　‘‘Die　Va〃dge’ndilde　r’z　der∫τ．　Georgskirche　zu　Oberze〃al｛∫伽Reichena〃bθ〃．

　　　　De〃～d・〃igen　An〃ag　enゾsprechend　e〃eile／1　wぴdie　Er”idchtigung，　durch　den

　　　　11砺11・r・9・aphe’汲〃ed・W・侮κ・・lstan・e～’ie・Ph・8・aufnah〃1ε』∫’e〃en　zu　la∬en．

　　　　Uebe”　das　Ergebnis　dieset一メψαノ1’ne　ist　g・u　berichten　und・・r　wei’erer　A　uftrager－

　　　　teilu〃g　A’2〃α8コ’∫’e〃eバ

52）　Die　drei　Platten　im　Besitz　Kellers　haben　folgende　ursprUngliche　Klassifikations－

　　　　nummern：H57－6596ニNord　3（das　Plattenformat　30×40　cm，　das　Bildflachen－
　　　　format　l4×29　cm；Abb．42），　HlO4－5402＝SOd　5（205×30　cm，14×28　cm；Abb．

　　　　43），H104－5405（mit　dem　deutlich　lesbaren　Datum　l907）＝SUd　8（22×30．5　cm，

　　　　22×30．5cm；Abb．44）．　　Im　Abzug　im　Stadtarchiv　Konstanz（Abb．45）sind
　　　　ursprOngliche　Klassifikationsnummer　H58－6599（das　Format　der　Bildflache　15．4

　　　　　×28．6cm）und　das　Datum　1906？zu　lesen．

53）　Die　Platte　und　das　Format　der　Bildflache（Abb．46）ist　23×28．5　cm　groB，　hat

　　　　ursprOngliche　Klassifikationsnummer：H103－5396．

54）　Die　Plattennummern　sind　folgende：Neg．　Nr．06003（Nord　1），06867（Nord　l），
　　　　［0］8383（Nord　1），06008（Nord　4），06006（SUd　5），06041（SUd　5），06007（SUd　6），
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　　　　06005（SUd　8）．　Von　Nord　2　und　Nord　3　sind　keine　Platten　auf　uns　gekom－

　　　　men．　jedoch　sind　alte　AbzUge（Klassifikationsnummern　893β6＝3530　und　3532）

　　　　vorhanden．

55）　K．Hecht，　in：J，　und　K．　Hecht，1979，　S．　XVIIL

56）　K．Gr6ber，1922，　Abb．32（SUd　8），33（SUd　6）und　36（Nord　1）；J．　Sauer，1925，

　　　　Taf．1－8．　AuBerdem　sind　einzelne　Historienbilder－Photographien　von　W．　Kratt

　　　　bisher　in　folgender　Literatur　abgebildet　worden：G．　Ladner，1931．　Abb．83

　　　　（Nord　2）und　84（Nord　4）；E．W．　Anthony，1951，Fig．239（Stid　8），240（Nord　2）

　　　　und　241（Nord　3）；K．　Martin，1961　und　l975，　Abb．28（Nord　2）；V．H．　Elbern，

　　　　1965，pL　463（SUd　7）；H．GUnther，1975，　Abb．117（SUd　8）．

57）　J．und　K．　Hecht，1979，　Abb．157．171，191，210，219，229．243　und　259．　Allerdings

　　　　schreibt　K．　Hecht（1979，　S．　XVm）im　Textband　richtig：‘㌧4ueh　die．4’ufnahme〃

　　　　∂θrHistorienbilder，　die　der　Photograph　Krat～rκα〃srtthe／Vor　deren∫U“ngsten

　　　　Restaurierung・・…　gemacht　hat，　sind　hier　reproduziert∴

58）　Ferner　vgL　in　diesem　Zusammenhang　J．　Sauers　Brief　vom　1．Dez．1923（dessen

　　　　Abschrift　heute　im　NachlaB　Ginter　im　Erzbisch6flichen　Archiv　Freiburg）：‘ソ）ie

　　　　（｝rb’berschenレ6〃ag・en［die　in　K．　Gr6ber，　Reichenauer　Kunst，1922　ver6ffentlchten

　　　　Aufnahmen　von　W．　Kratt］5加∂schon／ahrzehnteα1r’〃・ld　la∬en∫～cん例it／hre〃

　　　　ノluf）iahmer～［Photographien　von　B．　Filser　in　Ausgburg］auch　nicht　halbwegs
　　　　vergleichen，　wθ〃sie　in　l〃lgere　in　ig　tem　Zustande　der　Bilder，　bei　dem　vie～es元わe”la〃pt

　　　　verdeck’blieb，　abgeno’η’nen　worde〃si〃∂．’ら

59）VgL　z．　B．　im　Bild　der　Erweckung　des　Lazarus（Abb，48）den　Mauersprung
　　　　oberhalb　des　Kopfes　Christi　und　VerputzlUcken　am　linken　von　Lazarus　und　an

　　　　der　rechten　unteren　Ecke　des　Sargdeckels．

60）　Die　Platten　haben　folgende　ursprUngliche　Klassifikationsnummern：H104－5408，

　　　　H104－5406，　H104－5407（Abb．49）．　HlO4－5403．　H104－5404，　HlO4－5405（Abb．

　　　　50）．

61）　H104－5406（Nord　2），　H104－5407（Nord　3，　Abb．49）und　HlO4－5405（SOd　8，

　　　　Abb．50）．

62）　H10牛5408（Nord　1），　H104－5403（SUd　6）．　H104－5404（SUd　7）und　HlO4－5405

　　　　（SUd　8，　Abb．50）．

63）　DarUber　vgl．　unten　Kap．　VL

64）　Auf　den　Platten　H104－5408（Nord　1），　H104－5407（Nord　3．　Abb．49）und　HlO4－

　　　　5404（SOd　7）ist　handgeschrieben：LLReserveplatte”．　G　Wolf　machte　auch　1920

　　　　Reproduktion　der　alten　Platten．

65）　Das　unver6ffentlichte　AktenstOck　befindet　sich　im　Erzbisch6flichen　Archiv　Frei－

　　　　burg．　Vgl．　auch　J．　Sauers　Artikel　in　der　Zeitschrift　b‘Denkmalpfiege　und　Hei－

　　　　matschutz”（Jg．26，1924．　S．24）：‘‘Die　einzelnen　Tapeten〃π｛fiten・・…　　mittels

　　　　einer・seh〃angen　Stange　in　zwei　Seitenschienen　hochgesto6e〃werde／2’W4θ加θrbε’

　　　　nicht　sehr　sicher　u’id　genau　verfahre’1，　so　sprange／i　sie　aus　den　Schienen，仇die　sie

　　　　nur’nit　grroβer　Mtihe　w～eder　2μ戊cκ9εbr・cht　werden　konnte’z．　Oder　die　7畑θ’en

　　　　bei　ungeschick　te’ηZustofien　eder／1　ufwdi〃streめen　aus　den　Schiene’18elb’st，αノ1　die

　　　　〈～1τθηルlalereien　9・esto．βen　und　verursacht〈～ηhb’chst　bedenk～∫Cノ↑e／lbreめunge〃．1ηder

　　　　～etzt〈～’τZeit　hi’lgen　nahezu　a〃θTapete’2　alイβerhalb　der　Ftihrungsscん1iene〃，　so　4αβ

　　　　eine　Besichtigung　der　Originalbilder　tiberhaupt’iich’mehr　nib’glich　war　i〃’d・let2tere

　　　　’・加dem　in　dem　engen　Hohlra〃ηaufwirbel’・～den　Staub　tiber　ttnd　tiber　bedeckt

　　　　wurden．”

66）　Das　unver6ffentlichte　AktenstOck　ist　heute　in　der　Aul3enstelle　Freiburg　des

　　　　　Landesdenkmalamtes　Baden－WUrttemberg　aufbewahrt（eine　Abschschrift　ist　im

　　　　　NachlaB　Ginter　im　Erzbisch6flichen　Archiv　Freiburg　zu　finden）．

67）　DiesbezUglich　vgl．　J．　Sauers　unver6ffentlichten　Bericht　vom　10．　Jan．1922　an　das

　　　　　badische　Ministerium，　der　sich　heute　in　der　AuBenstelle　Freiburg　des　Landes－

　　　　　denkmalamtes　Baden－WUrttemberg　befindet．一一一Zur　Entfernung　der　Tapeten　N’gL

　　　　　auch　Augsb．　Postz．，8．　Juli　1921，Nr．303．

68）　A．Aichinger（1927，　S．3）sah　die　Tapeten　im　September　1925　im　Landesdenk一



　　　　　malamt　in　Karlsruhe．

69）VgL　ein　unver6ffentlichtes　Schreiben　des　Ministeriums　des　Kultus　und　Unterrichts

　　　　　vom　lO．　Febr．1922　an　J．　Sauer（heute　in　der　AuBenstelle　Freiburg　des　Landes－

　　　　　denkmalamtes　Baden－WUrttemberg）．

70）　J．Sauer，1924，　S，27．

71）　J．Sauer，1924，　S．30．　Vg1．　auch　J．　Sauer、1925，　S．905．

72）Das　unver6f【＞ntlichte　AktenstOck　ist　heute　im　Landesdenkmalamt　Baden－WOrt－

　　　　　temberg（AuBenstelle　Freiburg）aufbewahrt（eine　Abschrift　befindet　sich　im
　　　　　Erzbisch6Hichen　Archiv　Freiburg）．

73）Der　unver6ffentlichte　Bericht　ist　im　Landesdenkmalamt　Baden－WOrttemberg
　　　　　（AuBenstelle　Freiburg）aufbewahrt．　VgL　auch　einen　unver6ffentlichten　Bericht

　　　　　von　Graf（Erzbisch6fliches　Bauamt　Konstanz）vom　16．　Dez．1921　an　Katholischen

　　　　　Oberstiftungsrat　Karlsruhe：’‘Z）ie　Restattrierun8sarbeitenαア2　den　alten〃7a，idge．

　　　　　〃idilde’i　de・Mitte1・・乃砺…wie　die　an－t〃・d・ausg　lei・h・nd・・B・ha’・∂1・〃・9・d…Be’・・lung

　　　　　des・・rgenan〃rθ’1　Teiis・si〃d　bis・tOf　we〃iges伽c力8く働〃．　Dieκunstwerkstd〃e

　　　　　Gebr・Me：・　ge’㊨～’1　Ubet’〃〃genα．／∫．　hat・’・15．ゴ．　M1∫．　die　A　rbeitei～bisコ“η

　　　　　Frl吻αんり922　ei〃geste〃ピ’Dieses　AktenstUck　befindet　sich　im　Erzbisch6flichen

　　　　　Archiv　Freiburg．

74）Eine　Abschrift　dieses　Berichtes　ist　im　Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg
　　　　　（AuBenstelle　Freiburg）aufbewahrt．

75）Der　unver6ffentlichte　Bericht　ist　im　Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg
　　　　　（AuBenstelle　Freiburg）aufbewahrt（eine　Abschrift　be向ndet　sich　unter　dem　Nach－

　　　　　1．4　BGinter　im　Erzbisch6flichen　Archiv　Freiburg）．

76）　Uber　die　TUnchreste　vgL　auch　J．　Sauer．1924，　S．27：‘’Z）ieノ巴～～zなe」BE）ノ～ζ～〃ゴ1〃ng

　　　　　・吻伽・二・〃ldi・h・t　・i〃・8〃》・∂〃・ノ・ρR・inigung，・・d・・1・θ～’・・∫・rgfd’tige　L・・1δ・U’lg

　　　　　det’〃・・ノに・”reichet・・ゾehe’i9・bli・bene〃τ・？・κ1…貼漉・’・…励・〃Ste〃e・・9・の鯉

　　　　　Tei～e　de’“Darste〃lltlg　1，et’deckt　1～ie〃e’Z　tt〃d　voノ’α〃e〃i　de’～Eindreick　des　Zerrisseノ～e“

　　　　　～〃ld・Ft皐ag〃ientarischen　1～eハ，orriefe’～．“

77）　Aus　dem　Bericht　vom　l　3．　Dez．1922．

78）Wie　K．　Martin（1975．　S．60）sagt．　wUrde　diese　Behandlung　nlit　Copaivbalsam
　　　　　heute　abgelenht．

79）　Aus　dem　Bericht　von　l924（S．28）．

80）　Aus　dem　Bericht　vom　l　3．　Dez．1922．

81）Darauf～γeist　K．　Martin（1961，　S．19：1975．　S．27）hin．　VgL　auch　diesbezUglich

　　　　K．Kosh1，1978．　S．39　f．　und　Abb．12－13．

82）K．Koshi．1978．　S．40．　Was　Obrigens　gotische　Ubermalung　in　den　Historienbildern

　　　　betrifrt，　haben　auBerdem　F．　Pecht（1880，　S．3932）und　F．　X．　Kraus（1884，　S．6）z．

　　　　Bjn　der　Szene　der　Auferweckung　des　JUnglings　von　Naim　auf　gotische　Retusche

　　　　im　allgemeinen　hingewiesen：in　diesem　Bild　sollen　neue　Figuren　an　die　Stelle

　　　　schon　damals　halb　erloschener　gesetzt　worden　sein．－A．　B611（1882，　S．121）hat

　　　　die　gotische　Restaurierung　mit　einer　Urkunde　von　1376　in　der　Stadtbibliothek

　　　　zu　Uberlingen　zusammengebracht，　aber　diese　Nachricht　kann，　wie　K．　Martin

　　　　（1961．　S．　44：1975，S．57）hinweist，　nicht　ohne　weiteres　mit　den　Oberzeller　Wand－

　　　　bildern　in　Verbindung　gebracht　werden．．　－Zur　spatgotis　chen　Ubermalung　vgl．

　　　　auBerdem　auch　F．　Pecht．　Kunstchronik．1881，　Sp．244二J．　Sauer，1924，　S．

　　　　26f．；J．　Sauer，1925，　S．905；A．　KnoepHi，1961，S．96．

83）　Aus　dem　Bericht　vom　l　3．　Dez．1922．一　一lm　weiteren　Verlaufseines　Briefes　geht

　　　　J．Sauer　auch　auf　die　Kosten　ein：」’阿／d’ht’end〃ach　de〃Rechnt〃～gsansdit：　e〃bis

　　　　・’〃・s・”u∬de・1・t・rθ’・」・h…der　u・ran・chl・g　d・・H’1．　Me・ger　ei・ig…naPen

　　　　eingehalten　u，u・de，・・’urde　er　i〃I　Lαψdieses」a／lres　sprtt・lga〃ig　weit　i7berh。〃，

　　　　derarr・dass　sei’le　Fordert〃lg∫ε～二r　auf・～29000ルf　sich　belduft，　wovo〃∠～〃／l　bs‘・hlags－

　　　　zα〃1〃lg　vo，1114．　Feb．∂．ノ．10000　M　abgehen．　Ztt　diesenκo∫τθ〃koni〃lc？〃noch

　　　　38937ルf∫諺rdeiiルlaurE～r，　der　auch　81e　ich　z・　eit　i8「das（7eri7s’g〈～stellt　hat．°　°　’　°　°

　　　　／lls　dri〃e　Rechnun8・iil　Hb’he　vo〃　6935　ル1　kon～mt　‘ガe　」F「brde〃〃18　des　Eisenkoi～＿

　　　　∫r嫌〃・〃sgeschalfres　Butz’11a’〃7・・〃κ・ilst（1’四めetrachtfi7r　Lieferi’〃．9・ei〃es〃Wi“ke1一
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　　　　　eisens　zur　Sicherung　des　Ttirsturzes　diber　dem・Kircheneingang．”

84）　Hiezu　vgl．　K．　Koshi，1979，　S．38　ff．

85）　J．Sauer，1924，　S．29．

86）　J．Sauer，1924，　S．29．　VgL　auch　J．　Sauer，1925，　S．928．

87）W．Erdmann，1974，　S．585．　Zur　Applikationstechnik　vgl．：K．　Martin，1961，
　　　　　S．47und　1975，　S．19　f．．60；0．　Demus，1968，　S．176，178　f．；A．　Weis，1976，

　　　　　S．56．

88）　J．Sauer，1924，　S．24．

89）　Siehe　oben　S．87　f．　und　Anm．72．

90）　In　diesen　Aufsatzen　sind　folgende　Historienbilder　behandelt：die　Auferweckung

　　　　　des　JOnglings　von　Naim，　die　Au愉weckung　des　Lazarus，　die　Auferweckung　der

　　　　　Tochter　des　Jairus，　die　Heilung　des　WassersUchtigen　und　die　Heilung　des　Be－

　　　　　sessenen　bei　Gerasa．

91）VgL　die　Kostenberechnung　vom　10．　Marz　1920　fUr’‘die　Herrstellungen　an　der
　　　　　Pfarrkirche　in　Reichenau－Oberzelr’，　die　das　Erzbisch6fliche　Bauamt　Konstanz

　　　　　zum　Bericht　an　Katholischen　Oberstiftungsrat　Karlsruhe　beilegte：‘‘ハ4aler．〃泌ゴー

　　　　　gemdlde　auskit’en，　teiweises　Ausgiesen　der　R～∬e　und　Sprtinge，　mehrmaliges　fixie－

　　　　　ren，　vorsichtiges　Retouchieren，　sowie　Ergdnzen　der　ab8eblditterten　Teile　8∫8元cκα

　　　　　750．00M…　…・…　6000．00　M∵’Der　von　Graf　gezeichnete　Bericht（Nr．1048）

　　　　　befindet　sich　im　Erzbisch66ichen　Archiv　Freiburg．

92）　A．Aichinger，1927，　S．82　ff．

93）　DarUber　hat　sich　ahnlich　T．　Buddensieg（1973，　S．110）getiuBert．

94）　Die　beiden　unver6ffentlichten　Berichte　befinden　sich　heute　im　Landesdenkmalamt

　　　　　Baden－WUrttemberg（AuBenstelle　Freiburg）．　VgL　auch　Anm．72．

95）　J．Sauer，1924，　S．30．

96）VgL　J．　Sauers皿ver6ffentlichten　Brief　an　das　Ministerium　des　Kultus　und
　　　　　Unterrichts（Karlsruhe）vom　25．Jan．1925（Nr．10）und　einen　unver6ffentlichten

　　　　　Brief　des　Badischen　Ministers　des　Kultus　und　Unterrichts　an　die　Handelskammer

　　　　　Konstanz　vom　19．　Mai　1925（Nr．　A　7654）．　Abschriften　der　Briefe　sind　in　der

　　　　　AuBenstelle　Freiburg　des　Landesdenkmalamtes　Baden－WUrttemberg　aufbewahrt．

97）　」．Sauer，1924，　S．30；J．　Sauer，1925，　Anm．1．

98）　DiesbezUglich　vgl．　J．　Sauers　unver6ffentlichten　Brief　an　B．　Filser　in　Augsburg

　　　　　vom　1．　Dez．1923（ein　Durchschlag　befindet　sich　im　Erzbisch6flichen　Archiv

　　　　　Freiburg）：“　Der　ein2igeレ’ersuch，　die　Bilder’leuerこlich？］aufzl〃iehmen，　wtirde　vo〃

　　　　　de〃1　Konstanzer　Photographen　P・Volff［sic］ge’nacht　i〃～d・vom　dortigen　Obεrbηr8θr－

　　　　　meister　auch　untersttizt．”

9g）Zitat　aus　einem　unver6ffentlichten　Brief　Ginters　vom　6．　Febr．1960　all　K．　Martin

　　　　　（ein　Durchschlag　im　NachlaB　Ginter　im　Erzbisch6Hichen　Archiv　Freiburg）．
　　　　　Vgl．　auch　J．　Sauers　Brief　vom　1．Dez．1923（siehe　Anm．98）．

100）K．Martin，1975，　Abb．29－36．　Er　gibt　zwar　in　der　Bildunterschrift　das　Auf－

　　　　　nahmedatum　richtig　als　1925　an，　aber　er　schreibt　im　Vorwort　zur　zweiten　Auflage

　　　　　falsch：6‘SchwarzweiBaufnahmen　von　1922／23”．

101）　K，Gr6ber，1938，　Abb．43（SUd　8），44（SUd　6），45（Nord　3），46（Nord　2）und
　　　　　47（Nord　1）．　Hinsichtlich　der　Aufnahme　von　W．　Kratt　nach　der　Restaurierung

　　　　　von　1921／22　vgl．　auch　J．　Sauers　Brief　vom　25．　Jan．1925（siehe　Anm．96）：

　　　　　“ノh／Vovember　war　H．　Kra〃voηKa〃∫励θa〃erdings　auf　der　Reichena〃，　aber

　　　　　zundchst∫’i　A　uftrag朋∂auf’Kosten　des　Leipziger　Kunstgewerbe’nuseu〃1∫，　bezw．

　　　　　vo〃Herrn　Geh．　Rat　l）r．　Graul，　der　fiir　eine　Ver（＞lffe’1〃ichung　eine　bisher　nicht

　　　　　vorhandene　speZie〃e　Aufnahme　brauchte．　AIS　ich　von　diesem　Auftrag　hb’rte，　ersuch’e

　　　　　ieh　H醐ηKra’τ，　noch　die　eine　Darste〃〃η8　des〃ピ1τ8θr励’es　an　der〃夕∫’aps’s，　d’e

　　　　　zur　Zeit　der　Filserschen、4吻oんηθηnoch　nicht　instand　geset2t　und　gereinigt　war，

　　　　　ノθ’zどaufzunehmeバ

102）Nach　der　mOndlichen　Mitteilung　von　Herrn　T．　Keller．

103）Der　Bericht（Nr．690）ist　heute　im　Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg
　　　　　（AuBenstelle　Freiburg）aufbewahrt．　Die　zitierte　Stelle　ist　schon　von　K．　Martin



　　　　　（1961，S．48；1975，　S．61）ver6f【bntlicht　worden．

104）VgL　auch　gute　Abbildung　bei　S．　Mayekawa　und　K．　Koshi，1977（Bd．26／Nr．2）．
　　　　　Taf．　III．

105）　VgL　auch　K．　Koshi，1979，　Abb．14（Langsschnitt　mit　Blick　nach　SOden：Bau・・

　　　　　aufnahme　1977）．　Die　Zeichnung　fertigte　Prof．　M．　Mayeno，　der　1977　bei　der

　　　　　unter　Leitung　von　Prof．　S．　Mayekawa　an　Ort　und　Stelle　durchgefOhrten　Unter－

　　　　　suchung　durch　die　Universitat　Tokio　die　St．　Georgskirche　photogrammetrisch

　　　　　aufgenommen　hat．

106）　Das　bei　S．　Mayekawa　und　K．　Koshi，1977（Bd．26／Nr．2），　Taf．　IV，　abgebildete

　　　　　Photo　von　T．　Keller　zeigt　nicht　den　Zustand　l925，　sondern　den　von　l955，　was

　　　　　wir　an　dieser　Stelle　verbessern　m6chten．

107）Nach　M．Gosebruch（in：J．　und　K．　Hecht，1979，　S．　XV）．

108）　Hiezu　vgL　den　in　Anm．99　zietierten　Brief　H．　Ginters　vom　6．　Febr．1960．

109）　J．und　K．　Hecht，1979，　S．　XVIL　Diesen”vor斑81～chen，　groβen　Farbreproduktion

　　　　　warρ∫膓～lege〃dd’rer　Ruf　vorausgegange〃∴wie　A．　Weis（1976，　S．54）nach　einer

　　　　　mUndlichen　Mitteilung　von　J．　Sauer　schreibt，

llO）　Nach　K．　Hecht　in：J．　und　K．　Hecht．1979，　S．　XIX．

lll）　So　z．　B．　betrachten　J．　und　K．　Hecht（1979，　S．67）den　Freiburger　Kirchenmaler

　　　　　K．Schilling，　der　um　l890　die　entbl6Bten　Malereien　instandsetzte，　auch　als　die

　　　　　Person，　die　im　Auftrag　des　Konstanzer　Erzbisch6Hichen　Bauamtes　die　Mittel－

　　　　　schiffwande　freigelegt　und　von　den　Malereien　Pausen　fUr　die　Kraus’sche　Mono－

　　　　　graphie　hergestellt　habe．

112）Darunter　sind　auch　die　beiden　Serien　der　SchwarzweiB・・Aufnahmen　von　G．　Wolf
　　　　　und　W．　Kratt　sowie　die　Serie　der　Farbphoto　von　T．　Keller（1955）abgebildet．

ll3）　J．　und　K．　Hecht，1979，　S．　XVm．

114）　J．und　K，　Hecht，1979，　Abb．155，169，189，208，217，227，241　und　257．

115）Daher　postuliert　A．　Weis（1976．　S．55），　unabhangig　von　der　Hechビschen
　　　　　Netzzeichnung，　zeichnerische　Aufnahme　auf　get6ntem　Papier．

116）　J．und　K，　Hecht，1979，　S．　XVIIL

ll7）J．　und　K．　Hecht，1979，　Abb．130．　Der　AufriB　der　SUdwand　des　Mittelschiffs

　　　　　（Bauaufnahme　l977）ist　Obrigns　zum　ersten　Mal　bei　K．　Koshi（1979，　Abb．14）

　　　　　abgebildet　worden（vgl．　Anm．105）．

ll8）　H．Ginter，1955，　S．34．

ll9）　K．　Martin，1961．　Er　gibt　im　Vorwort　zur　ersten　Ausgabe　irrtUmlich　als　Auf－

　　　　　nahmedatum　1925　an．・－　Die　Farbaufnahmen　von　T．　Keller　wurden　auBerdem

　　　　　l975　in　der　zweiten　Auflage　von　K．　Martins　Monographie　und　auch　1979　im

　　　　　Buch　von　J．　und　K．　Hecht（im　gr6Beren　Format　und　besser）abgebildet．　Die

　　　　　Keller’schen　Ektachromen　werden　ferner　verwendet　werden　fOr：W．　Erdmann，

　　　　　Die　acht　ottonischen　Wandbilder　der　Wunder　Jesu　in　St．　Georg　zu　Reichenau．

　　　　　Eine　Farbdruckmappe　nach　Photographien　von　Theo　Keller　sen．

120）　Vgl．　die　Rezension　von　C．　Eggenberger，1976．

121）　FUr　die　unrichtige　Angabe　des　Aufnahmedatums　siehe　oben　S．84　f．
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　　　　　昭和56年度事業記録

Report　on　the　Activities　in　Fiscal　1981

1・特別展記録　Special　Exhibitions

アンクル展

1981｛ド4月28日～6月14日

主f崔：国立西洋美テrfi「館、1珂、1こ国際※ト1『館、日本放送協会

出品内容：絵画24点、水彩素描98点、参考作品7点，計129点

（1981｛1’16Jj2311～7Hl9［1、　1こ1場：1珂、り：P］1｛祭，jE（！　7イi「j笥‘∫）

Ingres

28April－－14June　l981

Exhibited　works：24　paintings．98　drawings　and　watercolours．　and　7　ret’erence　works　from

the　Musξe　lngres　and　other　museums　in　France　and　in　U．S．A．（129　works　in　tota1）

本展は、我が国における初めてのアングル展として、モントーパンのアングル美術館所蔵の作㍍1，

を中心に・アングルの作品122　，tfi，，ブールデル作のアングルの胸像など参考作品7点を展示した

泉　ナポレオンの肖像　オシアンの夢；　ゴンス夫人などの油彩画もさることながら，百点近い

素描は，優れた素描家としてのアングルの特質を艮く示してくれた、なお本展は日本放送協会と

共催した初めてのケースであり，放送による宣伝の効果等についても興味深い｛，のがあった

モーリス・ドニ展

1981年9月1日～10月18日

主催：国、’．t西洋美術自1∫

出｜171内容：絵画85点，水彩素描59点、版1由］30，点、書籍7点，、汁181，点

（1981年10月30日～12月13日、会場：京都国立近代知ホ1館）

Maurice　Denis

lSeptember　l80ctober　l981
Exhibited　works：85　paintings，59　drawings　and　watercolours．30　prints　and　7　books　rrom

museums　and　private　collections　in　France，　Switzerland．　W．　Germany．　the　Netherlands　and

US．A．（181　works　in　total）

松方コレクションの中に油彩17点，謝苗18点が含まれているモーリス・ドニについて展覧会を開

催したいというのは当館の数年来の構想であったが、それが、画家の長男ドミニク・モーリス・

ドニ氏をはじめとするドニ家の方々の全面的なご協力のドに、今日望み得る最高の形で実現した
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出品作は，18歳の伯画像・から晩年のものまで，ドニの生涯にわたる各ジャンルの作品が，フラ

ンス、スイス，西ドイツ，オランダ，アメリカから集められた。その中には，屏風形式のもの，

扇面に描かれたもの，壁画やステンドグラスや壁紙の下絵，本の挿絵なども含まれ，ドニの活動

の幅広さを充分示してくれる展覧会となった、

エミール・ノルデ展

1981年三10月31日～12月13日

主催：国立西洋美術館，東京ドイツ文化センター，東京新聞

出品内容：絵画32点，水彩素描106点，版画47点，計185点

（1982年1月16日～2月7日、会場：北海道立近代美術館）

Emil　Nolde

310ctober　l3December　1981
Exhibited　works：32　paintings，106　drawings　and　watercolours　and　47　prints　from　the

Stiftung　SeebUll　Ada　und　Emil　Nolde（185　works　in　tota1）

本展は，北独ゼービュルのノルデ財団の所有になるエミール・ノルデの数多くの作品の中から185

点を展示したもの。ノルデ財団のコレクシ・ンはゼービュルにおいて美術館として公開される他，

これまでも欧米各地でまとめて展観されているが，今回はそれらの欧米各地での展覧会とほぼ同

規模で我が国において公開されたもの。激しい色彩とタ・チを見せる油彩画に加え，深い滲みの

効果を￥，った水彩画や大胆な手法を示す版画などが，これまで我が国では余りなじみのなかった

ノルデの芸術を良く伝えてくれた

2．文化庁巡回展記録　Tour　Exhibitions

国立美術館所蔵内外、美術名品展

1981年10月7日～21日（青森），10月28日～11月11日（岩ア），ll月18日～12月2日（福島）

主催：文化庁，東京国立近代美術館，京都国立近代美術館，国立西洋美術館，国立国際美術館，

弘前市立博物館，岩手県民会館，福島県文化センター他

会場：弘前市立博物館，岩手県民会館，福島県文化センター

出品内容：当館より絵画17点，彫刻3点を出品（全60点）

文化庁巡回展は本年で2年目となった。本年は京都国立近代美術館，国立国際美術館が当番館と

なったので，当館は所蔵作品を出品するにとどまった、
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3．講演会記録　Lectures

：アングル展．特別講演会

1981年5月23日

‘アングルとその時代」

東京大学助教授　阿部良雄
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5ij3011

アングルの油彩画について．

砺木県立美術館長　大島清次

6月6日
「アングルの素描について一・

国、γ西洋美術館研グピ員　有川治男

／ モーリス・ドニ展ノ特別講演会

1981年10月3「1

「モーリス・ドニとナビ派

美術評論家　中山公男

10月17日

「 モーリス・ドニと日本の美術一

国立西洋美術館学芸課長　富山秀男

　エミール・ノルデ展／特別講演会

1981年10月3111

「エミール・ノルデの人と芸術一一出品作Illllを中心に‘

ノルデ美術館長マルティン・ウルパン（通訳泉IHI　f）

11月1411

〔エミール・ノルデの芸術　　油彩画を中心に一

法政大学教授　野村太郎

ll月21　H

l一

描かれざる絵二

国立西洋美術館研究員　有川治男

11月28日
一

ノルデと表現主義の版画一」

国立西洋美術館主任研究官　八重樫春樹
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4．修復記録　Restoration

所蔵作品番号・作家名／作品名／材質・寸法　　修復前の作品状態概要　　　修復処置概要

P・1959－107　　　　　　　　　　　絵具層に部分的に微細　新しいカンヴァスによる

ポール・ゴーガン　　　　　　　　　　な亀裂が生じていた　　全面裏打

・画家スレヴィンスキーの肖像》　　　　カンヴァスが薄く，全　　画面の洗浄

油彩　カンヴァス　53．5×81．5cm　　　体に劣化　　　　　　　微細な剥落箇所の補彩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護膜の劣化変質　　　　保護膜の塗布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔修復：絵画修復家黒江光彦〕

5・展覧会貸付作品　Works　Lent　Out

展覧会名／会期　会場　　　　　　　　　　　　　　　　所蔵作品番号作家名・作品名

Slewinski　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1959－107

13June　19September　1981　　　　　　　　　ゴーガン’スレヴィンスキーの肖像》

Mus6e　de　Pont・・Aven

「印象派　パリと日本：　　　　　　　　　　　　P・1959－1，2

1981年10月2日～11月8日　　　　　　　　　　アマン＝ジャン　ニ人の婦ノvs），《帽子を被っ

富1：　ee一術館　　　　　　　　　　　　　　　　　た少女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1959－113，115

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローラン　：美しい肩y，（1しゃくやく》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1959－129，138

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルタンxラ・パスティードの聖堂》，lkテラス’N

一 印象i三義・フランスと日本　　　　　　　　P・1965－4

1981年10月25日～11月29日　　　　　　　　　　モネノJ・雨降る池’・，

栃木県、フニ美術館　　　　　　　　　　　　　　　　P．1978．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルノワール＜＜パラをつけた女〉

121



Chaim　Soutine　　　　　　　　　　　　　　P・1960－1

13December　1981－27　February　1982　　　　　　スーティン《狂女》

Westf．　Landesmuseum　fUr　Kunst　und

Kulturgeschichte，　MUnster

26　March－31　May　1982

Kunsthalle，　TUbingen

Paul　C6zanne－Aquarelle　　　　　　　　D・1959－7，9

17　January－21　March　1982　　　　　　　　　セザンヌv舟に℃・，《勝利〉・

Kunsthalle，　TUbingen

「ジャン・デュビュッフェ展：　　　　　　　　　P・1979－3

1982年1月2日～2月21U　　　　　　　　　　デュビュッフェ《美しい尾の牝牛》

西武美術館（東京）

1982年2月26日～3月28日

国立国際美術館

C6zanne　　　　　　　　　　　　　　　D・1959－6
12March－9　May　1982　　　　　　　　　　　セザンヌ《水差しとスープ容れ〉＞

Mus6e　Saint－Georges，　Liege
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資料

Data

1・昭和56年度主要記事

日召不II56｛｝こ

4月5日　無料観覧日実施

4月27日　Fアングル展一（日本放送協会共催）開会式挙行，高松宮同妃両殿下御臨席

5月28日　「アングル展」御観覧のため，常陸宮同妃両殿下と秩父宮妃殿下御来館

6月91」　一アングル展一御観覧のため三笠宮同妃両殿ドと同容子内親一E殿下御来館

6月14H　一アングル展二終J’

7月5日　無料観覧日実施

8月2日　無料観覧日実施

8Jj　31日　’モーリス・ドニ展」開会式挙行

9Jl　24　H　美術1乍品1構人選考委員会並びに同ll‖1格審査員会開催，3点の購人決定：ヘーラルト・

　　　　　ダウ作油彩‘（〈シャボン玉を吹く少年と静物“；レンブラント・ハルメンスゾーン・ファ

　　　　　ン・レイン作版画　病人たちを癒すキリスト（百グルデン版）“；アンドレア・マン

　　　　　テーニャ作版画、海神の闘し・

10月18日　一モーリス・ドニ展一終了

10J］　29　H　一モーリス・ドニ展一（京都）開会式挙行（会場，京都国立近代美術館）

10月30日　「エミール・ノルデ展」（東京新聞共催）開会式挙行

10月3111　囲障及門扉改修一1ニlig　3年計画第1年次分完成

12月1日　ドミニク・モーリス・ドニ氏からモーリス・ドニ作油彩：花束を飾った食卓＞＞，モーリ

　　　　　ス・ドニ作素描　池のある屋敷及びモーリス・ドニ作版画　化粧する蜘の寄贈を

　　　　　覚けた一

12月3日　美術作品購人選考委員会並びに同価格審査員会開催、1点の購i人決定：ダニエル・セ

　　　　　ーヘルス、コルネリス・スフート作油彩　花環の中の聖母丁・

12月13日　　エミール・ノルデ展一1終了

　〃　　　‘モーリス・ドニ展一（京都）終了

12　Jl　21　ll国、1乙西洋美1・lil館に勤務する職員の勤務時間に俣1する規程の一部改「E

ll召不ll57｛ド

1月29日　美術作lllo購人選考委員会並びに同価格審査員会開催、1点の購人決定：アルフレッ

　　　　　ド・シスレー作油彩ソレーヴシエンヌの風景・

2月3日　国立西洋美術館協力会からウジェーヌ・ドラクロワ作版画「ゲーテ「ファウスト．：に

　　　　　よる連作」及びウジェーヌ・ドラクロワ作版画「シヱイクスピア「ハムレット．J］によ

　　　　　る連作」の寄贈を受けた
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2月7日　無料観覧日実施

3月7日　無料観覧日実施

3月19日　国立西洋美術館評議員会開催

規則の改正

昭和56年12月21・li国立西洋美術館に勤務する職員の勤務時間に関する規程の一部改正　（改正

　　　　　要旨）：出札に従事する職員の4時間勤務日を変更した。昭和57年1月ll・1施行。

2．昭和56年度歳入実績額

　　　　項目　金額（単位円）
　　1．建物及物件貸付料　　　　　　　　　626，584

　　2．版権及特許権等収入　　　　　　　　473，　400

　　3．入場料等収入　　　　　　　　108，525，　910

　　4．　言茜i　習　　＊斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，300

　　5．不用物品売払代　　　　　　　　　　37，270

1　　　　6・　奈佐　　　　　 ∫｛又　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　言r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109，673，464

3．昭和56年度歳出予算

　　　　項　　　　目　　　　　金額（単位　千円）　　前年度比較増△減額（単位　千円）

　1．人件費　　　　　 168，764　　　　　　10，269
　2．庶務部運営　　　　　　　　　　　18，818　　　　　　　　　　　　3，077

1　3．事業部運営　　　　　　　　　　20，874　　　‘　　　　　　　△142

　4．美術作品購入　　　　　　　　　164，200　　　　　　　　　　　　　0

1　　5．　牛寺　　7，11　展　　　　　　　　　　‘　　　　　　57，215　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　6．新館完成に伴う経費等　　　　　113，323　　　　　　　　　　　4，525

　7．　方董1没整f藺　　　　　　　　　　 ‘　　　　　　　16，296　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16，296

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　言†　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　559，490　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34，025
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5．所蔵作品一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和57年3月末現在）

ム　区分翻聾ク、。ン購人制｛曽‘管醐小計寄託合計
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　　1

　絵画196　5233728822310素　　描　　80　　　13　91　1　1031　61109‘
　版　　　　　画　　　　　　　24　　　　　　　68　　　　78　　　　0　　　170　　　　0　　　　170

彫　　刻i　63　　　10　11　0　84　　1　85
　　　　　　　　1
‘工　　芸　　 0　　　1　 1　 0　 2　 1　　3
その他参考資料　　　　　8　　　　　87　　　1　　　0　　　96　　　0　　　96

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1

　　　言†　　　　　　　　　　　　　371　　　　　　　　　　231　　　　　133　　　　　　　8　　　　　743　　　　　　30　　　　　　773
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6・職員名簿　　昭和57年3月3旧現在

国立西洋美術館評議員会評議員（五十音順）　　　国立西洋美術館職員

・栢川礼近代美術師∫長　　　　　　　安達　健二　　　　館長　　　　　　　　　　　　内山　　正

1体芸術院長　　　　　　　　　　有光　次郎　　　　次長　　　　　　　　　　　　　前川　誠郎

ブリヂストンタfヤ株式会｛絵1ξ　　　石橋幹一郎　　　　庶務課

前東京ロ粒博物鯛・　　　　　　　手苗田　清助　　　　課長文部事務官　　　　　　　新山　忠弘

昧芸術院会員・作家　　　　　　JI：上　　立i‘；　　　課⊥浦佐　・　　　　　　　　山本　昌志

評論家　　　　　　　　　　　今泉　篤男　　　　庶務係｝ミ　〃　　　　　　　　横田　　幹

プリ玖トン美術館長　　　　嘉ll1安雄　　脇卜主任　・　　　　　舟橋さちゴ・

京都国“t．近代美術館la　　　　　　河北　倫明　　　　　　　　・　　　　　　　　石垣　鉄也

東京国立博物館長　　　　　　　　斎藤　　正　　　　　　　事務補佐員　　　　　　　武中　英子

評論家　　　　　　　　　　　　谷川　徹三　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　藤波　薫子

株式斜1丸酬日談役　　　　　　　司　　　忠　　　　　　　　y　　　　　　　　仙波百合子

財団法人学徒手継会会王乏　　　　　　与中　作雄　　　　守律康文埼壊務官　　　　　　　井上武運児

東京都副知事　　　　　　　　　野村　振rlf　　　　　　　　t・　　　　　　　　　山王堂正行

公IE取引委員会委員長　　　　　　橋1」　　収　　　　　　　　〃　　　　　　　　戸矢　庄一

国際交流基金理’1張　　　　　　　　林　健太郎　　　　　　　　　・　　　　　　　　　石井　茂夫

麟1纏川醐建築設謂↓務所　前川国男　　　　・　　　　羽山正公

国際文化会館剛張　　　　　　　　松本　重治　　　　　　　　　”　　　　　　　　　長島　武夫

前国踊洋美術館長　　　　　　　lh田智三郎　　　　　　　　Jコ　　　　　　　　平山　節子

Ll本学」：院会員パ涼大学名1激授　　脇村義太郎　　　　経理係長　ツ　　　　　　　　白石　治美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　内藤　満枝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　占山　則夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　廣戸　博之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用度係長　r・　　　　　　　　田島　庄平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　有森　健晴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　〃　　　　　　　　　　佐藤　剛史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部技官　　　　　　　白倉　由夫
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　　　　文部技官　　　　　　　大竹　乙弘

施設係長文部事務官　　　　　　　太田原　武

　　　　文部技官　　　　　　　　　　ノ」・宮　勝男

　　　　　　〃　　　　　　　　　小谷松誠司

学芸課

課長　文部技官　　　　　　　富山　秀男

主任研究官（併）撒餐慢躍警゜ノ頃樫鞠

　　”㈱絵画憾翻麟生田　圓

　　〃　　（併）彫刻係長文部技官　長谷川三郎

（併）J！　　（東京芸術大学助教授）　　　越　　　宏一一

研究員　文部技官　　　　　　（休）渡辺　康子

　〃　　　　〃　　　　　　　　　　　雪山　行二

　’・　　　〃　　　　　　　　　有川　治男

　7　　　〃　　　　　　　　幸福　　輝

　〃　　〃　　　　　　　　高橋　明也

　　　　　文部事務官　　　　　　田近　祥子
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